
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　気が付くと俺はバッドエンドを迎えていた。

　俺の名前は佐さ島とう靖やすし。あと一か月ほどで二十八歳になる予定だった二十七歳、童貞、友人・彼女共になし。ブラック企業に勤務し、残業・休みなしなんて当たり前。場合によっては家に帰れない日すらあるのに、給料は安い。

　そんな解わかりやすく人生の敗北者だった俺は、長時間労働の日々が祟たたり、終ついぞ過労で死んでしまった。

　だが勘違いしないでほしいのはこの俺が『過労で死んだこと』をもって、この人生の最期をバッドエンドと評しているわけではない。

　寧むしろ、過労で最期を迎える人生はどこまでも俺らしいとさえ思う。それこそ、自らの死に様を選べるなら、大往生と迷う程度に。

　と言うのも、俺という人間が自分でも病的だと思う程度には凝り性で、色々と考えて策を弄するより、無心で目の前のことに取り組む方が遥はるかに性に合っている、猪ちよ突とつ猛もう進しん気味──今風に言うなら、脳筋な性質をしているからだ。

　努力の果てに燃え尽きたり、目標への過程で力尽きたりする死に方は、自らがそうありたいと思う程度に、美学も感じている。

　故に、過労で死んだこと自体を嘆くつもりはない。

　だが、もっと広い視野を持って総合的に自分自身の人生はどうだったか？　と問われれば、それに関しては首を傾かしげずにはいられない。




　大学を卒業するまで、俺の人生は順風満帆だった。

　俺が通っていた高校は、地元の県では一番と言われている超進学校で、成績は二十位を下回ったことがなく、陸上部に所属していた俺は長距離走の分野で全国ベスト十六位入りすらしたことがある。

　そんな俺は、当然のように実家を出て日本でも三本指には入ると言われている、国立の大学に入学した。全国から選よりすぐりの優等生が集まる大学。そこでも俺の成績はそれなりに優秀だった。

　なぜなら、俺はそれを維持するために誰よりも努力をしたからだ。

　平日は六時間。休日は十四時間。高校の時よりも難解になった講義についていくために、日頃から己に課した勉強時間だ。

　テスト前の詰め込みとか、一夜漬けなんて俺は人生で一回もしたことがない。

　なぜなら俺は、誰よりも努力が出来た反面、誰よりもスペックが足りていなかったからだ。強いて言えば、毎日が一夜漬け。そこまでやってようやく人並み。

　それは高校生──否いや、小学の高学年に上がった頃から変わらない、俺自身のスタイルだった。そして、陸上の長距離で結果を残せたのも同じ理由。

　単発的な筋力よりも、練習の積み重ねやキツくても音を上げない忍耐力が、陳腐な言い方をすれば『努力』の要因が大きいから、勉強も陸上もどうにか俺は人並み以上にやれていた。

　だが、そんな順風満帆だった日々は社会人になった瞬間に音を立てて崩れ去る。

　否、その予兆は第一志望群で全滅し、就活で失敗した大学四年生の段階であったのかもしれない。

　結果として、就職浪人するわけにもいかなかった俺は、妥協し、今の企業に勤めることとなった。そして投げ出された社会の荒波では、学生時代俺を優秀な人間たらしめていた誰よりも『努力』出来る才能は、想像以上に役に立たない代物だった。

　否、俺がそれまで『努力』だと思っていたそれは、そもそも『努力』と呼べる代物ですらなかったことを痛感させられたのだ。

　俺は、言われた指示や与えられた仕事を愚直にこなし、音を上げずただ黙々とやり続けることに関して、右に出る者はいないと自負している。だが、逆に指示や仕事を与えられなければまともに動けない──つまり、自らが何かを考えて、主体性を持って何かしらの行動を起こすことが苦手な人間だった。

　思い返せばそうだ。学生時代の勉強だって、親や先生が「やれ」と言ったからという理由でやっていたが、その方法すらも先生が出した課題や、先生やクラスメートが勧めてくれた参考書を熟こなしただけだったし、陸上部に入ったのも親父おやじが勧めたから程度の理由で、いい成績を残せたのは顧問の先生の指示に従っていたからだ。

　つまり俺は、自分自身で考えて、悩み、試行錯誤した経験がなく、俺がやっていたのは今も昔もただひたすらに『反復作業』でしかなかったわけだ。

　当時は嘆いたが、今の俺ならわかる。いくら学歴があっても、こんな中身空っぽで意思のない人間なんて不気味だし、役に立たなそうだし、好き好んで採用もしないだろう。

　事実、社会人になった俺は、与えられた仕事を黙々と熟し片付けるだけで、自分で何かを考えて行動しない、言わばコンピュータの劣化なのだから。

　会社の同僚に付けられた『劣化コンピュータ』と言うあだ名のセンスにほとほと感心するばかりである。彼のようなユニークな人間はきっと将来出世するだろう。俺と違って。




　さて、ここまで長々と自分の半生を語ってみたわけだけど、結局どうして俺自身がこんな俺の人生をバッドエンドだと思ったかと問われれば、それはもう、死ぬ間際に実にバッドな事実を突き付けられたからである。




「うぐっ……」

　──それは、会社に泊まり込むこと約三日。他の社員との交流がないから、これがどれほどのものなのかは解らないが、それでも『多すぎる』ということだけは解る量の、与えられた自分の仕事をこなしていた時のことだった。

　唐突に訪れた後頭部を金属バットで殴られたような痛みに、十二時間ほど座ってデスクワークを熟していた俺は、椅子から転げ落ちるように倒れる。

　直感的に解る。これは間違いなく死に直結する痛み。

　加速した思考が原因に思い当たる。この症状は脳の血管が詰まるなり、切れるなりした系統の痛みであると。

　俺の知識が言っている。もう助からない、と。

「（救急車を……）」

　呼ばないと！　──助からないと解っているのに、否、そもそもこんな虚無みたいな人生、生きてても死んでいるようなものだったのだ。

　これが俺のバッドエンドポイントその一。俺は何故か死の間際、生にしがみついてしまった。死にたくないと思ってしまったのだ。生きて、やりたいことがあるわけでもないのに。

　しかし、そんな俺の思いも虚むなしく、身体が思い通りに動かない。スマホを取り出せないし、俺以外の人はみんな帰ってしまったから、会社には俺のために助けを呼んでくれる人もいなかった。

　そんな折に、ふと俺の耳に、男のものとも女のものとも──何なら音であるとも確証の持てない声が響いた。




　──やり直したいか？　佐島靖よ、貴様は人生をやり直したいと希こいねがうか？




「（あぁ、やり直したい！）」




　これが第二のバッドエンドポイント。今まで『努力』という名の虚飾で誤ご魔ま化かして、ただ目の前のことを淡々と黙々と、まともな意思もなしに熟していたような、虚無に生きていた人間は、死の淵ふちで問われたやり直しの機会に、何故か縋すがってしまったのだ。

　──そうか。やり直したいか。では、佐島靖よ。貴様は何故やり直したいと希うのか。




「（…………）」




　バッドエンドポイントその三。死を目前にして生に縋ったり、やり直しのチャンスに縋った割に、ここだけは何の意外性もなく普通に答えられなかった。

　あぁ、就活を思い出すぜ、このやり取り。

「貴方あなたは弊社に入社したら何をしたいですか？」と問われて「与えられた仕事はきちんとやりたいです」と答えた時の、背筋が寒くなるようなあの空気を。言うまでもなくその会社からはお祈りメールを頂くことと相成った。

　ただ、答えられないのは別に問題ない。

　そもそも、生にしがみつくのも縋るのも、俺個人という人間性から考えればやや不自然だが、一人の人間が死を目前にした反応であると考えればそうおかしな話ではない。

　だから、俺にとって、最大のバッドエンドポイントとなるのはこの次の俺の行動なのだ。




　バッドエンドポイントその四。

　男とも女とも知れない、何なら音とすら言いきれない声で問い掛けられた、姿も見えない何かしらの存在からの質問。

　なぜやり直したいか？　つまり、生に縋る動機を聞かれた俺は、珍しく考えてしまったのだ。

　そして、それまで考えてこなかった人間が、死の間際で考え、見つめ直した。その結果は言うまでもなく一つ。

　死の間際、誰ともわからない存在の問いに考えさせられた俺に襲い掛かってきたのはひたすらな『後悔』の二文字だった。

　そう。俺は、自分の人生にひどく後悔していた。

　友達がいないこと？　彼女が出来たことがないこと？　童貞なこと？　就活に失敗したこと？　自分の確固たる意志がなかったこと？　それとも……？

　理由はあげればいくらでも思いつく。だが、それでもどれもしっくりとこない。

　俺は確かに後悔している。感情は確かに無念を感じているし、やり残したことがたくさんあるのだと叫んでいる。じゃあ、具体的に、何が？　と問われると、やはり答えられない。

　強いて言えば、なにもかも。今まで本当の意味でやりきれたことが一つもないから、やり残したことなんて「なにもかも」でしかない。

　俺は思った。俺に声をかけてきた存在は、間違いなく悪魔であると。




　だってそうだ。自分自身が後悔していることすら気づかずに、過労のままにひっそりと死んでいく予定だった人間の前に現れては、僅かな希望をちらつかせ、「なんで君は後悔してるの？　生きる理由なんてないのに？　後悔出来るほど何もしてこなかったのに？」と、意地悪く残酷な現実を突き付けてくるのだ。

　この所業を悪魔と言わずになんと言う？　人間か？　正体は趣味の悪い人間なのか？

　そして、そんな悪魔とも悪趣味な人間とも解らない存在に、気づくはずのなかった深い後悔を自覚させられ、絶望のままに死ぬ。

　これこそ正に、俺の人生で考えうる限り最悪の──いや、想像していた以上に最低なバッドエンドと言えるだろう。




　──断じて言うが、我は決して悪魔などという存在でも、ましては悪趣味な人間などでもない。それに我には貴様の人生の虚無や後悔を思い知らせ、絶望させる意図もない！




　その存在は俺に語り掛けてから初めて、感情を見せていた。それは少し焦っているような、困っているような反応だった。




「（……じゃあなんだ？　俺を絶望させに来た悪魔じゃないってんなら、なんだって言うんだ？）」

　──我がどんな存在か。答えるのはいささか難しい質問である。だが、我が貴様に語り掛けた目的なら話せる。それは先ほども言うたが、佐島靖よ。我は貴様に人生をやり直すチャンスを与えようと思っている。

「（……やり直しても、何をやりたいか明確じゃないのに？）」

　──ああ、別にそんなの構わぬ。我は人がどのような信念を持ち、何のために生きてるかなど一切の興味を持たぬ。聞いたのは偏ひとえに、佐島靖という人間の性質を知る必要があったからである。

「（……それは、やり直させる人間の適性的な意味でか？）」

　──うむ。その通りである。性格次第ではやり直しの機会を与えられぬからな。だが、特に目的がないのならそれはそれで適性があると言えよう。

　適性……それを測るってことは──

「（やり直させて、俺にやってほしいことでもあるのか？）」

　──うむ、その通りである。

　なるほど！　正直それは非常に助かる。ただ生き返らされてやり直しのチャンスを与えられても、俺自身が劇的に変われるなんて想像も出来ない。

　だったら、何かしら指針を与えられた方が、俺の性格的にもやりやすい。

「（それで、具体的には何をしてほしいんだ？）」

　──すまぬが、制約の都合上詳しいことは教えられぬ。だが『来きたるべき日』が来た時のために備えてほしい。

「（『来るべき日』ってなんだ？　何が起こる？）」

　──すまぬ。それも言えぬ。

「（……じゃあ、どうしてそれを俺に頼むんだ？）」

　──それは、貴様がどの人間よりも努力家だからである。とは言え、闇雲に努力をしてもただの人間が『来るべき日』の戦力になるとは思っておらぬ。故に、貴様の努力をよりよくする手助けをしよう。




　俺が努力家だから。

　その一言は『来るべき日』や『努力の手助け』という疑念の残る言葉を忘れて俺を納得させるのに、十分な理由だった。

　そもそも、俺は疑ってかかるのは性に合ってない。仮にそれが、俺の人生の後悔の要因だとしても、俺は目の前のことを熟こなす方が性に合っているから。




「（わかった。俺、やり直してみるよ。今度こそ）」

　──うむ。我は、佐島靖の生き方に期待している。




　姿の見えないその存在のエールとともに、

　バッドエンドのその先の、俺の二度目の人生は幕を開けた。
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　と言う夢を見たのさ！

　かなりリアルな夢で、リアリスト気取りな俺でもうっかり信じてしまいそうな雰囲気はあったけど、だってほら、見てよこれ。




名前　佐さ島とう　靖やすし

レベル　１

職業　なし

スキル　『鑑定　レベル１』

固有スキル　『反復試行』




　この、普通に生きてたら絶対に見えるはずのない、ゲームのステータス画面のようなこれが、表示されているのだ。夢だ。夢に違いない。過労死寸前になるまで残業した疲れが見せた幻覚に違いないのだ。

　それに、幻覚と言えば心なしか俺の背も低い気がするし、それに何より……

「俺は篠原和真って言うんだ。よろしくな？」

　うわっ懐かしっ！　篠原って言えば、中学の時の友人だよな？　確か中一の時、出席番号が連番だったから、それで少し仲良くなった記憶があるが──その記憶にある篠原と全く姿が変わらない篠原が、俺に初対面のような自己紹介をしてきた。

　俺は、「俺は佐島靖。こっちこそよろしく」と半ば条件反射的に返答しつつ、

「なぁ。篠原。今日って何年の何月何日だ？」

「は？　お前大丈夫か？　今日は平成十八年の四月六日の木曜日……だろ？　入学式だって言うのに、まだ春休みボケが抜け切れてないのか？　しっかりしろよ？」

「あ、あぁ……」

　……平成十八年って、つまり十五年前じゃねえか！

　しかも、中学の入学式!?　なんでだ？　俺の深層意識が、中学時代を懐古しているとでも言うのだろうか？　……まぁ思い返せばあの時は、こんな俺でも割と普通に青春していたような気がするし、楽しかったと言えば楽しかった時期だけど！

　ただ、不思議なのはこんな奇妙な夢の中でこんなにも動揺しまくっているのに、一向に覚める気配がないのだ。

　入学式のために並べられた椅子に座る同級生の背中を見る。

『有馬広大』『井上雄二』『宇藤安奈』『江口ひな』……『加藤洋一』『小林いちか』、俺。

　後ろ姿でわかる人も、見覚えすらない名前も、さっき見えたステータスにあった『鑑定』とやらの影響なのか、表示される。……俺のような奇怪なスキルとかの情報は見えたりしないけど。便利だな、見ただけで名前が解わかるなんて。現実世界でも欲しい力である。

　これがあれば、会社の先輩とか同僚の顔と名前が一致しなくてちょっと焦るみたいな些さ細さいなトラブルが解消されるのに。

　閑話休題。

　そんなこんなで俺が、『鑑定』によって全校生徒の名前どころか、先生の名前まで一通り確認し終わる頃に、ようやく長ったらしい入学式が終わった。

　だが、俺の奇怪な夢はまだ覚めない。むしろ、ただ、悪化の一途を辿たどるだけだ。

『鑑定レベル２』

　六百人ちょいいるらしい全校生徒全ての名前を判別した影響か、いきなりレベルが上がってしまったぞ、鑑定スキル。

　これによって俺は、こんなものが見えるようになってしまった。




ステータス

名前　佐島靖

体力　20｜20

筋力　15

魔力　１

敏びん捷しよう　15




　なんじゃこりゃ。

　いきなり体力20とか、筋力15とか出されてもこれが凄すごいのかどうなのかさえわからない。だって、こういうステータスのような数字は偏差値のようなものと同じく相対的なものでなければならないはずなのだ。

　その割に、別に『鑑定』によって他人の数字が見えたりするわけではない。

　正直、この基準が不明故に意味も不明なステータスとやらが見える意図もよくわからなかった。俺の察しが悪い可能性もあるけど、まぁ、覚めたら消える夢の記憶の話なのだ。

　細かい整合性を求める方が野や暮ぼと言うものである。

　俺は夢から覚めるまでに、どうせならレベル３の『鑑定』で何が見えるのか、ちょっと興味があったので、ワンチャン上がったりしないかなぁと目につくもの全てを『鑑定』してみたが、結局入学式が終わって、家に帰り、就寝するまで『鑑定』のレベルが上がることはなかった。

　まぁきっと起きればいつも通り出社して、黙々と作業をする日々に戻るんだろう。

　でも、夢に見たあの存在が言っていたように、俺が行動しなければやり直しの機会があっても何も変わらないと言っていた。

　そうだなぁ。夢から覚めて戻ったら……同僚を飲みにでも誘ってみるのも面白いかもな。

　そんなことを考えながら、俺は深いまどろみの中に落ちていった。




　　　　◇




　目が覚めても、俺の身長は相変わらず低いままで、鏡に映る顔は無精ひげの生えた生気のないおっさんではなく、それなりに可愛かわいげのないこともない中学一年生のそれ。

　鏡に映る自分自身をジッと見つめると、やはり昨日と変わらず浮かび上がるステータス。

　……なるほど。昨日のあれはどうやら夢ではなかったらしい。

　いや、薄々そうなんじゃないかなぁとは思っていたけど、しかし、本当に夢じゃないとは思わなんだ。久々に取った熟睡で冴さえわたった頭は現状を否が応でも理解させてくれる。




　ふむ。となると、あの存在が「やり直しのチャンスをやろう」って言ってたのは「過労死の淵ふちからお前の命を助ける。だから、今度こそちゃんと生きろよ」みたいな比喩的なニュアンスなどではなく、ストレートに「十五年前に時間を戻すから、そこから人生をやり直せ」とか言う直喩的なニュアンスだったわけだ。

　解るか!!

　いや、なんとなくそうなんじゃないかな～、あのステータスとか『鑑定』とか、あとはよく解らない──鑑定でも詳細が解らない、『反復試行』とかそういうのが、あの存在が言っていた俺の努力の手助けみたいなやつなんじゃないかなぁとか、そこまでは考慮もする。

　でもさ、本当にそうだとは思わないじゃん！　信じられないじゃん！　受け入れられるわけないじゃん!!




　予想の斜め上を行く──と言うか、別に比喩でもなんでもなくそのままの意味でやり直しだった不条理への驚きを心の中で叫びまくったら、些いささか気持ちも落ち着いてきた。

　そうやって落ち着いてみると、色々とあの存在の意図も読めてくる。

　まず、俺が小学生や幼稚園児でもなく、或あるいは高校生や大学生でもなく中学生である理由はよくわからないけど、しかし予想は出来る。

　それはあの存在が言っていた『来きたるべき日』──その日が訪れた時に、最も最適なタイミングなのが中学一年生の入学式だと判断したのだろう。

　では『来るべき日』が来た時のために、あの存在が俺に求めていることは？

　これに対する予想はそう難しくない。

　昨日一日でレベルが上がった『鑑定』、それに伴って見えるようになったステータス。その二つの要素から予想出来るのは、要するにスキルのレベルやステータスの数値を上げろということだ。

　そう考えると、他人のステータスが見えなかった理由も解る。

　初日の自分よりもステータスを高くすれば良いのだから、他人と自分を比較する必要は特にないのだろう。

　昨日の数値が俺にとっての偏差値50として相対的な数字になるはずだ。




　となると、今後の方針は解りやすい。

　とりあえず、ステータスの数字とスキルのレベルを上げる！　それだけ！

　……だと、ちょっと寂しいし、それに死ぬ間際に問われた「佐島靖のやりたいこと」が少し引っ掛かる。

　俺がやりたいこと……俺がやりたいこと……

　なぁ、俺がやりたいことってなんだ？

　勉強は……中学レベルなら現状の知識だけで満点だって余裕だろうし、う～ん。その分陸上を頑張って、今度こそは全国一位を目指してみるとか？　……いや、別に顧問が熱心に指導してくれたからなんとなく頑張ってただけで、俺自身はそんなに陸上で一番になることに熱心だったわけではないんだよなぁ。

　じゃあ、死の間際に未練として思い浮かべられるような大切な人を作ってみる──例えば親友、とか恋人的な──とか？

　おお、一番しっくりくるな。

　死の間際に友達も恋人もいなくって、結局未練として思い浮かぶ人がいなかったという事実は、突き付けられた時に結構堪こたえたからな。

　となると、目下の目標はスキルのレベルとステータスの数字上げ。そして、親友と恋人を作ることの二つになるな！

　前者は数字を見ながら努力をしていれば良いだけだからなんとかなりそうだけど、問題は後者だな。少年漫画だと、部活とか勉強とかでがっつり努力していれば、ライバルになった果てに親友になるキャラとか、努力する主人公を認めて好きになるヒロインとかが出てくるのがセオリーだけど、現実はそう簡単にいかないだろうし。

　……いや、本当にそうか？

　少年漫画には『残酷な現実』は載っていなくても、多くの人が共感出来る『夢』と『希望』が詰まっているのだ。ならば、心の中では少年漫画の世界観のような世の中であってほしいと思っている人だっているはずなのだ。

「頑張っている人には報われてほしい」と思ってくれる人が！

　それに、あの存在も俺にやり直しの機会を与えたのは、俺が誰よりも『努力』が出来る人間だからと言っていた気がする。

　つまり、そういうことなのだ。

　俺が愚直に真っすぐに無心になって頑張れば、親友も恋人もじゃんじゃん集まってくる……はず！

　じゃあなんで俺が恋人も友達もいないままに死んだのかって話だが、それはあれだ、俺の努力に中身が伴っていなかったとか、やり方が間違っていたとか、そもそも努力量が足りていなかったとかそんなところだろう。

　でも、今回はきっと大丈夫なはずだ。

「親友と恋人がほしい」って言うちょっとよこしまな動機とは言え、ちゃんと努力の中に目的はあるわけだし、やり方を間違えないために『鑑定』のような、自分自身を相対的な数字として評価出来る力が与えられたのだろう。

　そして、努力量は俺が意識して、本気で頑張れば解決するはずだ。




　つまり、今まで通りに──否いや、今まで以上に自分の生き方を貫けば、ちゃんと報われる。あの存在はそんな土俵を俺に与えてくれたのだ。

　そう考えると、俄が然ぜんやる気が出てきた。




　今日から……いや、今から頑張ろう！




　　　　◇




　方針が決まれば話は早い。

　俺は、その日から筋トレと走り込みに徹底的に取り組んだ。




　中学に入学したばかり故に、授業も短く、早く帰って筋トレや走り込みに時間を費やせるのは俺にとって追い風だった。

　筋トレのメニューは腕立て伏せと腹筋とスクワットを兎とに角かく限界までする。

　いや、限界までと定めるとどうしても甘えが出てしまうので、二百回ずつと少し限界を超えた回数を定めてみる。

　たかが二百回程度で限界を迎えるとは、流石さすが貧弱な中学一年生の身体と言ったところか。

　全盛期の俺ならその三倍くらいは余裕で出来ていたので、ややもどかしさを感じるが。

　とは言え、まだ初日。二百回ずつの筋トレとその後に五キロほどの走り込みを熟こなした俺は、『体力補正レベル３』と『筋力補正レベル２』と『敏捷補正レベル２』を手に入れた。

『○○補正』スキルは一・スキルレベル倍の補正がステータスに掛かるスキルだ。

　つまり、体力補正なら一・三倍、筋力と敏捷なら一・二倍の補正が掛かるのだが、なぜ、これらのスキルがレベル１なのではなく２とか、３から手に入ったのか。

　もしかしてそれは、俺が前世でがっつり運動をしていたことが関係したりするのだろうか？　……まぁ、だからと言って方針が変わるわけじゃないし、手に入ったスキルのレベルが最初から高いなら、ラッキーくらいに思っておこう。

　寧むしろ、俺にとって何よりでかいのはレベルがどうであれ、スキルが新たに手に入ることもあると言う、このことから解る結果の方だ。

　つまり、頑張ればそれに応じて役に立つスキルが手に入ることもある。

　ならば、ステータスの数字を上げたり、スキルのレベルを上げるのと同じように、新しくスキルを手に入れていくことも大切だろう。

　俄然やる気が出てきた。

「もっともっと、頑張ろう！」




　一週間後。頑張ればスキルを得られると解った俺は、日に日に頑張る量を増やしてみたが、それでもそんな俺のやる気の炎を削そいでくる現実と直面していた。

　そう、筋肉痛である！

　自分の身体がまるでマリオネットになったかのようなぎこちない動きをみせ、何をするにも全身が攣つるように痛む筋肉痛。

　スキルを増やして、レベルを上げて、ステータスを伸ばしたい俺にとって一番の敵は、筋肉痛だった。

　今のところは日ごとに鍛える筋肉の箇所を微妙にずらして凌しのいでいる──例えば腕立て伏せなら、上腕三頭筋に負荷を掛ける日もあれば、前ぜん鋸きよ筋きんに負荷を掛ける日もあれば、三角筋に負荷を掛ける日もあるといった具合に誤ご魔ま化かしている──が、その誤魔化しもそろそろ怪しくなり始めていた。

　俺の筋トレの鍛える部位を変えるサイクルに、筋肉の疲労回復がやや追い付いていないのだ。筋肉痛で痛いだけならまだ耐えられる。ただ、最近は筋トレのしすぎのせいか平均体温が一度くらい上がったし、このままだと体を壊してしまいそうな勢いだった。

「くっ、三日に一度休日を設けるしかないのか？」

　それはいやだ！　そんな高頻度で休みを設けていたら一年間で百二十日ほど休むことになってしまう！　つまりそれは一年の三分の一！

　例えば一年間で三百ステータスを上げられるところが、二百になってしまう。そんなに遅れるのは絶対に嫌だ！

　何か、こんな俺のために最適なスキルは芽生えてないのか!?

　俺は一いち縷るの望みにかけて自らの手のひらを『鑑定』し、ステータスを見ると、

「おぉ！」

　新たなスキル『精神耐性レベル５』を手に入れていた。

　──精神的苦痛などに耐性をつけることが出来る。その倍率は「スキルレベル｜10は可能」

　つまり、レベル５なら半減。

「って、根本的な解決にはなってねえじゃねえか！」

　このままだと身体がぶっ壊れるんだよ！　精神論で解決しろってか？

　……まぁ、精神論で無理やり解決してきたから過労死してしまったんだろうけど。『精神耐性』はやたらと高いレベル５だし。

　はぁ。流石に前と同じ轍てつを踏むのも馬鹿らしいな。やはり休むか。

　そう決意しかけた俺の前に一筋の光が差し込むように、もう一つの新スキルが目に入る。

　そのスキル名は『超回復』。

　──食事するだけで、筋肉の疲労を回復し、成長を促す。

　今まさに俺が欲しかったスキルそのものだった。

　いや、元々人体機能に備わっている『超回復』と全く一緒の効果に見えるけど、スキルになっているだけあってやっぱり効果はそれ以上なんだよね？　期待しても良いんだよね？




　次の日。ご飯五合を一人で食べただけで全身の筋肉痛が治っていた。

　なんて素晴らしいスキルなんだ！　俺の驚異の食欲に驚いた両親は、新しい炊飯器を買わないと……と頭を抱えていたが、まぁ、たくさん食べて育つお年頃だし？　今は食べれば食べるだけ成長出来るけど、おじさんになれば食えば食うだけ太るだけだし……多少はね？




　そんなこんなで、『超回復』スキルを手に入れてからの俺のペースは更に凄すさまじかった。

　何せこの『超回復』スキル。食えば食うだけ疲労を回復して、筋肉をより強固なものに成長させてくれるのだ。

　つまり、筋トレをするそばから食っていけば、無限に疲れず筋トレ出来る！

　そんな事実に気づいてしまった俺は、一時間ほど筋トレをして、冷蔵庫の中身を食い漁あさると言う冒ぼう涜とく的なメニューに転換していった。

　その筋トレメニューは「冷蔵庫の中身がない！」と母親にぶち切れられるまで三日ほど続いた。正直俺も思う、そのメニューは非経済的だったと。

　なので俺は、両親にプロテインを買ってほしいと相談した。

　おいしいプロテインがあるから、ぜひそれを買ってほしいと頼んだ。

　そしたら、五キロで千円程度の激安プロテイン（クソ不味まずい）を買ってくれた。

　めっちゃ不味いけど、不味いからこそのプロテイン。うん。このヘドロ液のような不味いこれを飲んでいる方が、頑張っている！　……ような気分になる。




　そんな感じで、あっという間に時間は流れ、一学期はおろか夏休みまでもが筋トレと走り込みをするだけの毎日で終わってしまった。

　そんな俺のトレーニングの成果と言えるべきステータスは今、こんな感じである。
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名前　佐島　靖

レベル　１

職業　なし

スキル

『鑑定　レベル３』『敏びん捷しよう増強レベル２』『体力増強レベル３』『筋力増強レベル２』『精神耐性レベル７』『超回復レベル５』

固有スキル　『反復試行』

ステータス

体力　55｜55

筋力　34

魔力　１

敏捷　34




　見てほしい、この存在感を放つ体力・筋力・敏捷の『増強』スキル群を！

　なんと、スキルは進化するのだ。これらのスキルはレベルが10になった時に、変化した。その効果は──ステータスを１＋スキルレベル｜二倍にステータスが増強される、だ。

　レベル１の時はやや補正値が下がるものの、レベル２なら二倍、３なら二・五倍にも増強される。一時的なステータス下降など、この圧倒的なステータス爆上げ効果を前にすれば、最も早はや誤差みたいなものと言えよう！

　うん。あの存在に与えられたやり直しの機会。

　何が起こるかは解らない『来きたるべき日』への備えは順調だ。……一方で、鍛えども鍛えども何故か出来る気配のない恋人や親友と言う現実から目を背けながら、俺は自身の成果にひそかな達成感を覚えていた。

　達成感と言えば、『鑑定』スキルがレベル３に上がった時に見えるようになったのだ！　謎だった『反復試行』の効果が！

　その効果は──反復して試行すると補正が掛かる。

　なるほど、名前の通りだな！　説明になってなさすぎて軽く泣けてくるが、要するに、繰り返せばその分どんどん上手うまくなっていくとかそんな感じなのか？

　まぁ、努力が必ず報われるとは限らないのは俺も重々承知してるし、このスキルは努力が報われやすくなるお守りみたいなものであると解釈しておこう。




　……はぁ。なんで俺は未いまだに恋人は疎おろか、友達の一人も出来ないのだろうか？

　鍛えまくっていれば、勝手に人が集まってくるとかそういうのじゃないんだろうか？　話が違うじゃないか！

　──考えれば考えるほどに、心が荒すさんでいくのを感じる。

　こういう時は筋トレで汗を流して、ぐっすりと寝ればスッキリする。よし、とりあえず腕立て伏せ五百回から始めて行こう！

　俺は考えるのを放棄し、筋トレに勤いそしんだ。




　　　　◇




　唐突だが、魔力とは一体何なのだろうか？

『○○補正』が『○○増強』系に進化し、それ以外にも鍛える上で非常に役に立つスキルを多く取得し、また体力・筋力・敏捷のステータスが倍以上に上がっていく中、微動だにせず、しかし異様な存在感を放っているステータスがある。

　そう。それは、魔力である。０ではなく、しかし１から動く気配のないこれ。

　しかも『鑑定』によって見えるこの『魔力』ステータスの存在は、少なくともあの存在の言う『来るべき日』が来た時に必須なのではないかと予想出来た。でなければ、『鑑定』で見える理由もないだろう。

　だが俺にとって『魔力』と言う存在は、見たことも観測したこともないし、フィクション以外で聞いたことすらない代物だ。

　見たことも聞いたこともないようなそれを鍛える方法、そんなのが解れば苦労しない。

　だが、俺にはあの存在に与えられた『鑑定』がある。

　俺は『魔力』と言うものを『鑑定』によって虱しらみ潰つぶしに探す作業を始めた。




　魔力を探すと言ってはみても、ただ、闇雲に探しては見つかりようがない。

　そんなことに気づいたのは、魔力を探し始めて一週間の時を経た頃だった。

　放課後の校庭をゴキブリのように這はいつくばりながら砂の一粒一粒を観察してみたり、裏庭の草くさ藪やぶを一つ一つ搔かき分わけてみたり、ある日は川に行って石を裏返してはその裏を見ても一向に見つからない。

　ならば、そこで考えなければならないのは──魔力は一体どこにあるのか？　である。




　魔力とは一体何なのだろう？




　外をいくら探しても見つからない。

　いや、そもそも魔力ってそこら辺に落っこちているものなのか？

　ステータスに区分される以上、それは筋肉のように俺の身体の中にある可能性が高いのではないか？

　となると、次の問題としてどうやって身体の中を見れば良いかが浮上する。

　流石さすがに自分自身の身体を解剖して見てみるわけにもいかないし、かと言ってそれをそこいらの動物ですれば動物愛護的な観点で捕まってしまう。

　いや、そもそもあの存在の言う『来るべき日』に魔力のステータスが必須だと仮定するなら、魔力を鍛えるのが不可能と言うほど難しいわけでもないと予想出来る。

　ならば、見つける方法も鍛える方法も、意外に簡単な可能性が高い。

　じゃあ、更に考えよう。パッと思いつく中で、魔力を得るのに必要そうなこととは何か？

　俺は、ヨガとか瞑めい想そうだと思う。そして、その二つは似たようなものだと本で読んだことがある。まぁ、とりあえず適当に試してみますかね。




　結局、魔力って何だったと思う？

　あれから一週間。素人の見み様よう見み真似まねだが、脚を百八十度開いて『土』の字のような形でペタッと地面に張り付きながら、心を落ち着けられるぐらいにはヨガが上達した俺は、やっと魔力を発見するに至った。

　魔力とは即すなわち、精神の奥底で揺らめく灯ともし火びのようなものである。

　いや、精神の奥底かどうかは完全に気分で言っているだけだが、目をつぶって身体がぐでっと重くなるような感覚になる頃に、お腹なかの奥の部分に見えるような気がする淡い灯火──あれが、魔力なのだ。

『鑑定』でも魔力とされていたし、何よりこれを意識して揺ら揺らと自分の意思で動かしていると新たに『魔力補正』のスキルを取得すると同時に、そのステータスは２へと上がったのだ。１から２へ。二倍に！

　つまり、魔力は鍛えられる。この事実は俺にとって非常に大きく、心を躍らせるものとなった。




　　　　◇




　以前、俺は魔力とは揺れる灯火のようなものだと表現したが、今の俺に言わせて貰えば、魔力とは寧むしろ水に近しく、もっと言えばダイラタンシー現象を起こせそうな強粘性の……スライム的な物体の方が近しいと言える。




　俺が魔力を発見し、鍛えられると知ってから二か月半。

　紆う余よ曲きよく折せつのある二学期を過ごす中で、『魔力補正』が『魔力増強』に進化し、ステータスとしても百の大台を突破するに至った魔力は、物体として明確な質量を伴うようになったのだ。

　ただ「魔力を鍛えてました」の一言で片付けるには、この二か月半の紆余曲折は色々とありすぎたので、魔力の運用方法の話の前に、そちらの話を聞いてほしい。




　まず、最初の紆余曲折は九月下旬の運動会。

　魔力を発見してからも相変わらず鍛えまくっていた俺は、敏捷のステータスも、やり直しの人生が始まった頃の三倍以上に伸びていたので、それなりに速いんじゃないかなぁとは思っていた。

　そして、実際に俺の足はとても速かった。

　それは、午前の部の短距離走の頃から片へん鱗りんを見せていた。結果は当然のように断トツの一位。前の人生でも足は速い方だったが、それにしたって差が開きすぎている。

　しかし、この時はまだただの短距離走と言うこともあってさしたる問題はなかった。

　ただ、問題は午後の部、最後の種目である、クラス対抗リレーだった。

　そして、そのリレーのアンカーを務めるのはなんと俺。

　……今度の人生では、前回の様に毎日顔を出しているというわけではないし、何なら週一程度しか顔を出していないものの、それでも前の人生同様陸上部には所属し、クラスで唯一の陸上部員である俺がリレーのアンカーを押し付けられるのは当然の流れだった。

　まぁ、別にアンカーと言っても走る距離が校庭半周から二周に変わるだけで、別に問題はないし、むしろ多く走るのは大歓迎だとさえ思っていた。

　そんなノリで引き受けたアンカーの俺に、リレーのバトンが繋つながれる頃には、俺のクラスは断トツのビリだった。ブービーとは半周差。一位との差に至っては一周半近くあった。

　当然勝てるわけがないし、たとえビリでゴールしても誰一人文句を言えないくらいの圧倒的な負けっぷりだった。

　だが、それでも折せつ角かく鍛えてみたんだし、どうせなら一人くらいは抜き去って終わりたい。そうすれば、俺の活躍を見た女子が「きゃー、佐島くんかっこいい！　恋人にして！」と思ってくれるかもしれないし、「ふっ、こんなに足が速いやつ初めて見たぜ」とバトル漫画のようなノリで陸上ガチ勢な親友が出来たりするかもしれない！

　そんな、ややよこしまな妄想をしながら全力で走った俺は──




　──それが、当然の流れであると言わんばかりに一周半差はあったはずの一位を抜き去り、俺が一位でゴールした。




　シーンと、あまりの俺の凄さに全校生徒が圧倒され、閉口していたあの光景は忘れられない。

　……いや、ちょっと盛った。うん。本当は『圧倒』なんて立派なものではなく、あまりにも俺が速すぎるために、全校生徒が完全にドン引きしていた。

　普通なら、ビリだったクラスをたった一人で一位にまで押し上げたアンカーだ。その日のヒーローになってもおかしくない活躍のはずなのだ。

　だが、普段から周りとあまり積極的にコミュニケーションを取っておらず、信頼関係を築けていないことも祟たたったのか、俺を褒めてくれるクラスメートはただの一人もいなかった。

　いや、まぁ、これに関しては完全に日頃のコミュニケーションを怠った俺が悪いんだけど。

　友達や恋人がほしいって豪語しているのに、コミュニケーションを取らないのは自分でもどうかと思うんだけど、でもこれに関しては言い訳させてほしい。

　例えばさ、例えばだよ？

　仮に前の人生で、死ぬ直前まで彼女いない歴＝年齢＆友達なしみたいなやつがいたとして、一回死んで生き返ったとする。

　コミュニケーションを積極的に取れると思いますか？

　無理に決まってんだろ!!　いい加減にしろ!!

　一度死んだからと言って、スキルとかの補助もなしに前の人生で出来なかったことが出来るわけがないだろう!!

　自分から話し掛けようにもどんな話題を振ればいいのかさっぱりだし、いざ話し掛けられても、全然コミュニケーションが取れてなかった弊害か、社会人になってから「え、あ、うん」みたいな返答しか出来なくなっていた。

　昔はもうちょっとちゃんと話せたはずなんだけど……。

　やはり、俺の記憶にある社会人まで生きて知りえた情報の中で、中学生の俺が知るはずのない情報──例えば未来に起こることとか──そういうのを話しちゃだめだと考えると、どうしても反応が二テンポほど遅れてしまうのだ。

　まぁ、それ込みでもやはり俺のコミュ力が足りていないのは間違いないのだが。




　そんな事実を嘆くままに、運動会は終わりを告げた。




　そんな俺に、二つ目の紆余曲折が訪れたのはその二日後──運動会で潰れた休日分の振り替え休日を挟んだ、登校日のことだった。




「運動会、凄かったね」

　隣のクラスの女子に、話し掛けられた。

　漆のように艶つややかな黒髪は、ヘーゼルの瞳をやや隠す程度にもっさりと長くて、陶器のような白い肌は大福のように柔らかそうな印象を与える。

　パッと見れば地味に思えるが、よく見れば滅め茶ちや苦く茶ちやにかわいい女の子。

　俺は、この女の子の名前は、『鑑定』で見るまでもなく覚えていた。

　──小こ林ばやしいちか。

　それは、俺が前の人生で唯ただ一人、心から「かわいいな」と思ったことがある女の子だった。

　別に、恋愛的な意味で好きだったかと問われれば、そうとは言い切れない。一応、中学二年生の時にクラスは一緒だったものの、それだけで特に接点があったわけでもないし、故に俺はこの小林さんがどんな性格の人間なのかもよく知らない。

　ただ、それでも他人の見た目にさして興味がない俺でも、あの時だけはなんとなく、彼女のことを目で追い続けていた記憶がある。

「え、あ、うん」

　おぃぃいい！　ちょっと頑張れ俺ぇ!!

　誰も褒めてくれなかった運動会での活躍を褒めてくれる女の子が現れたんだぞぉ！　しかも相手はこの学校で一番かわいい女の子なんだぞ！

　今度のやり直し人生での最大目標の一つ、『恋人を作る』とまではいかなくても、せめて仲良くなりたい！

「えっと……」

「…………」

「…………」

「…………」

「じゃ、じゃあ、もうすぐ授業始まるから」

　俺の最初の反応が「え、あ、うん」だなんてコミュ障全開な返答だった故に、会話のキャッチボールが成立せず、気まずい時間だけが流れて行った。

　そんな俺にあきれ果てたのか、それともこの気まずさに耐えられなくなったのか、せっかく俺に話し掛けてくれた小林さんは、それだけ言い残してどこかに行ってしまった。




　……死にたい。




　その後、特に何かあったかと問われれば何もなかった。

　あの一件──いや、ワンコンタクトで心に深い傷を負った俺は、廊下とかで小林さんとすれ違いそうになると、意識的に避けるようになってしまった。

　十月中旬の文化祭の作業の時も、十一月上旬の宿泊学習の時も。

　それまでは、意識すらしてなかったのに、あの一回の──しかし、致命的な失敗によって俺はもう、色々とダメになってしまったのだ。

　あれ以来、俺は陸上部にも顔を出していなければ、クラスメートから話し掛けられても「え、あ、うん……」しか答えられない体になってしまった。

　いや、後者に関しては元からか。前者に関しても週一しか行ってなかったし。

　実はそんなに変わらないと見せかけて、普通に、来年小林さんと同じクラスになることを考えるとかなり憂鬱だし、小林さんは俺の知る限り一番かわいい女の子だったのに、仲良くなるどころか苦手意識を通り越して、トラウマを植え付けられてしまった。




　何を一回の失敗で、と思った奴やつは心がないか悩みがないかの二択なので、カラスの糞ふんを頭にぶつけられて死んでください。

　普段コミュニケーションをしない人間は、一回のやり取りの比重が普通の人より重くなるのです。




「はぁ……」

　せっかく忘れ掛けていたのに、紆余曲折（主に、小林さんとの会話でのポカ）を思い出し、気分がとても落ち込んだ。

　俺は、スライム状の魔力をムニムニいじりながら座り込む。

　──うん。小林さんとのコミュニケーションでの失敗があったから、より精神が追い詰められて魔力の成長とかが促されて今に至るのだろう。

　精神と魔力の関連性は検証してないけど、そうとでも思わなければやってられない。

　俺は、落ち込んだ気分を向上させるために楽しいことを考えることにした。

　そう、それは即すなわち──この、高粘度の物体になった魔力をどう利用するか。まぁ、利用法は決まっているので──この魔力は筋トレに利用出来るのか？　と言うことである。




　俺はまず、この高粘性の魔力をただ持ち上げてみる。

　重さは一切感じない。まぁ、魔力は体の一部みたいなものなのでそれはそうだろう。




　次に、この魔力に下に落ちろ！　と命じてみる。すると、魔力は俺の意思に従って下に落ちようとする。その力に逆らうように、腕に力を入れてみると、いい感じに拮きつ抗こうする。

「おぉっ、お、重くなったな！」

　これは、どこでも使えるダンベルとして非常に便利だ。




　魔力に指向性を与えれば、筋肉に負荷を掛けることが出来るということが今の検証で判わかったので、今度はその魔力を肘を中心として腕全体に巻き付けてみることにした。

　なんか、血圧を測る機械に腕を通しているような気分だ。試しに肘を曲げつつ、魔力には肘が伸びたままになる方向に力を加えさせると……

「おぉっ！　これは、かなりいい感じだぞ！」

　腕を曲げたり伸ばしたりするだけで負荷が掛かっていく。

　そして、腕に出来るってことは当然足にも出来るというわけで、今度は、膝を中心に、脚全体に魔力を纏まとわせてみる。

　そして、軽く腿ももを高めに上げるのを意識しながら歩いてみると。

「まるで、スクワットだな」

　マジで。これなら、魔力があれば日常のあらゆる動作までもが筋トレに繋つながっていくわけだ。おまけにずっと魔力にも指向性を与え続ける必要があるから、魔力も同時に鍛えられる。

　まさに一石二鳥。或あるいは、なんてシナジー！




　この新しいトレーニング方法──俺は、魔力負荷トレーニングと命名した──を用いれば、俺のステータスは更に飛躍的に成長していくだろう。

　そんな今後の可能性を思えば、落ち込んでいた俺の心はすっかり上向きになっていた。

　友達？　恋人？　ハッ、そんなのもう知らん！

　今の俺には筋肉と魔力とトレーニングがあれば充分だ。ビバ鍛錬!!




　それから俺は、やけくそ気味に鍛えまくり、更に強くなっていく。否いや、過剰なまでに強くなりすぎていく──
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　冬休みが過ぎ、三学期が流れ、春休みが過ぎ。

　二度目の人生を歩む俺は、中学二年生に進級した。

　思い返せば、今日はやり直しの人生が始まってから丁度一周年。この一年、本当に色々あったなぁ。

　あの存在から与えられたのであろう『鑑定』に頼って、ステータスを伸ばし、スキルを増やし、スキルのレベルを上げ。俺の今度のやり直しの人生の大目標だった『親友を作る』と『恋人を作る』はどこへやら。

　寧むしろ、小こ林ばやしさんのようなすごくかわいい女の子に話し掛けてもらえたのに、盛大にやらかして、トラウマを作った。

　嗚呼ああ、思い返すだけで今にも布団にくるまってうわぁあああと叫びたくなる記憶だ。

　信じられるか？　これ、人生二周目の──元社会人の男がやらかした失敗なんだぜ？




　おまけにそのトラウマの対象である小林いちかさんは、前の人生と歴史は変わらなかったようで、今年度は同じクラスだ。地獄だ。

　だが、それだけでへこたれるほど俺の『精神耐性』スキルは柔じゃない。

　友達が出来ない？　恋人がいない？　ハッ！　俺には筋肉と魔力があるじゃないか！




　俺は気を取り直すように、この一年間の成長の記録である自分自身のステータスを確認してみる。




名前　佐さ島とう　靖やすし

レベル　１

職業　なし

スキル

『鑑定　レベル３』『敏びん捷しよう増強レベル10』『体力増強レベル12』『筋力増強レベル10』『超回復レベル８』『魔力増強レベル12』『超再生レベル５』

特殊スキル

『精神完全耐性』『威圧』

固有スキル　『反復試行』

ステータス

体力　２１０｜２１０

筋力　１２０

魔力　２８０

敏捷　１２０







　見み給たまえ！　この圧倒的なステータスを！

　ほぼ全てのステータスが、初期値の約十倍。魔力に至っては二百八十倍！

　半年前と比べても、こんなにも圧倒的にステータスが増大しているのは偏ひとえに『○○増強』スキルの強化倍率がぶっ壊れているからに他ならない。

　１＋レベル｜二倍。これがあるせいで、スキルレベルが上がるごとに、俺のステータスがどんどん上がっていくのである。

　因ちなみに、魔力がこんなにも上がっているのは全てのトレーニングに魔力を使っていたのはもちろんのこと、その後の加圧マッサージにも役立てていたために、魔力の使用頻度が圧倒的に多く、それがこの短期間での魔力の大幅な増加に繋がったのだと思う。

　とは言え、魔力は他人からは見えないし、ファンタジーのように魔法が使えるわけでもなく、トレーニング以外に使用用途がないのでステータスの数字がどれほどなのか実感がいまいち湧かないのだが……相変わらず『鑑定』スキルはレベル３のままで、他人のステータスは覗のぞけないし。

　だが、代わりに敏捷と筋力のやばさなら体感出来る。

　二度目の人生が始まった当初、敏捷15だった俺は百メートル十五秒強で駆け抜けられたが、１２０ある今なら五秒で駆け抜けることが出来る。

　その速さたるや、あのウサイン・ボルトのほぼ倍！　数値上は八倍だが、実際の俺の三倍の速さなので、等倍率のまま速くなっていくわけではないが、それにしたって凄すさまじい速さだ。オリンピックに出場すれば真っ先にドーピングを疑われること間違いなし。

　ドーピングじゃないと判明すれば、今度は異常な足の速さを持つ俺の秘密を知るために、拉致られて解剖とかされる可能性もあるだろう。

　過ぎたるは及ばざるがごとし。どこまでも報われないな、俺の筋トレ。

　あ、筋力に関しては、日常生活で「重い」と思うことが一切なくなったし、肩こらないし、いいことずくめだけど、まぁ、それを差し引いても割と……いや、これ以上は考えないことにしよう。ここまで鍛えたんだ。どのみち俺はもう引き返せない。




　だが、俺の成長はステータスだけに留とどまらない。

　そう、俺にはスキルがある！




　まず、既存の『精神耐性』が進化し、特殊スキルへと変化を遂げた『精神完全耐性』スキル。鑑定の説明書きによると精神的苦痛や錯乱などに対して完全な耐性を得る、と書かれているが、俺はこの効果を実感したことは特にない。

　次に、新規習得した『超再生』スキル。

　これは、マジで神スキルだった。その効果は『魔力』を使用して、筋肉の疲労などを回復し、その度に魔力との親和性が高まると言う……要約すれば、ご飯を食べなくても、魔力さえあれば、鍛えれば鍛えるだけ強くなる、みたいな神スキルだった。

　正直、今回の新規習得スキルがこれだけだったらどれほど良かったことかと俺は思う。




　そして、これが最後の──今までの上がったステータスや、新規習得したスキル群のプラスを差し引いてもマイナスにして余りある、ゴミスキル──魔力増強と筋力増強がレベル10になった時に取得した特殊スキル、『威圧』。

　その効果は、自分より魔力或いは筋力のステータスが低い相手に、そのステータスの差分だけ威圧感を与えるというものだった。

　いやね、最初は覇〇色だ！　とかちょっとテンションが上がりもしたが、このスキル、非常に悪質なことに、パッシブで、オンオフのスイッチがないのだ。

　つまり、俺はこのスキルを得て以来、全方位に異常なほどの威圧感を放つ恐ろしいやつになってしまったのだ。




　ハッ、友達がいない？　恋人がいない？　だからなんだ？　俺には筋肉がある？




　ごめんなさい！　強がってました!!

　本当は、友達も彼女もめっちゃほしいです!!

　なのに、なのにさぁ……威圧があったら、もう誰も話し掛けてくれなくなるじゃん！




　俺は、内心で嘆きながら新しいクラスメートたちを見回すと、俺の視線を敏感に感じ取ったように、学友たちがガクガクぶるぶると震え上がる。

「ひっ、こっち見た」

「こ、怖っ」




　……こんな仕打ちってある!?

　いやまぁ、いざ話し掛けられたとしても「え、あ、うん」くらいしか答えられないかもしれないけどさ、長い時間をかけて慣れるかもしれなかったじゃん!!

　その過程で、彼女とか友人とかがさぁ、出来ていったかもしれないじゃん!?




「はぁ……」

「どうしたの？　ため息なんか吐ついて」




　憂鬱な現状に、思わずため息を吐き散らすと、隣の席の女の子が俺に話し掛けてくる。

　俺がその声に、思わず振り向くとそこにいたのは、昨年の体育祭の後、コミュニケーションに盛大に失敗して以来、途と轍てつもない苦手意識がある少女、小林いちかさんだった。

　前に見た時よりも心なしか前髪が短くて、思い出補正もあるのか相変わらずとてもかわいかった。

　俺は、唐突に舞い降りてきた汚名返上のチャンスに、今度こそは!!　と、内心意気込む。

　えっと、聞かれたのはため息の理由。

　ため息の理由は、『威圧』って言うゴミスキルのせいで、ただでさえ誰も寄り付かなかった俺に更に誰も近づいてくれなくなったことに対する嘆きなんだけど、スキルとかいきなり言い出したら完全に頭おかしい人だし、でも、俺の悩みなんてスキルかステータスかそんな感じのことしかないから、それを話さずに悩みを打ち明けるなんて不可能だし、でもこうやってずっと黙だんまりなのはせっかく話し掛けてもらったのに申し訳ないし……。

「え、あ、うん……」

　嗚呼、俺氏、死に給たもう……。

「…………」

「…………」

　うわぁぁあああああ、またやらかしたぁあああ、もうこれ二度と立ち直れないやつだぁあああああ、死にたいよぉおおおおお!!

　再現される地獄の沈黙に耐えられなくなった俺は、今のステータスの俺が死ぬためには、何階建てのビルから飛び降りる必要があるのかを考えながら、心の中で、二十七歳の俺を包丁でめった刺しにする。

　本当に、もうっ！　お前、佐島靖！　てめぇはなんで社会人にもなって、女子との会話一つまともに出来ねえんだよぉぉぉおお!!




「わ、私は小林いちかって言います。えっと、隣の席になったみたいだし、これからよろしくね？」

　悲嘆にくれた俺に差し伸べられた一筋の光。

　こ、小林さんは女神の化身であらせられる!?

　俺でも堪えられそうな会話のキャッチボールに心底感謝しながら、

「お、俺は佐島靖。ここ、こっちこそ、よよろしく」

　自己紹介すらもまともに出来ない俺。と言うか、自分の名前を言うだけのこれを自己紹介と言っていいのだろうか？　こんなの挨拶の範はん疇ちゆうを出ないのではないだろうか？

　となると、俺は前の人生で社会人にまでなったのに、挨拶も出来ないと？

　考えるだけで、途轍もなく死にたくなってくる。

　でも、言い訳させてほしい。俺、会社には誰よりも早く出勤して、遅く退社してたし、仕事中は周りの音が聞こえなくなるほど集中しちゃうから、挨拶する機会とかが特になかったんだ。
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　いや、俺も大学生の頃──と言うか、新社会人の頃までは挨拶くらいは出来てたさ。

　ただ、ブラック労働に勤いそしんでいる中で忘れてしまったってだけで。




　そんな、まともな挨拶も出来ないどうしようもない俺ゴミムシやろうにも優しく微笑ほほえみ掛けてくれる女神こばやしさん。

　かわいいな。そうだよ！　小林さんは、俺が知る誰よりもかわいいのだ。

　そんなかわいい女の子に話し掛けられて、緊張しなければ、俺は前の人生で二十七年間も童貞をやっていなかっただろう。

　これは俺のコミュ力が特別低いのではなく──いや、低いのは否定出来ないんだけど──小林さんが美少女だったから、俺が萎縮してしまっただけなのである。

　つまり、俺は何も悪くない。全部、小林さんがかわいいのが悪い。




　そんなことを考えていると、小林さんはいきなりガタッと席を立ってどこかに行ってしまった。まともな会話が出来ない俺に呆あきれてしまったのか。

　耳まで真っ赤に染まってたのは少し気になるが、今日の失敗も前回の失敗も、小林さんのかわいさが悪いってのは確定事項なので、俺の心の平穏は無事保たれた。本当か？




　一応、隣の席みたいだし、次の機会もないということはないだろう。

　その時は、ちゃんと返答出来るように頑張ろう。




　と、そこまで考えてふと疑問に思った。

　あれ？　小林さんって『威圧』バリバリに出してる俺のこと、怖くないのかな？




　　　　◇




　中学二年生になって以来、小林さんは度々俺に話し掛けてくる。

　隣の席だからってのもあるんだろうけど……いや、あるか？　俺、春休み頃に手に入れてしまった『威圧』スキルのせいで、ただでさえぼっちだったのにビビられて誰も近寄らなくなってしまったのだ。

　それでも話し掛けてくる小林さんって、もしかして……俺の『威圧』の効果が及ばないほどに、筋力と魔力のステータスが高かったりするのだろうか？

　俺の『鑑定』は相変わらず他人のステータスを覗けないけど、小林さんはこんなかわいらしい見た目をして、実は脱いだらゴリマッチョだったりするのかもしれない。

　そんな莫迦ばかなことを考えていると、小林さんはジト目で俺を見て、

「佐島くん、毎日科目分以上の教科書を持ってくるのって大変じゃない？　重くて疲れちゃうから、置き勉くらいは認めてほしいよね？」

「え、あ、うん」

　まぁ、前の人生は兎とも角かく、鍛えまくってる今世で「重い」なんて概念を感じたことはない。……って言うか、もしかして非力アピールされた？

　いや、まさかな。小林さんって、たまにこっちの心を読んでるんじゃないかって思いたくなるような反応をしてくることがあるけど、これが女の勘ってやつなのだろうか？

　閑話休題。

　相変わらず俺は「え、あ、うん」としか反応出来ないが、それでも小林さんは話し掛けてくれるし、何回も話し掛けられてると俺の方も慣れてきて、以前のような苦手意識や、会話の後に自己嫌悪で死にたくなる回数はやや減った。

　いや、やっぱ「え、あ、うん」はないわ。

　呆れて一生話し掛けられなくなってしまう前に、最低限の返事くらいは出来るように善処したい。




「佐島くん、この前の統一テスト満点だったよね!?　実はスッゴく頭良かったりするの？」

　四月中旬。授業開始と同時に受けさせられた、中一の内容をおさらいするようなテスト。流石さすがに、大学まで卒業した記憶を持つ身としては、この程度のテスト、満点を取らなければ恥ずかしいまである。だけど、その辺の中学生よりは流石に勉強が出来るので、

「まぁ、勉強は苦手じゃないかな」

　謙遜しすぎず驕おごりすぎない程度の無難な返答をする。

　度々話し掛けられていると、時折「え、あ、うん」以外の返答も出来たりするのだ。凄すさまじい成長速度だね!!

「えー、凄すごいじゃん！　私、数学が苦手だから……佐島君さえ良かったら教えてくれない？」

「お、俺が？　俺、あんまり教えるの上手うまくないと思うけど」

「そんなことないよ！　……もしかして、迷惑だったりする？」

「い、いや、教えるのも勉強になるし、良いけど……えっと、どこが解わからなかったの？」

「えっとね……」

　そう言いながら、小林さんは手にしたファイルからテストを取り出した。

　八十五点。平均は七十五とかだったので、思ってたよりは良い点数だった。バツを貰もらっているのは方程式の文章問題と、空間図形のある辺の中点と二つの頂点を結ぶ影の面積を求める問題──配点五点の問題を二問を丸々間違えていた。

　残りの二問は普通に計算ミスだった。となると、この二問か。

「なるほどね。この二問は中一の範囲では一番難しいとこだよね。えっと、まず方程式の方は──」

　前の人生で、度々間違えては見つけた俺なりの解答法を思い出しながら、一個一個、丁寧にやり方を説明していった。

　いやぁ、勉強になるなぁ。人に教えるためには、思考の過程を言語化する必要があるから、その過程で、自分の言いたいことを言葉にして伝える力が鍛えられているような気分になった。まぁ、気分になったってだけで、普通に教え方は下手だったとは思うけど。

　それでも、小林さんはちゃんと理解してくれるので、教えていて楽しかった。

　その楽しさたるや、自分でもちょっと勉強してみたくなったほどだ。

　今度、難関私立の過去問買って解いてみようかな？　あれ、結構ややこしい計算が必要な割に、答えが綺き麗れいに収まることが多いからやってて楽しいんだよね。

「佐島くん、ありがとう。また解らないことがあったら、教えてもらってもいいかな？」

「う、うん」

　それは構わない。むしろ、解らないところがなくても、一緒に勉強したいまであるので、「今度、一緒に難関私立の過去問解きませんか？」と誘おうと思ったけど、やめた。

　なんか、オタクっぽいって思われたら嫌だし。断られたら、落ち込むだろうし。

　ちょっとつまりはしたものの、小林さんにちゃんと勉強は教えられたので、俺はその成果だけをただ喜んでおくことにした。




　休日。日課の走り込みと筋トレを終えた俺は、小林さんに勉強を教えたことで感化されて買った難関私立の過去問を解いていた……図書館で。

『威圧』がある手前、外で勉強をするのは如何いかがなものかと思われるかもしれないが、そんなことを言い出したらそもそも学校にすら行けないので今更である。

　俺は、俺が来たことで誰もいなくなった図書館で、一人、黙々と問題を解いていた。

　なんで、唐突に図書館で勉強なんてしようと思ったのかと問われれば、それは自分でもよく解らない。

　ただ、なんとなく小林さんとばったり会えたりしないかなぁと期待する自分がいるのだ。

　或あるいは、友達を作ることを望み、恋人を作ることを切望した今度の人生──しかし、なんの成果も得られず、果ては『威圧』なんてクソスキルを習得してしまって、完全に友達作り＆恋人作りの夢も希望も断たれたと思った矢先に、『威圧』にも恐れず、おまけに「え、あ、うん」しか返答の出来ないどうしようもない俺に話し掛けてくれた小林さんに心を許しているのかもしれない。

　……いや、そりゃ心許すわ。

『威圧』バリバリで、いざ話し掛けても序盤マジで「え、あ、うん」しか喋しやべらないようなやつによく、毎回毎回話し掛けてくれたよなぁ。小林さんって女神なのかな？

　寧むしろ、どんな慈愛の心を持っていれば、俺なんかに話し掛けてくれてるのか、いよいよ小林さんの心情を知りたくなったが、この日、図書館で小林さんとばったり会うとか、そういうことは特になかった。

　二十八歳手前の男が、中学二年生からやり直し！　……なんてファンタジックな展開があっても、俺のような非モテ童貞には、ラブコメのような偶然など訪れないのである。

　嗚呼ああ、現実って世知辛い。




　休日が明ける。

　小林さんは相も変わらず俺に話し掛けてくれるが、それがなぜなのか、腑ふに落ちない。それなりにずっと気になっていた疑問を晴らすべく、俺は小林いちかという人間を改めて観察してみることにした。

　朝。

「おはよう」

「おはよう」

　小林さんは大体、始業十分前に来るので登校時間は俺より遅い。

　そんな小林さんは、隣の席の住人である俺には必ず挨拶をしてくれるが、ほかの人に積極的に挨拶をしに行っている様子はない。精々が挨拶されたら返すくらいだが、その挨拶もそんなにない様子。

　……実は以外に友達が少ない？




　休み時間。

　小林さんは相変わらず俺に話し掛けてくる。

「次の授業、理科だよね？　移動教室は──」

「今日は第二理科室の方だったと思うけど」

「だっけ？　ありがとう。一緒に行こ？」

　一人でも行けないことはないが、それでも移動教室で会話しながら同行する相手がいるのは非常に貴重だ。

　故に、多くのクラスメートたちが一人にはなるまいと各々が気心の知れた相手に話し掛けに行くが、小林さんは真っ先に俺に声を掛けてくれた。

　まぁ、俺は小林さん以外の人に話し掛ければ『威圧』してしまうし、放っておけば一人になるので、そういう優しさ的な気遣いなのかもしれない。

　肝心の優しくしてくれる理由まではさっぱりだが。




「知ってる？　アリジゴクってウスバカゲロウって言うトンボの幼虫なんだって」

「知ってる。因ちなみにクサカゲロウの卵群をうどんげって言うらしいよね」

「へー」

　また別の休み時間。小林さんはまたしても俺に話し掛けてくる。

　思い返せば、小林さんが学校で俺以外の人と話しているのを、実はあんまり見たことがない。あれなのかな？　実は、小林さんも人見知りするのかな？

　だったらなぜ、俺には……

　あれかな？　スタンド使いが惹ひかれ合うように、人見知りは人見知り同士だと普通の人相手よりは大胆に出られる的な。

　小林さんにシンパシーを感じると同時に、俺以外とあんまり積極的にコミュニケーションを取らない小林さんが少し心配になった。




　そもそも、小林さんは見れば見るほどに呆れるほどにかわいい美少女であるが、小林さん本人はまるでその美貌を隠したがっているかのように、前髪を長めに伸ばしているし、視線は常にやや下を向いているイメージがある。

　最近になって、初めて話し掛けられてトラウマになった時よりもやや前髪が短くなったような気がするが、なにか心境の変化でもあったのだろうか？

　まぁ、なかったとしても前髪長いと鬱うつ陶とうしいだろうし普通に切るか。

　ただ、髪が短い方が小林さんはかわいいので、そのかわいいお姿を目に焼き付けられる眼福に感謝しておこう。

　心の中で小林さんかわいい、小林さんかわいいと念じていたら、今度の休み時間は小林さんは俺に話し掛けてくれなかった。

　教室を見渡しても見つけられなかったので、お手洗いにでも行ったのだろう。




　そんなこんなで、小林さんが俺に優しくしてくれる真意を探るべく観察する、と言う建前の元、目の保養をしているうちに、結局何も解らないまま一週間の時が過ぎた。

　まぁ正直、今のところはその理由を本気で知りたいと思っているわけではないし。

　なぜかと問われれば──う～ん。

　まぁ、なんかぼっちに話し掛ければ周りからの評価が上がるから、みたいな打算的な理由だとちょっと悲しくなるから、とか？

　なんか、それもあまりしっくりこないが、俺は小林さんどころか自分の真意すらもよく理解できていないようだった。




「やすえも～ん、今日の連立方程式ちょっと難しかったから教えて～」

　昼休み。大抵の人が外に出て遊ぶか、教室内で駄だ弁べるかの二択を取るこの時間に、小林さんは、俺に四時間目の復習の協力を申し出てきた。

　小林さんに話し掛けられるのもいい加減慣れてきたので、今の俺ならつまることなく快諾することが出来る。

「の〇太は絶対言わなさそうなセリフだね。……それで、どこが解らなかったの？」

「最後に出た文字が三つ出るやつ。……それと、の〇太って大人になったらちゃんと頭良くなってたし、どこかで勉強はしたと思うよ？」

「でも、の〇太が勉強頑張る時にはド〇えもんがいないんじゃない？　……それと、この問題は──」




　前の人生から、学校はどちらかと言えば楽しいものと言うイメージだったが、それでも、今度のやり直し人生での学校生活は俺のイメージを更に超えてとても楽しい。

　その要因は間違いなく、小林さんだった。

　コミュ障の俺が人見知りせずに話すことが出来る──そんな俺に、話し掛けてくれる小林いちかと言う少女の存在は、普通に進めば間違いなく灰一色に染まっていたであろう俺の二度目の人生をこんなにも華やかに彩ってくれた。

　しかし、どんな楽しく幸せな時間もいつかは終わりを迎えるもので、その日は突然訪れた。

　それは四月下旬の、昭和の日を前にした──つまり、ゴールデンウィーク前のある日。担任の先生は、まるで死刑を宣告する裁判官のような重い口調で、

「ゴールデンウィークが終わったら、席替えでもしようかな」

　と、言った。いや、実際には先生の口調は軽いノリだったし、クラスメートも無駄にテンションを上げていた。

　だが、俺としてはその席替えの宣言は死刑の宣告に等しいものだった。

　小林さんと離れ離れになる──つまり、『威圧』のせいで隣の席の人に死ぬほど怯おびえられ、四し面めん楚そ歌かになった虞ぐ姫のように孤立する日々が幕を開けることだろう。

　仮に『威圧』がなくとも、漸ようやく人見知りしない程度になれた相手と離れ、そして恐らく、新しい隣の席の人は小林さんの様に優しくないので、つまって上手うまく返事出来ない俺に「キモーい」と残酷な評価を下し、距離を取ってしまうだろう。




　そんな地獄のような日常を想像し、血の気が引くのと同時に、俺と離れた方が小林さんにとっては良いのではないか？　とも思った。

　実際、小林さんはそんな素振りを見せないが、一応俺は『威圧』持ちで普通の人だったらすれ違っただけで震え上がるし、そうでなくとも俺は多少慣れてきた今でさえ三回に一回は喋り掛けられても「え、あ、うん」としか返答が出来ないようなどうしようもなくつまらない男だ。

　考えると、あまりにもあんまりな現実に軽く死にたくなってくるが、しかし、合理的に考えれば、小林さんにとって、俺と関わらない方が普通に楽しい学校生活を送れるように思えた。案外、小林さんは良い人だから隣の席の俺に話し掛けてくれていただけで、内心席替えに大はしゃぎしていたりするのかもしれない。

　考えれば考えるほど、俺の理性は「そりゃそうだ」とメンタルに追い打ちをかけてくるが、その度に「傷つく」以外のベクトルでずきりと胸が痛む。

　なんでだろう。高が席替えの宣言ごときで、一喜一憂するなんて。

　聞いてもいない、隣の席の女の子にどう思われてるかでうじうじ悩むなんて。

　俺は中学生か!!　……いや、中学生なんだけども！　肉体に精神が引っ張られているのか、それとも二十八年近く生きた俺の精神が、実は中学生レベルから成長していなかったのか。後者だと少し悲しすぎるな……。

　そんなことを考えていた俺は、外から見てもうじうじしているように見えたのか？

「席、離れ離れになったら、ちょっと寂しいね」

　励ましの嘘うそなのか、本当なのか、小林さんはそんなことを言ってくる。

　それだけで、さっきまでのうじうじが一瞬で霧散してしまう。

　たとえ、小林さんの優しさからくる励ましの嘘でも嬉うれしい！　でも、だからこそ、俺は小林さんに一つ、前々から疑問に思っていたことを聞いてみたくなった。




「ねえ、小林さん。小林さんは、俺のこと、怖くないの？」




　スキル『威圧』によって、教師でさえも目を合わせれば膝を震わす威圧感がある俺。

　そうでなくとも、上手く喋れないし、それ故にはたから見れば何考えているのかもあんまり解らないような人間だと思う。

　そんな俺は、普通に気味が悪いと思うし、女の子ならなおさら怖がるのも仕方ないと思う。

　でも、それでも、小林さんは俺に親切にしてくれる。

　見たところ、小林さんはあまり積極的に他人に話し掛けに行ったりするようなタイプではない。それでも俺に話し掛けてくれる。

　だから、知りたくなった。

　小林さんは、どうして俺に優しくしてくれるのか？　を。

　たまに心を読まれているように感じる、小林さんの女の勘で、そんな俺の裏の意図にまで答えてくれると期待して。




「怖くないよ。だって、佐島くんが本当は真っすぐな人だってことを知ってるから」




　小林さんは、ただ端的に、なんでもないようにあっけらかんと、そう答えた。




　たまに心を読まれてるんじゃないかって思うくらいに鋭いところがあって、俺的にその見る目をかなり信頼している小林さんは、俺のことを真っすぐな人だと評価してくれた。

　それが、今の俺にとって途轍もなく嬉しい言葉だった。




「佐島くん？」

「あ、あれ？」

　目からとめどなく感情の滴が流れ落ちていく。

　小林さんに、真っすぐな人だと評価されたのが嬉しかった。認められたようで、報われたような気分になった。嘘だとしても、席替えで席が離れるのを惜しんでいたのが自分だけじゃなかったと聞いて安心した。嫌われてないようで安あん堵どした。

　俺は咄とつ嗟さに頭を伏せて、寝たふりをするように顔を隠した。




　小林さんに思いっきり泣き顔を見られてしまった。

　多分、耳が引きちぎれるほどに赤く染まっているだろう。でも、でも……俺は、さっきの小林さんの一言で、今まで小林さんに感じていたえも言われぬよく解らない感情の答えにたどり着いた。

　あの一言で、嫌と言うほどに自覚させられ、確信させられてしまった。




　俺は、小林さんのことが──女の子として、好きだ。




　恋人になってほしいという意味で。

　どうしようもない俺は小林さんのことをどうしようもないまでに、大好きになってしまったのだ。




　　　　◇




　ゴールデンウィークを煩わしいと思ったのは、前の人生を合わせても初めての経験だった。俺は、前の人生含めて、恋だとか愛だとか、そう言った感情には人一倍疎いという自覚はあったものの、しかし、たった一人の女の子のことを考えるだけで、こんなにも胸が切なくなり、また走り込みをしたり筋トレをしたりしているこの時間でも、会いたいと思ってしまうものなのだろうか？

　これが、恋と言うものなのだろうか。

　ただ、筋トレや走り込みに懸想は雑念でしかないので、俺はそれを拭い去るために、いつも以上に全力を振り絞った。

　そしたら、あっという間にゴールデンウィークは終わりを告げていた。

　これが、恋と言うものなのだろうか？




　ゴールデンウィーク明け、担任の先生の宣言通り朝一で席替えは実施された。

　小林さんと席が離れる。それは、思いの外精神に来るものがあったが、それでも、俺の内心と同様に、小林さんも少し寂しそうにしているのを見ると、絶望と言うほどには俺の心は悲観していなかった。

　授業中が地獄になるのは辛いものの、休み時間は俺の方から小林さんのところへ足を運べば済む話だ。

　そんなことを考えながらも、ワンチャンまた小林さんと隣の席になったりしないかなぁ、と祈ったりもしていたが、そんな祈りも虚むなしく、普通に結構離れた場所が席になる。

　いくら鍛えても、運は良くならない。はっきり解んだね。

　しかし、運は良くならずとも、鍛えたことによって俺の予想の斜め上を行く展開が訪れる。

「先生！　佐島くんが隣の席なのスッゴく嫌です!!」

「……でも、くじ引きで決まったんだ。我慢しな──」

「我慢出来ません!!　だって、佐島くんスッゴい『圧』があるんですよ!?　それになんかスッゴくキモイし……これじゃあ授業にすら集中出来ません!!」

　どうやら俺は、まだ自分のことを過大評価していたらしい。

　席替えで、小林さん以外の人と隣になれば『孤立する』とか、そういう次元じゃなく、普通に「嫌がられて、喚わめかれ」た。

　いや、隣の席になった矢田部さんは取り分け主張が激しいタイプなので、全員が全員俺が隣になれば喚いて全力で拒否るなんてことはないはずだ。……ないよね？

　しかし、時折俺の『威圧』で膝を震わせる担任の先生は矢田部さんの意見も尤もつともだと思ったのか、ため息を吐つきながら、

「……いないとは思うが、矢田部の代わりに佐島の隣の席でも良いぞってやつはいるか？」

　……なんだ、その地獄のアンケート。

　シーン。音もせず、まぁ半ば予想していたことだが、誰も手を上げないという展開に、今日こそ家に帰ったら首を括くくるかと思ってみるが、担任の先生はまるで信じられないものを見たかのような、驚きに染まった表情をする。

「こ、小林……お前、ほ、本当にいいのか？　またしても、あの佐島の隣の席に……」

　小林さんが手を挙げてくれた!?

　期待してたけど、本当に挙げてくれるとは……安堵と嬉しさが胸の内から無限にこみあげてくる。

「こ、小林が良いならそれでいいが……本当に良いのか？」

　……なぁ、担任よ。いい加減に失礼が過ぎないか？　海より広い俺の心も堪忍袋の緒が切れるぞ。俺は、意識的に先生を『威圧』して、膝を笑わせてやった。

　それでも先生は、努めて顔に出さないあたり、ちゃんと一いつ端ぱしの大人なのだろう。

　そんな先生に、小林さんは呆あきれた視線を向けてから、自分の席の荷物をまとめ始める。

「しつこいですね。良いから手を挙げたんですよ」

「こ、小林さ～ん、ありがと～」

　矢田部さんは感謝にむせび泣きながら小林さんにお礼を言い、ほかのクラスメートたちも小林さんのことを「女神かよ」「優しすぎる」「ゲテモノ好きか？」「ドエムなのか？」と、評していた。

　小林さんが優しすぎる女神なのは圧倒的に同意だが、全体的に俺と小林さんに失礼過ぎないか？　不機嫌のあまりに、『威圧』を漏らしちゃうぞ？

　と、内心拗すねていた俺の隣に小林さんが荷物を持って来て、座る。

「理由はあれだったけど、また隣の席になれてよかったね。これからもよろしく」

「あ、うん。よろしく」

　俺は、小林さんが来ただけで『威圧』がある程度収まった。

　隣の席になれて良かったと思うのは全面的に同意である。矢田部さんもあんな性格だが、根は案外いい子なのかもしれない。担任、てめえはちょっと許せねえが。




　俺は人生で初めて『威圧』の存在に感謝した。




　小林さんと再び隣の席になれた。

　そう喜んだのも束つかの間まの話。……席替えで席が新しくなって以来、心なしか小林さんが話し掛けてくれる回数が減ったような気がする。

　どうしたんだろう。寂しいな。俺、何か気に障るようなことをしたんだろうか？

　思い切って聞いてみようか。そんな考えが脳裏を過よぎるものの、それを聞く勇気なんてありやしない。あるわけない。

「なんか最近会話が減ったような気がするけど、俺、気に障るようなことした？」

　と聞いたとする。

　その時に「うん、普通に気に障ることがあったから喋しやべりたくなくなったんだよ」とか、「そんなこと一々気にするとかキモイね」と言われようものなら軽く死ねる自信がある。

　小林さんの性格なら、そんな酷ひどいことを口に出すとは思わないけど、それでも内心でどう思われるかは解らないじゃないか。

　はぁ。俺は、鬱屈とした気分を晴らすために、ちらりと隣の席に座って授業に取り組む小林さんの横顔を眺めた。

　かわいい。凄くかわいい。好きだ。とても好きだ。

　とめどない思いを心に浮かべていると、小林さんは耳と頬ほおをぽーっと赤く染める。

　前から度々そうだったが、最近はその頻度が増えた気がする。そういう体質なのだろうか？　多分そんなんじゃないんだろうけど、照れてるみたいでかわいい。

　かわいいかわいいかわいいかわいい。好き好き好き好き好き好き。




　……最近は会話が減って来たと思うのなら、せめて俺から話し掛けてみれば良いじゃない！　何話せば良いのかは思い浮かばないけど。

　そんなことを思い悩んでいるうちに、授業はいつの間にか終わっていて、小林さんはどこかに行ってしまっていた。

　……最近、こんな感じで小林さんは授業が終わるとどっかに行ってしまうことが増えたのだ。梅雨も近づいてきてるし、トイレとか近いのかな？

　或あるいは俺、普通に避けられてたり、する？




「佐島くん、今日陸上部の市総体だけど、出場しないの？」

　……と、思ったけど、割と普通に話し掛けられたりするので、別に避けられているわけではないと思う。時期は梅雨に入り始めた六月の上旬。

　最近は専ら陸上部には顔を出さなくなりつつあるからすっかり忘れていたけど、小林さんの言葉にそう言えばそんな時期だったと思い出す。

　どうして、参加しないのか？

　その質問に対しては、陸上部の大会なんかに出るよりも、一日でも多く小林さんに会いたいからかな？　と気障きざったらしく答えてみたいが、そこでそんな度胸があれば俺は年齢イコール彼女なし歴を前の人生との累計で約二十九年も続けていないだろう。

　肉体的には兎とも角かく、精神的には来年から魔法使いだ。いくら魔力があろうとも、魔法の使い方なんてさっぱりだし、使えるようになる気配も一切ないが。

　脱線した思考を一回元に戻して、俺はまともな理由を答える。

「俺が参加すると、速すぎて変なことになっちゃうしね。手加減して走るくらいなら、最初っから出ないことを選ぶよ」

「あー……」

　小林さんも、去年の運動会での悲劇を知っているので、得心したような表情を見せる。

「で、でも、私はあれだけ速く走れる佐島くんのこと、凄すごいと思うけどね！」

「あ、うん。ありがとう」

　凄いと言うか、あれから更にステータスが成長しまくった俺は最も早はや百メートル走るのに一秒かからないし、不正にしてもその記録はおかしすぎるので、間違いなく解剖されることだろう。

　それはそうとして、こんな会話をしていると今度の人生での小林さんとのファーストコンタクトを思い出す。

「……去年の運動会でも、みんなは唖あ然ぜんとしちゃってたけど、でも私は本当に凄いって思ったし」

　そして、小林さんもきっと思い出したのだろう。

　俺に、態わざ々わざ「凄かったね」の一言を伝えるために声を掛けてくれたのに、俺は情けないことに「え、あ、うん」しか答えられなかったあの記憶を。

　ただ、当時はそれに軽く死にたくなったが、小林さんを克服した今となっては、割と良い思い出だ。ただ、それでもやはり残っている俺の後悔を拭い去るように、話していて思い出した当時の気持ちをここで吐き出してみることにした。

「……うん、ありがとう。小林さんはさ、去年もそうやって俺に凄いって言ってくれたよね？」

「うん」

「あの時はさ、いきなりのことにビックリしちゃって上手うまく返答が出来なかったけどさ……本当は、今みたいにありがとうって伝えたかったんだよね」

「うん」

「それで、上手く伝えられなくて、ちょっと自己嫌悪に陥ったりもしたんだけど、それでもずっと話し掛けてくれたのも、本当は凄く嬉しかったからさ。それも含めてさ、本当に、ありがとう」

「うん。こちらこそ」

　小林さんは、頷うなずいてそう答えてくれる。

「佐島君の〝え、あ、うん〟って言う短い返答の中でもね、なんて言うかね、佐島くんの誠実さって言うか、素直さみたいなのはちゃんと伝わってたから。言いたいこともなんとなく伝わってたから、だからもっと話したいって思えたんだよね」

「そうなんだ。ありが……んんっ!?　つ、伝わってた？」

「え？　あ、うん」

「へ、へぇ。そ、そうなんだ……」

　ま、マジで!?

　いや、流石さすがに心の中を読まれたわけじゃないんだろうけど、それにしたって女の勘って鋭すぎない？　或いは、小林さんの理解力がずば抜けて凄まじすぎるのかもしれないけど……。

　俺が「あー、全然上手く返答出来ない。死にたい」って内心凹んでいるのとか、かわいい女の子を前にしてめっちゃ緊張しているのとか、諸もろ々もろ含めて全部察せられていたってこと？

　恥ずかしすぎる……！

　い、いや、まぁ小林さんを観察した結果、小林さんも人見知りである可能性が高いと判別したわけだし？　俺も、人見知りの非モテ男の気持ちくらいは痛いくらいに解るけどさ！　でも、なんで割とモテそうな小林さんがそう言うの解っちゃうんだよ!!

　好きな女の子に知られたくない系の感情を察せられていたという悲しい現実に、軽く首を吊つりたくなってくる。

　だが、さっきの仮定に落ち込む心を復帰させる一筋の光明を見み出いだした。

「そ、そう言えば、小林さんって彼氏とかっていたりするの？」

　と、聞いて、俺は即座に深く後悔した。

　いないかも、と言う仮定が立ったので思わず聞いてみたが、冷静に考えて小林さんはこんなにもかわいいのだ。世の男が放っておくはずもない。

　ただ、いるという現実を突き付けられた時に、いよいよ俺の心は立ち直れなくなるので、聞いてしまった己の過あやまちを深く深く後悔したが──

「いないし、いたことないけど……それがどうしたの？」

　──ほっ、と安あん堵どする。

　ま、まぁまだ中学二年生だし、如何いかにかわいかろうとも彼氏がいなくてもギリギリ不自然ではないのか。

「い、いや、俺の気持ちが解るって言ってたからさ、モテない人なのかなって思って」

「……も、モテるし。わ、私の好きな人は、私のこと好きみたいだし？」

　好きな人と両りょう想おもいなら、それは最早モテてると言っても良いから。と、顔を赤くしながら言外にそう告げる小林さんの言葉に、俺の心は最早崩壊寸前だった。

　こ、小林さんに、好きな人が……いる。

　そ、そりゃ、多感な思春期の女の子。好きな人、気になる人の一人や二人いたってなんらおかしくはない。

　好きな人の話をして、流石に照れくさくなったのか首まで真っ赤に染めた小林さんは顔をパタパタと仰いでから、話を打ち切って、教室の外に出ていく。

　俺はそんな小林さんを放心しながら眺めることしか出来なかった。




　小林さんに好きな人がいる。

　そんな当たり前の現実を、されど必死に目をそらし続けていた現実を直面させられてから、俺は二度の人生を通して初めての失恋を体験していた。

　頭がぼーっとして、何をするにもやる気が出ない。

　ここ最近は試行錯誤してより良いフォームを探しながら取り組んでいたトレーニングも、前の人生での俺のように唯ただ々ただ惰性で取り組むまでになってしまった。

「最近元気ないけど、何か嫌なことでもあったの？」

「あった。失恋した」

　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、小林さんはいつものように呑のん気きに話し掛けてくるので、俺は八つ当たり気味な返答をする。

　小林さんは、驚いたように目を開いて、少し不安そうな表情で俺の真意を探るように目線をまじまじと動かす。

「そう、なんだ……」

　小林さんも、俺の失恋が伝染したかのように少し放心気味の表情をして椅子に座る。

　一時間目、二時間目……五時間目。

　今日の休み時間は特に、俺も小林さんも、互いに話し掛けることなくぼんやりと、一日が過ぎて行った。




　それは、そんな失恋にぼんやりしていた週末の──土曜日の朝のことだった。

　前の人生でも、今度の人生でも、要らない商品のセールスくらいでしか鳴ることのなかった家の固定電話が久しぶりに音を立てる。

　日課の走り込みから帰ってきて、柔軟体操をしていた俺はうだうだと受話器を取った。

『もしもし、佐島くんのお宅で合ってますか？　小林なんですけど』

「こ、小林さん!?」

『さ、佐島くん』

　……家に態わざ々わざ電話をかけてきたのは、要らないセールスマンでも両親のどちらかでもなく、小林さんだった。まさに青せい天てんの霹へき靂れき。

　俺は、あまりの衝撃に思わず受話器を落としそうになる。

　因ちなみに、連絡手段が固定電話なのは、俺も小林さんも中学生故にガラケーを買って貰ってないからである。

　スマホ？　今は二〇〇七年だから、発売すらされてないぞ。

「こ、小林さん……その、何か用？」

『う、うん。そ、その……今日、暇だったりする？』

「え？　うん。暇だけど」

『も、もし佐島くんが良かったらさ、その……今日、一緒に遊ばない？』

　固定電話の音質が悪いだけかもしれないが、少し緊張しているようにも思える、少し震えた小林さんの声に、俺は、またしても受話器を落としそうになる。

　手足が震えて、鼓動が期待に脈打つ。

　……ここ、これって、もしかして、でで、デートのお誘いだったりします!?

「もも、勿もち論ろん、良い、けど……」

『良かった！　じゃあ、十時に駅前に集合ね』

　震える声で応答し、小林さんが電話を切ると俺は腰が抜けて、尻もちをついた。

　そ、そうだ。準備しなきゃ!!




　小林さんに好きな人がいる。

　目をそらし続けていたそんな当たり前の現実に直面し、大いに傷心していた俺ではあったが、しかしその現実には僅かであろうとも十分に勘違いの余地──即すなわち、希望が残されていた。

　それ即ち──小林さんの好きな人、ワンチャン俺説。

　可能性として、なくはないはずだ。

　以前、小林さんを観察した時も俺以外の人と喋っているのをそんなに見たことがなかったし、それにこの休日に、他に好きな人がいるにも拘かかわらず、俺を態わざ々わざ遊びに誘うだなんてことがあり得るだろうか!?




　──あり得るかもしれない。

　好きな人がいても、他の異性と遊びに行かない根拠にはならないし、そもそも俺が遊びに誘われたのを一方的にデートって思っているだけで、小林さんの方は案外なんとも思ってないのかもしれない。

　いや、弱気になるな佐島靖!!

　たとえ今日の遊びをデートだって思っているのが俺だけだとしても、俺の頑張り次第では、小林さんも意識してくれるかもしれない。

　してくれるのだろうか？




　解らん。一人っ子の俺は、女の子と遊びに行くなんて経験も初めてだし、その初めての相手が他でもない小林さんと言うこともあって、俺は、まだ待ち合わせ場所にすら着いていないのに緊張と不安で少し吐きそうで、胃がむかむかしてきて、憂鬱な気持ちになる反面、楽しみで心臓が跳ねてしまいそうな、前も含めた人生で体験したことのないくらいに不安定な情緒をしていた。




　ケセラセラ。なるようになる。

　俺の持てる限りの、一番清潔感のある服に着替えたし、筋肉のコンディションも上々。

　きっとどうにかなると信じて、俺は待ち合わせ場所である駅前に向かう。

　数百メートルの距離を走るのに、今の俺には十秒も必要ない。




　　　　◇




「お待たせ」

「え、あ、うん」

　緊張と不安と期待で混ざり合う心境で待つこと数分。

　その時間は永遠に感じられるほど長く、幾度となく逃げ出したい気持ちになってしまっていた俺の目の前に降臨したのはまさしく女神だった。

　ノースリーブの黒いワンピースの上から、薄手の白いカーディガンを羽織っている。

　そして、極めつきはいつもよりも艶つややかで鮮やかな桃色をした唇と、ヘアピンで留められていて、ちゃんと顔が見えるようにわけられている前髪。

　──こ、小林さんがおしゃれしている!!

　そんな事実に、小林さんがいつも以上に愛いとおしく感じて、今まで感じていた不安も緊張もあっと言う間に吹き飛んでしまった。

　本人を目の前にして、心が尻尾を振り出すなんて、俺も現金なやつである。

「え、えっと、こ、小林さん」

「なに？」

　幸さい先さきのいいスタートを切るために、俺はせめて今の気持ちを伝えようと──

「……い、いや、なんでもない」

　──思ったけど、無理でした。ヘタレと罵るなら罵ってください。ご要望とあらば首だって吊ります。たださ、ただね!?　いつもより五割増しくらいにかわいくなった好きな女の子を目の前にして「かわいいね」とか「その服似合ってるね」って口に出せるような男なら、俺は二十八年も童貞をしていないのだ。

　俺に文句がある奴やつは、今すぐ好きな女の子に告って是非とも爆死してきてほしい。




　そんなどうしようもないことをうだうだと考えている俺を、小林さんはじーっと半目で見つめていた。その表情は、心なしか俺に言うべきことがあるんじゃないかと訴え掛けているようで──これはもしや、女神が俺に与えてくださったワンモアトライのチャンスなのではないだろうか？

　多分違うだろうけど俺は勝手にそう解釈し、勇気を振り絞る。

「こ、小林さん。その……今日、凄く、かわいいね」

　いつもかわいいけど。今日はそれ以上に。

　そう告げた俺に、小林さんはヘーゼルの瞳を開いて、柔らかそうな白い頬ほおがカッと朱に染まっていく。小林さんが、照れた。俺がかわいいって言ったら、照れてくれた。

　それがどうしようもなく嬉しくって、そして小林さんの照れ顔はとてもかわいかった。




　死んでもいい。何だか今日は、とてもいい日になる気がする!!




　俺は、夢でも見ているんじゃないだろうか？

「ここ、美味おいしいね」

「そうだね。俺、蕎麦そば屋やさんのかつ丼が一番好きかもしれない」

　特に買うものがあるわけでもなく、お金もそんなにあるわけでもないので、適当なお店に立ち寄りながら、ウインドウショッピングを楽しんだ。

　ウインドウショッピング。和訳すると、冷やかし。

　そんな楽しいお買い物（何も買ってない）をしてると、お昼時になっていい感じにお腹なかも空いてきたので、適当な蕎麦屋さんに入ることにした。

　蕎麦屋なのは、この辺の蕎麦屋が美味しいって親父おやじが言ってた記憶があったのと、純粋に値段が安くて量がそれなりに多いという、学生に優しいお店だからである。

　欠点はオシャレさが足りてなくて、デートと言うよりサラリーマンのランチを連想させることだが、小林さんが満足そうな表情をしているのでオールオッケーだ。




　本当に俺は、今日死ぬかもしれない。

　もし、幸せに波があって、その絶頂を取り戻すように不幸が訪れるのだとしたら、今日は空前絶後の不幸が訪れても仕方がない。

　そう思えるほどに、幸せだった。




　特急列車を追い抜く速度で走る俺と、その俺に負ぶられている形の小林さん。

　負んぶと言うことなので、当然俺の背中は非常にひゃっほう！　な状況だ。いやらしい意味ではないけど、微かすかに感じる二つの柔らかい感触や、触れ合う身体の感触。背中に感じる小林さんの体温と鼓動のリズム。

　決してやましい下心があって、こうなっているわけではないものの、しかしそれはそれ、これはこれと言うことで、今の俺は幸せの絶頂にあった。

　なぜ、俺がこんな幸せな状況になったのか。それは昼食の後にまで遡る。




「お腹いっぱいになったから、ちょっと休憩したい気分かも。佐島くん、この後どうする？」

「え、あ、うん……」

　結局俺は、小林さんが一人前を食べきるまでに五人前は食べたけど、それでもそんなにお腹いっぱいと言うわけではない。だが、特に何も買うわけでもないウインドウショッピングをこの後も続けるのは、些いささかどうなのだろうか？　と感じ始めていた。

　と言うのは建前で、身体はパブロフの犬の様に食後の運動をしたい気分になっていた。

　そんな俺は、特に何も考えず、こんな提案をする。

「じゃあ……凄く景色が綺き麗れいな所知ってるから、そこ行ってみない？」

「え？　何それ、面白そう！　……で、どこにあるの？」

「えっと、あの山の奥？」

「……遠い!!」

「え？」

「遠いから!!　佐島くんは凄く体力あるし、足も速いから行けるかもしれないけど、私は流石さすがに無理だから！　一駅分歩くのでも、十分疲れちゃうから!!」

「ま、まぁ、確かに……」

　一応、この街までは電車に乗ってきたわけだし。俺の足より遅い電車に一緒に乗ってきたので、一応そのことはそれなりに理解しているつもりだ。

　だが、俺はさっき食べた食事が消化と『超回復』によって筋肉にエネルギーとして行き渡り、一も二もなく走り出したい気分だった。

　デート中に、こんなことを思うのもどうかとは自分でも思うが、しかしそれでも日頃の習慣によって体に染みついたルーティンは、最も早はや意思とか誠実さとか、そういったものを上回る本能の領域にまで足を踏み入れているのだ。

　故に、俺はこの時、少しだけ理性と知性に欠けた提案をした。

「じゃ、じゃあ、俺が負ぶってそこまで連れて行くって言うのはどう？」

「う～ん。まぁ、それなら。佐島くんの速さ、ちょっと体験してみたいし」

　後から冷静になって思い返すと、まだ手すら繋つないだこともない女の子相手にそんな提案をするのは早計だし、断られたり、最悪キモイと思われて傷つくリスクだってあった。

　普段の俺なら日ひ和よって絶対出来ない提案。

　だが、食事後の──特に休日は割と激し目に運動するという習慣が、俺のヘタレの原因である理性と知性を抑え、結果、最高の結果に繋がった。

　グッバイ理性＆知性フォーエバー。今日から俺、肉食系男子になります!!

　……まぁ、なろうと思ってなれるなら、苦労はしないんだけど。




「は、速っ!!　足速いのは知ってたけど、スッゴく速いね!!　私負ぶってるけど、重くない？　疲れたりしてない？」

「全然大丈夫だよ。小林さんスッゴく軽いし、俺もゆっくり目に走ってるから」

「こ、これでゆっくり!?」

　全力を出せば、特急列車と言わず新幹線だって軽く追い越せる速さで走れるけど、今日は小林さんがいるので、衝撃が小林さんに伝わらないようにゆっくりと走りながらも、足の裏を魔力で包んで緩衝材にしているし、風圧で小林さんに不快感を与えないように、魔力で薄いバリアを張っている。

　こうやって誰かを背負って、手加減しながら走るのはいつもと違った趣向のトレーニングにもなるし、おまけにそれが好きな人だというのなら嬉しさも一入ひとしお。

　想定外のラッキースキンシップに俺は、小林さんの存在と、日頃鍛えていた自分自身に心の底から感謝した。

　おお、神よ、あの存在よ!!　今日があの『来きたるべき日』なんですね!!

　今まで鍛えまくってきた経験が、こうして小林さんを負んぶして、いい景色が見られる場所まで走るという幸福を味わえるこの状況に繋がっていると。
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『威圧』を手に入れた時は、この悪魔めと内心罵りもしたけど、それも今思えば、小林さんと仲良くなるきっかけにもなった気がする。

　ありがとう、俺の死の間際に訪れた謎の存在！　本当にありがとう!!




　どんな幸せな時間にも必ず終わりと言うものは来るもので、少し遠回りをしたり、山に入ってからは自動車レベルの速度にまで落としてゆっくりと走ったりしてみたものだが、目的地である、綺麗な景色の見える場所──さっきまで遊んでいた街からも目を凝らせば見える場所にある、この辺りでは一番高い山の頂上にある岩場。

　登山用の山ではないが故に人は俺と小林さん以外の誰もおらず、そもそも山に道と呼べるような道もなかったが、しかし、見える景色は超一級だった。

　東を見れば、さっきまで俺たちが遊んでいた街が見える。北を見れば、少し遠くに海も見える。西は山が続いているが、それはそれで良い感じだ。

　惜しむらくは、俺がこの場所を見つけた時に咲いていた山桜は、全て散って葉桜になってしまったことだろうか？

　あるのは精々、赤く実ったヤマモモの実くらいである。

　いや、流石にこれはないな。うん。期待させてなんだけど。

「やっぱ、ごめ──」

「わぁ、凄く綺麗！　佐島くん、ここスッゴく良い場所だね!!」

　俺の謝罪をかき消すように、被かぶせて小林さんはそう告げた。気を使ってくれているんだろうけど、それでも、小林さんは心底楽しそうだった。

　知っていたけど、小林さんはスッゴく良い人だ。

　連日の雨に、山の木々はぬれていたものの、開けた頂上は季節外れの晴天に、乾いた岩に小林さんは腰掛ける。俺もそんな小林さんの隣に腰を掛けた。

　ふぅっと吹き付ける生暖かい風は、そう遠くない梅雨明けと夏の訪れを示唆しているようだった。

「佐島くん、今日はありがとうね」

「え？　あ、うん……」

　こんなに幸せな思いをさせてもらって、お礼を言うべきは寧むしろこっちだというのに、小林さんにお礼を言われて少し面食らう。

　でも、そう言えば発端は小林さんが誘ってくれたことだったと思い出し、

「こっちこそ、ありがとう。誘ってもらえて凄く嬉うれしかった」

　今日は、本当に楽しくて幸せな時間を過ごさせてもらった。

「小林さんさえ迷惑じゃなかったらさ、今度は俺からも誘っていいかな？」

「勿もち論ろん。いつでも誘ってよ。何なら、私からも誘うし」

「そう言ってもらえると、嬉しいな」

　本当に。或あるいは、俺が今日を楽しめたように、小林さんも楽しんでくれていたら、本当に嬉しいな。たとえ、小林さんに俺以外の好きな人がいたとしても、それでも次の機会があると言うのなら、いつかは俺に振り向いてくれる、そんなチャンスもあるかもしれない。

　しかし、そこでふと今朝の考えが頭を過よぎる。




　散々俺を悩ませた、小林さんの好きな人がいる発言。──その好きな人、俺説。




　今日一日、凄く楽しい時間を過ごして、そして次の機会に繋げられそうな雰囲気になった。

　それに、いつもよりオシャレな恰かつ好こうで、ずっと上機嫌だった小林さんを見ていると、今まで彼女の一人も出来たことがない童貞の俺は、どうしても脈ありなんじゃないか？　と思ってしまう。

　だって、好きでもない人とオシャレな恰好をして休日に会うか？

　俺だったら会わない。会うとしても、格好は結構雑になる自信がある。

　そして、学校で幾度と感じ取った小林さんに対する同族意識。本当に、小林さんが俺と同じく人見知りなタイプなら、間違いなく、これは脈ありだと確信出来る。




　前の人生、数学は得意だったが、その中でも最も得意だった単元は確率だった。

　そんな俺の頭脳は、これは分の悪くない賭けなのではないかと言っている。今、告白しちゃっても、ワンチャンあるんじゃないかと、言っている!!




「こ、小林さん」

「なに？」

　小林さんはヘーゼルの瞳で俺を映すほどに、真っすぐ見つめてくる。

　小林さんは、俺の言葉を待っている。そんな気にさえなってくる、真っすぐな目。

　高い山。二人っきりの山の上。綺麗な景色で、この時期ではありえないほどの晴天。

　これ以上ないほどのロケーション。これ以上ないくらいのタイミング。

　ここで、ここで告白の一つも出来ないようなら男じゃない。二度目の人生、やり直した意味がない!!

　これが、今日こそが『来るべき日』なのだ!!

　日和りそうになる心を、俺の感情と理性が同時に𠮟しつ咤た激げき励れいする。




　頑張れ、頑張るんだ、俺!!




「こ、小林さん。その……前に、好きな人がいるって言ってたよね？」

「……うん」

　力強く頷うなずく小林さんに心が折れ掛けるがグッと堪えて気合を入れる。

「それで、俺、その話を聞いて失恋したと思ったんだよね。それで、その……」

　どうしよう、話の導入の仕方ミスったか!?

　この後どう繋げればいいのか、なんて言えばいいのか、頭が真っ白になって解らなくなりそうになる。

　それでも小林さんは真剣な表情で、俺の言葉を待ってくれている。

　十秒、二十秒……或いは一分の時が流れたかもしれない。手に入るなら今すぐにでも『恋愛』スキルとか『話術』スキルが欲しい。でも、前の人生でも今度の人生でもそんなスキルを得られるようなことをしてないので、都合よく手に入るなんてことはない。

　あぁ、もう、こんなダラダラと話をつけるのなんてまどろっこしくて面倒くさいし、俺らしくない!!

　俺は、俺らしく愚直に真っすぐと、ただその想おもいを言葉にしてぶつけることにする。

「小林さん!!」

「はい！」

「もし良かったら、俺と──」




　──付き合ってください!!

　勇気を振り絞って告白しようとした瞬間、ゴゴゴゴゴと凄まじい音を立てて景色が揺れる。




「え!?　なに、地震!?」

「いや、これ、地震じゃない!!」

　足元は揺れているが、これはどう考えても地震じゃない。

　暗転する視界。揺れる感覚に、俺は半ば無意識で小林さんを守ろうと思って、抱きしめる。さっきの負んぶの時の様にその感触を楽しめる余裕はない。

　それほどまでの異常事態であり、そしてこの感覚は明らかに異常だった。




　何が起こっている!?

　小林さんだけでも守らないと!!




　俺は全魔力を展開し、ありとあらゆる事態に頭を高速回転させながら身構える。

　そんな時間はともすれば永遠と思えるような長い時間続いた。

　そして、気が付くと俺と小林さんは──青天の山の頂上にいたはずなのに、全くもって見覚えのない暗い洞窟のような場所に放り投げられていた。




　ここはどこだ!?

　何が起こっている!?




　困惑する俺を他所よそに、小林さんはジッと俺の後ろを警戒するように見ていた。俺もその視線に釣られるように振り向くと、そこには緑色の肌をしていて醜く、不衛生でギザギザとした黄色い歯をガチガチと鳴らす小人のような異形の化け物──鑑定には『ゴブリン』と表示される謎の生き物がこちらを見て、ニチャリと嗤わらった。

　何が起こったかは未いまだによく呑のみ込めていないが、それでもこの状況がどんなものであるのかは、察しが良い方でもない俺でも解る。

　多分、これがあの存在の言っていた『来るべき日』だ。

　そう確信させるほどに、この状況は、社畜の俺が死の間際にあの存在に遭遇したこと以上に異常だった。




　俺は思う。




　確かに、『来るべき日』は今日だ！　って何度も言ったけどさぁ……そういう意味で言ったんじゃねえよ、空気読めよ!!




　くそっ、やっぱあの存在は絶対悪魔の手先だわ!!

　俺は、死の間際に遭遇し、俺にやり直しのチャンスを与えたあの存在に呪じゆ詛そを吐いた。ただ、それでも振られてた可能性とかも考えると、ホッとしている情けない俺もどこかにいた。
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　緑色の肌を持つ、見るからに不衛生で汚くて醜い小人のような生物、鑑定によって『ゴブリン』と表示されたそれは、明らかにこちらに敵意を持った表情をしており、しかし、こちらを警戒しているのか、様子を窺うかがうだけで寄ってくることはない。

　だが、そうだとしても近くに存在しているだけでゴキブリでも相手しているかのような根源的で生理的な嫌悪感を覚える。

「さ、佐さ島とうくん……」

　小こ林ばやしさんも、俺と同様の感想を──いや、女の子だし或いはその嫌悪感は俺以上なのかもしれない。小林さんは強く俺の服の裾を握るが、今の俺に、それを役得だと喜んでいられる余裕はなかった。




　触れたくもないが、『ゴブリン』と言う存在がどうしても不快だったので、俺は魔力の塊を叩たたきつけ、ゴブリンを壁とサンドイッチにする。

　ゴブリンは潰れたトマトの様に『グチャッ』と汚い音を立ててから、特に血痕を残すでも死体を残すでもなく、きれいさっぱり跡形もなく消え去った。
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「小林さん、大丈夫？」

「う、うん……」

　俺が小林さんに安否を確認する程度の時間が空いた後に、俺の──いや、俺たちの脳内にまるでゲームのようなパンパラパァーン！　と言う、ファンファーレが鳴り響いた。

《世界で初めてのレベルアップを確認いたしました。

　特典として、佐島靖やすしと小林いちかには『鑑定』と『アイテムボックス』のスキルが与えられます》

《佐島靖と小林いちかのスキル『鑑定』の既所持を確認。

　それぞれのスキルは統合され、佐島靖の『鑑定』はレベル３から４に、小林いちかの『鑑定』はレベル５から６に上方修正されます》

　それと同時に流れる機械音声のようなアナウンス。

　小林さんの落ち着いて頷く反応を見るに、その声は少なくとも俺と小林さんの二人の脳内で響いているのだろう。

　だがしかし、ちょっと待ってほしい。




　なんですか？　小林さんの鑑定がレベル６って……。

　いや、いきなりのカミングアウト──それも、小林さんからとかではなく、正体不明の謎の機械音声から。

　いやいやいや、待って！　って、ことは何？　小林さんは、俺と同じくスキル持ちで、何なら俺よりもゴリラゴリラしてたりする感じだったりしますか？

　嫌だ。俺よりも筋肉バカな女の子なんて、たとえ小林さんみたいな超絶美少女であっても流石さすがに嫌すぎる……。

「こ、小林さん……今の音声って」

「うん、実は──」

「や、やっぱり！　小林さんも俺と同じく筋肉バカ……」

「そう、私は佐島くんと同じ……って、違うから!!　私も佐島くんと同じ『鑑定』スキルを持ってるってだけで、身体能力とかは普通の女の子だから！」

　小林さんは、呆あきれたようにため息を吐く。まぁ、今日のデートでもちょこちょこ非力アピっぽい雰囲気出していたし、俺のような剛力ステータスとかではないか……。

　とは言え『鑑定』のレベルがやたらと高いことに関しては、凄く気になる。俺なんて、毎日死ぬほど使いまくっても、３から４には全然上がらなかったわけだし。

　すると、小林さんはまるで俺の心を読んだように、しようと思っていた質問に先回りで答えてくる。

「それに関しては、言うよりも見てもらった方が説明しやすいから……。佐島くん、鑑定がレベル４になったなら、私のステータスも見れるようになってない？」

「え？　見れるの？」

　俺は小林さんをまじまじと見つめる。

　かわいい。凄くかわいい。そんなことを思いながらジーっと小林さんを見つめ続けていると、小林さんの顔が赤く染まっていく。

　だが、ステータスが見えることは……そう思った瞬間、俺の目の前に小林さんのご尊顔を隠すように邪魔なステータス画面がひょっこりと現れた。

「お、見えた!!」




名前　小林　いちか

レベル　２

職業　なし

スキル

『鑑定　レベル６』『読心術レベル４』『魔力増強レベル２』

特殊スキル

『精神完全耐性』『アイテムボックス』

固有スキル　『慧けい眼がん』




　ステータスって言うか、スキルしか見えないけど……。

　レベル２の魔力増強以外が見えないあたり、小林さんのステータスの数字自体は見えないけど、女の子であることや体格を考えると、多分13とかその辺だろう。

　魔力は未知数だが、本人の言っていた通りゴリマッチョと言うわけではなさそうだ。

　ただ、そんなステータス以上に初めて見るスキルが二つもあった。

　一つはスキルの『読心術』、もう一つは固有スキルの『慧眼』。

　いくら目を凝らしても、その効果はよくわからないけど、漢字と言う素晴らしき象形文字のおかげで、なんとなくその効果は予想することが出来た。

　ただ、そのおかげで聞いてみたいことが山ほど浮かんできたが……

「小林さん……」

「はい」

「『鑑定』があったってことは、俺のステータスとかもずっと見えてたってこと？」

「うん、まぁ……」

　いや、まぁ。確かに、人間じゃあり得ない速度で走ったりしたのに、小林さん全然俺のこと気味悪がったり、そうでなくともツッコむことすらしないなぁとは思っていたけど……まぁ、一旦それは良い。

　正直、ステータスとか見られててもそんなに気にならない。

　ただ、気になるのは……




「その……鋭いなぁって思うことは度々あったんだけど、その実は『読心術』のスキルとかで俺の心読んでたりした？」

「……まぁ、少し」

　……ホァァァアアア。

　ももも、もしかして、俺が常日頃からかわいいかわいいかわいいとか好き好き好き好き好きとか思いながら眺めてる時も、負ぶってる時に小林さんの身体が密着して内心大フィーバーだったことも、さ、さっき思いっきり告白しようとしてたのも、全部筒抜けだったってこと!?

　いやいやいやいやいや、そんなことは……。

　ない……とは言い切れない程度には、心当たりのある場面がいくつかあった。

　は、恥ずかしすぎる!!　そして、この恥ずかしすぎる！　って内心悶もだえてるのも読まれてると思うと恥ずかしさが倍増するような気がした。

「で、でも、全部が全部読めるわけじゃないから!!　そ、その……佐島くんの心は、特に、普通の人よりはずっと読みにくいし」

　……それ、遠回しに俺が何考えてるか解らないとか言われてません？

　あぁ、前の人生でもよく言われたなぁ、それ……。

　軽く死にたい気持ちになってくるが、しかし、小林さんの言うことが本当なら、全部が全部読まれているわけではないのだろう。

　と言うことは、小林さんが『読心術』で心を読める範囲を聞かなければ、俺の心が読まれてるかどうかも、俺が何を考えているか解らない変な奴やつだと思われてるかどうかも、所詮は俺の想像の範はん疇ちゆうを出ないわけで。

　とどのつまり、俺の都合の良い方向で解釈することが出来るようになるわけで……。

　俺は一旦、小林さんのスキルの詳細については棚上げして、考えないことにした。何も考えないのは、前の人生からの俺の最大の特技である。

「なんにせよ、とりあえずこの状況からは脱出したいよね」

「え？　あ、うん」

　何も考えないを実行して、十秒ほどボーっとしてた俺は小林さんの声に意識を引き戻される。小林さんの言葉に周りを見ると、見るだけでゴキブリに匹敵するほどの生理的嫌悪感を催す醜い化け物は消きえ失うせていたが、それでも相変わらず場所は地下洞窟のように暗くて、腐った魚が捨てられた場所のような吐き気を催す悪臭が漂っている。

　そうでなくとも、これがあの存在の言っていた『来きたるべき日』に大きく関係しているのは間違いない。

　ならば、なんにせよ俺はこの状況を打破する必要があるわけだ。




　俺は、さっきのアナウンスで聞こえてきた『レベルアップ』と言う言葉も気になっていたし、先ほどの『ゴブリン』のような化け物と再び遭遇することを考えると、自分の力量は知っておくに越したことはないので、一旦、自分の手のひらを『鑑定』して、自分のステータスを確認することにした。




名前　佐島　靖

レベル　２

職業　なし

スキル

『鑑定　レベル４』『敏びん捷しよう増強レベル20』『体力増強レベル22』『筋力増強レベル20』『超回復レベル16』『魔力増強レベル32』『超再生レベル８』『魔力強化レベル４』『敏捷強化レベル２』『体力強化レベル２』『筋力強化レベル２』

特殊スキル

『精神完全耐性』『威圧』『アイテムボックス』

固有スキル　『反復試行』

ステータス

体力　１２００｜１２００

筋力　６６０

魔力　４７６０

敏捷　６６０







　って、うわっ、めっちゃ上がってる!!

　具体的には今朝の三倍近い。それは、今まで気になってはいたけど、結局上げ方が解らず仕じ舞まいだった『レベル』が２になった影響もあるんだろうが、多分それ以上に大きいのが、数カ月くらい前に『○○増強』系のスキルがレベル20に到達したことで習得した新スキル『○○強化』系の、ステータス強化スキルだ。

　手に入れたは良いものの、魔力以外は全然１から上がらなかったので今までは完全に死にスキルでしかなかったこれらは、しかし、効果だけなら増強系を超える壊れである。

　その効果は──対応するステータスを×スキルレベル倍にする、と言うもの。

　つまり、レベル２なら二倍、３なら三倍、10なら十倍になる完全なぶっ壊れスキルだ。レベルが１から２になったので、それだけで体力・筋力・敏捷は倍になる。

　それ以外にも増強系のスキルも上がっているし、レベルが上がったおかげで、スキルによるドーピングが掛かる前のステータスも底上げされたのだ。

　故に、計算式的にはステータス三倍も割と納得出来るけど……いや、流石にやばすぎるな、これ。敏捷６６０なら、リニアモーターカーですらランニングで追い抜けるぞ。

　俺のステータス、スキルでのドーピングがなければ精々30とかそこらなのに。

　正確には、体力が50、筋力・敏捷が30で、魔力が70。

　その数字だって、今朝と比べれば体力が10、筋力・敏捷が５ずつ、魔力に至っては15も上がっている。そこにスキルの倍率がかかるのだ。ヤバいだろう。

　と言うか、俺の初期ステータスが15だったことを思い出せば、陸上とかの世界になるとステータス１の差でもボルトになるか、オリンピックに出ることすら難しいか、くらいの差が出るだろうに……これが５とか一気に上がるのなら、その辺の陸上部員ですらボルトレベルになったりしかねないだろう。

　ちょっと運動をかじってる程度の一般人がアスリートクラスになることを考えれば、レベルアップのステータス５上昇も凄すごいように思えてくる。

　が、６６０の前だとそれも誤差だな。

　ぶっちゃけボルトよりもその辺の軽トラとかの方が余裕で速い。新幹線はもっと速い。そして俺は更に速い。そういうことだね。




　因ちなみに特殊スキルの方にある『アイテムボックス』は、さっきのアナウンスで聞いた限りだと、初めてのレベルアップがきっかけで手に入ったっぽいスキルである。

　その効果は魔力×十立方メートルの時間が止まった空間に、道具などを保存出来る、と言うアイテムらしいけど、使ったことはないので詳細は不明だ。

　ダンジョンで役立つかも不明である。




「佐島くん、佐島くん」

「え？　あ、うん」

「その、ステータス見るのはもう良いかな？」

「あ、ごめん」

　三倍に増えていたので、確認したこと自体は正解だったけど、ただしかし状況が状況であるのも確かである。サッと確認するだけで、こんな長々とした考察は不要だったと内心反省する。

「それで……」

「うん。とりあえず、この『ダンジョン』を脱出したいってのは、私と佐島くんの総意で間違いないと思うけど、そのためには、最深奥にいる『ボス』を倒す必要があるみたい」

「え？　ダンジョン？　ボス？」

　次から次へと、新しい要素をジャンジャン出してくるのはやめてほしい。明らかに脳のキャパシティオーバーだ。

　俺の二度目の人生は、小林さんとの甘いラブコメじゃなかったのか？

　いつから、こんなファンタジーな展開になったんだよ!!

　……謎のあの存在と言い、『来るべき日』の予言や、謎に見えるステータスとか、割と最初からファンタジーだったし、今更ダンジョンで驚く方が変かもしれない。

　俺は、思考を放棄した。

「まぁ、小林さんが言うならそうなんだろうね。レベル６とかになると『鑑定』で解るようになるの？」

「ん～他を知らないから確証はないけど、どちらかと言うと固有スキルの『慧眼』の恩恵が大きいと思う」

「へー。便利なスキルなんだね」

　役に立っているのか不明な俺の『反復試行』とは大違いである。

「まぁよく解んないけど、とりあえず一番奥まで行って、そのボス？　ってやつを倒すなり、説得するなりすればここから出られるってこと？」

「まぁ、掻かい摘つまんじゃえばそうなんだけど、凄くあっけらかんとしてるね。佐島くん、怖くないの？」

「別に、怖いとかはないかな？」

「……そう、なんだ。私は、ちょっと怖いけど」

　小林さんは俺の裾をギュッと強く掴つかみ直した。そう言えば、小林さんはさっきからずっと俺の裾を強く握りしめていた。だが、この未知で不確定要素多数のあり得ない状況下で役得だと喜べるほど、俺も心に余裕があるわけではない。

　ただ、純粋に怖いとか、そう言うのは感じない。

　何故なぜなら俺は、意地っ張りでそれなりに格好をつけたい男の子だからだ。好きな女の子が隣にいるのに、ちょっと化け物がいる謎の場所に放り込まれたくらいでビビるなんて情けない真似まねはしたくないのだ。

　なので俺は、自分への鼓舞もかねて、少し気障きざったらしく小林さんの頭に手を置いた。

「大丈夫。俺が、絶対に守るから」

　後で思い出したら、きっと悶もん絶ぜつするであろう恥ずかしいセリフ。

　でも、今この状況下においては、こうすることで俺の中で「何があっても小林さんを守り通す」と言う覚悟のようなものが定まり、それが戸惑う心に勇気を与えてくれた。




　今の俺なら、戦車にだって素手で殴り勝てる自信がある。

　そう言い切れるくらいには、トレーニングを頑張ってきたという自負もある。




　悪魔だろうがドラゴンだろうが何でも来やがれ……小林さん共々、絶対に無事に脱出してみせるからな！

　俺は心の中で叫ぶように、そう決心した。




　　　　◇




「佐島くん、そこの角曲った先にゴブリンが二匹いるから」

「了解」

　俺は、日頃は自分自身に纏まとわせて筋トレに使っているだけの魔力を展開し、あの見ているだけで不快になるゴブリンを目視する前に、適当な範囲に当たりをつけてプレスする。

　曲がり角を曲がった時には、もう何もいない。小林さんが言っていたゴブリンは無事、俺の魔力に圧殺されたのだろう。

　と、ふと足元の恐らくゴブリンがいたと思われる場所に赤く輝く石ころみたいのが落ちているのが視界に入る。

「ナニコレ？」

　そう思って鑑定すると『魔石』と出てくる。

「小林さん、魔石って何？」

「……解らないけど、なんか魔法の媒体にしたり魔道具の媒体にしたりして使えるらしい」

「え、なに？　これを使えば魔法を使えるようになるってこと？」

「い、いや、魔法には呪文が必須みたいだから、魔石があるからって使えるわけじゃないみたいだけど……」

「じゃあいいや。汚いし、拾わなくても良いよね？」

「まぁ、私も触りたくないし、それは構わないけど……」

　ばっちいから。シンプルな理由をもって、俺と小林さんは今後、落ちていた魔石は放置する方針を固めた。




「次、そこの壁に埋まっている仕掛けを解けば四階層に降りられるみたいだよ。この仕掛けは私が解くね」

「おねがい」

　一見何もないように見える壁をよく見ると、確かに鑑定では『四階層への入り口』と表示される。ただ、その四階層へ行くための仕掛けの解き方は全く理解出来なかった。

　何せ、仕掛けの重要なキーワードっぽいものは、どう見ても日本語や英語ではない、見たこともないような、不思議な文字だったからだ。

　寧むしろ、小林さんはなんでこんな意味不明な文字を読めるのだろう？

　これも『慧けい眼がん』の力なのか？　いいなー、固有スキル便利そうでうらやましいなー。

　ガチャン、ゴゴゴゴゴゴ。

　壁は重苦しい音を立てて、下へ向かう段階きざはしを出現させた。

「四階層からちょっと魔物が強くなるみたい……って言っても、私にとっても佐島くんにとっても、体感的な敵の強さはそんなに変わらないけどね」

　小林さんは、身体能力は非力な普通の女の子故にゴブリンだろうがそれ以上の敵だろうが勝てないという意味で、そして俺は──多分、次も適当に魔力で潰してるだけで戦闘が終わるという意味で。




　そんなこんなで、俺と小林さんは七階層までやってきた。

　このダンジョンとかいう意味不明で、不条理なこの場所に飛ばされてきてから、体感三時間は経たっている。紳士としては、小林さんを十八時までに家に送り届けたいと思っているが、山の頂上にいたのが十三時とか十四時くらいだったので、タイムリミットはあと三時間弱か。

　このダンジョンは、小林さん曰いわく全部で十階層らしいので、残り三階層。

　出来るかどうかは、その難易度とボスの強さ次第か。やはり、早く帰ること以上に、安全に帰ることの方が優先度は高いわけだし。




　とは言え、ここまでの小林さんの活躍は凄すさまじいものがあった。

「あ、そこ曲がるとオークが三匹いるから」

「了解」

　見ていると、ゴブリン以上に強い不快感を齎もたらす豚面の化け物、オーク。

　小林さんが先にその存在を教えてくれるので、俺はその不愉快な姿を目にすることなく、魔物で潰して消すことが出来る。

　オークを潰した後には赤い石が落ちており、『魔石』と表示されているが、当然拾うことはない。オークのはゴブリン以上に汚いだろう。




「あ、そこの床の仕掛けを踏むと九階層に近道になるみたいだよ」

「本当に？　じゃあ一応俺が踏んどくね」

　そうして仕掛けを踏むと、床にいきなり穴が開いて、俺と小林さんは下に落ちる。……近道ってそういうこと!?　小林さんの意外にファンキーなショートカットルートに驚きながらも、俺は小林さんを抱きしめ、魔力をクッションにして九階層に無事、着地した。

「……落ちるだなんて、聞いてないよ」

　本当に、死ぬかと思った。小林さんが。

　因みに俺は、高層ビルから飛び降りても多分死なない程度には頑丈である。迷惑だから試したことはないけど。

「ごめんごめん。でも、佐島くんがいるから大丈夫だと思って」

「いや、まぁ……」

　この程度のことで、小林さんに怪け我がさせるようなポカをするほど俺は間抜けじゃないし、この無む茶ちやも信頼の裏返しと言うのならそんなに悪い気もしないけど……。

「でも、心臓に悪いから次はせめて落ちるよ、くらいは言ってほしかった」

「了解」

　とは言え、これまで下の階層へ進んでいくのに、小林さんの力が必要不可欠だったのは紛れもない事実である。

　俺には絶対に読めるはずもない文字によって施された仕掛けや、常に四方八方を『鑑定』してないと見つけられないような入り口、その他諸もろ々もろ。

　俺一人じゃ、絶対にこのダンジョンはクリア出来なかっただろうし、寧ろ、魔力の塊で化け物をプチプチ潰す以外の仕事を殆ほとんどしていない俺の方がお荷物と言えるかもしれない。

　い、いや、流石さすがにこの世界で俺以上に効率良く安全に化け物を退治出来るやつなんていないだろう。

　こ、これは俺と小林さんの二人だからこそ超えられる難関なのだ。




「佐島くん。そこを出たら、最深層の入り口だから。頼りにしてるからね？」

　小林さんは、そう俺に微笑ほほえみ掛けてくる。

　心を読んだ故の、気遣いなのか。或あるいは本心か。

　……いや、どちらにせよ本質的にはそんなに変わらないか。




　少なくとも、小林さんは七階層から九階層へファンキーなショートカットした時や、それ以外でもちょこちょこ俺への信頼を見せてくれている。

　その言葉が気遣いだろうと、こんな俺を気遣ってくれている時点である程度頼りにされていることは間違いないだろう。

　そして俺も、そんな小林さんの信頼に応えたいと思っている。

　そのために、俺は今まで鍛えてきたのだ。おまけに、ダンジョンに入った時よりもレベルがいくつか上がった俺は更に更に強くなっている。

　たとえ、ボス相手だろうとも、魔力で潰してワンターンキルにしてやる!!




　それに、たとえ、ボスが強敵だったとしても、俺の隣には大好きな小林さんがいるのだ。

　気合十分。今の俺なら、最も早はや誰が来ようと負ける気がしない。

　俺がそんな風に、気持ちを高めていると、小林さんは少しポッと耳を赤く染めながら、

「佐島くん、この扉を開けるとボスがいるから」

「了解」

　俺は、昼に小林さんと訪れた蕎麦そば屋やさんの扉を開けるのと同じくらいの緊張感を持って、このダンジョンの最後の扉を開けた。




　　　　◇




　扉を開けると、その先にはずっと下へ下へと進んできたとは思えないほどに広く開けた場所の中心で、黄金の鱗うろこ、象なんかよりも遥はるかにでかい巨体、そして何より肌にピリピリと感じる『威圧』感──やたらと強い存在感を放つ一匹の存在が蜷局とぐろを巻くようにして眠っている。

　その姿はまさしく、おとぎ話の世界のドラゴンそのものだった。

　鑑定にも『亜神竜』と表示されている。

「ほぅ、人間か。相まみえるのは数百年ぶりだが……人間よ、こんな所まで何しに来た」

　竜は、地響きを起こすような声で俺たちに話し掛けてくる。

　俺は小林さんを守るようにとりあえず前に出て、

「……小林さん、後は任せた」

　その他は小林さんに丸投げした。

「え、な、何を!?」

「いや、なんか、戦わずに済むならそれに越したことはないし、説得とかしてくれないかなぁって思って」

「説得？　多分、無理だと思うけど……」

「いや、俺も無理だけど……小林さんなら、ワンチャン出来ない？」

「……なんで佐島くんがそんなに私に信頼を置いてくれているのかは解らないけど、一応やるだけやってみるね？」

「任せた」

　俺が小林さんに期待して任せると、小林さんはヘーゼルの瞳を碧あお色いろに光らせて、亜神竜の深しん淵えんを覗のぞくような表情を見せる。

　何もかも見透かしてしまいそうな雰囲気のあるその瞳は、ちょっと怖くてゾクゾクする。

「亜神竜さん」

「……む、『固有スキル』持ちか。して、人間が我に何を申すか？」

「私たち、非戦闘員の学生で、子供なので見逃してもらえたりしませんか？」

「はっ！　貴様らが非戦闘員の子供と申すか？　では、貴様らは如何いか様ようにしてこの場までたどり着いた？」

「う、運良く？」

「はっはっは！　このダンジョンに生息していた数千の魔物の大半の命を消し炭にしておいて、運良くと申すか。人間よ、その冗談はつまらなすぎて逆に笑えてくるぞ！

　だが、残念だったな人間。貴様が如何様な形で命乞いをしようとも、この迷宮に招かれた以上、貴様らは我を斃たおす以外の手段でこのダンジョンを脱出するすべはない！

　小娘、貴様の方はそんなことなど、重々承知であるはずだろう？」

「ま、まぁ……」

「小僧よ、不要な茶番など直ちにやめ、我にその力と勇気を示してみるがいい！」

　まぁ、小林さんの最初の反応を見るになんとなく解っていたことだったが、あれよあれよと言う間に、俺と亜神竜が戦わなければならない雰囲気になっていく。

「やっぱダメだった」

　と、小林さんは手を合わせてそう言うけど、最初から小林さんは出来ないかもって言っていたし、気にしなくて良いよと返した。

　とは言え、戦うことに気乗りしないのは事実だった。




　何せこの亜神竜とやら、見た目が凄く強そうってのもあるけど、何より厄介なことに──こいつ、今までの化け物たちのように、生理的で根源的な嫌悪を一切感じないのだ。

　威圧感はあるが、ただそれだけで不快感はない。

　そして、それが今の俺にとって一番、何よりも厄介な事実だった。

　俺、人を殴ったこととかないんだぞ！




　気持ち悪いゴキブリを叩たたき潰つぶすのに躊躇ためらいはないけど、犬とか猫とか、何ならトカゲ相手でもそれを相手に暴力を振るうのは、たとえそれが必要なことだと解っていても、躊躇いがあった。

　……小林さんがダメもとだと解っていても、俺の提案した茶番に乗ってくれたのは、俺の情けない内心を読み取ったからってのもあるだろう。




　俺は好きな人を前にして、嫌悪がなければ戦う勇気も湧かない弱い男だ。

　別に、金色の凄まじい威圧感を放つ亜神竜を前にして、恐怖しているわけではない。ただ、俺は喋る動物相手に力を振るうことをとても躊躇っているのだ。

　そんな俺を威圧するように、地面が唸るような声が響く。

「人間よ。勇気なき小僧よ。その力を示すつもりがないと言うのなら、その小娘を贄にえとして我に差し出せ。さすれば貴様だけ解放を──」

「──は？」

　俺の中の何かがプッツンと切れる音がした。

　いや、解っている。これは、亜神竜のあからさまで解りやすい挑発だ。

　俺が躊躇っているから、この亜神竜は俺の大事なものが何か解った上で、俺を奮い立たせるために挑発しているのだ。

　……そして、俺はそんな亜神竜の意図を解っていながら、その挑発にまんまと乗せられようとしている。

　だが、理性が言っている。これは、乗っていい挑発だと。

　俺の感情が言っている。この不快な発言をしたトカゲをボコボコにしてやろう、と。




「……そっちが吹っ掛けてきた喧けん嘩かなんだから、怪我しても文句言うなよ！」

「ふんっ、人間ごときが我に怪我を負わせられると──!?」

　身長百六十センチちょっとの俺の拳が、全長二十メートル以上は軽くある亜神竜の右みぎ頬ほおにめり込み、きりもみ回転をしながら、ダンジョンの壁に突き刺さる。

「佐島くん！　亜神竜のステータスは、体力が三十万、力が三万二千、魔力が二万、敏びん捷しようが一万八千よ!!　打ちどころによっては怪我するかもだから、気を付けて!!」

　そんな一撃で思いっきり吹き飛ばされた亜神竜のステータスを、小林さんは教えてくれた。なるほど、普通の人間の千倍のステータス。このダンジョンに入ってきたばかりの俺のステータスと比べても魔力以外は二十倍近くある。

　だが、俺は、このダンジョンを進む過程で──殆どその姿こそ視認することはなかったものの、多くの化け物を斃して強くなっている。

　そんな俺の今のステータスはこんな感じだ!!




名前　佐島　靖

レベル　24

体力　８４７００｜８４７００

筋力　３８６４０

魔力　２０７３６０

敏捷　３８６４０




　化け物を斃しまくり、レベルが上がったことによって、素のステータスもドーピングスキルのレベルもかなり上がった俺は、掛け算のマジックによってとんでもないステータスへと成長を遂げていた。

　その結果、体力以外のステータスはなんと、あのでかい金色の竜──亜神竜より軒並み高い!!　特に、魔力に至っては十倍近い差がある。

　とは言え、俺は戦いにおいては素人だ。

　陸上でも、同じステータスの人が走った時に、フォームの違いなどで記録に差が出たりすることもあるだろうし、それと同じように、戦いにおけるキャリアがない俺は亜神竜にステータス差をひっくり返されて負ける可能性もある。

　油断はしない。

　俺は、俺自身のアドバンテージを最も活いかすために、最も高いステータスの魔力を全力で展開した。

　そのタイミングで亜神竜が土煙の中から立ち上がる。

「ぬぐぐ、小僧よ。不意打ちとはやってくれるではないか。お前も、その小娘も、生きてこのダンジョンから出られるとは思うなよ！」

　亜神竜は自らを奮い立たせたように立ち上がり、俺に、俺たちに襲い掛かってきた──




　　　　◇




　我は亜神竜。大昔は一介のドラゴンに過ぎなかったが、いつか神の座へ至るべく、このダンジョンの奥地にて下積みをしている、未来の神竜である。

　そんな我は、つい最近、さる神より『とある男の実力を試してほしい』と言われ、その男が、我の治めるダンジョンに送り込まれてきた。

　このダンジョンは、そもそも滅めつ多たに人の来ない僻へき地ちに存在している。

　そして、偶たまに来た生物もその殆ほとんどが我のいる最下層まで訪れることはない。

　確か、前に来たのは数百、いや数億──無限の寿命を持つ我にとって数百年も数億年もそう変わりはしないが──以前に来たのは、身体の半分に神の血が流れているという、『勇者』と呼ばれた不死身の半神半人だったか。

　さて、今回はどんなゲテモノが送り込まれているやら。

　数百年か、数億年ぶりの退屈しのぎが出来そうだと心躍っていた我の前に現れたのは、あろうことか生粋の人間だった。

　見通す目を持つこと以外は普通の小娘と、妙な威圧感のある冴さえない小僧。最初の印象はそんなもので、我は思わぬ期待外れにため息を吐きそうになった。

　何せこの小僧──最終回層まで来ただけあって、その実力は多少はあるのだろうが、しかし一切の血の匂い──或あるいは戦いの気配を感じないのだ。

　その隙だらけの立ち居振る舞い、下手すれば小僧は人一人殴ったことすらない……そんな印象さえあった。

　小僧は、我の偉大なる姿の前にビビっておるのか、一向に立ち向かってくる気配はない。

　そんな情けない姿に辟へき易えきした我は、ちょっと挑発してみた。




　……その時の我は、それが全ての終わりの始まりであるとは予想だにしなかった。




　それまで全く冴えない雰囲気だった小僧から唐突に吹き荒れる、肌が痺しびれるような『威圧』の気配。……なるほど、こやつ、人の身にして威圧を習得しておるのか……楽しめそうだな、と思った矢先に、

「────!?」

　威厳を保つため、歯を食いしばり辛うじて悲鳴をかみ殺した我は気が付けばダンジョンの壁に突き刺さっていた。

　ボロりと頬の奥の牙が何本か抜け落ちる感覚がある。

　我は最強の亜神竜であるが故にそんな傷を回復するのは一瞬だったが、とは言え、我は亜神竜故に頑強さにも自信があった。

　そんな我に傷をつける人間の存在に多少なりとも動揺したのもまた事実だった。




「ぬぐぐ、小僧よ。不意打ちとはやってくれるではないか。お前も小娘も、生きてこのダンジョンから出られるとは思うなよ！」

　我は、最強の亜神竜であるが故に今の一撃で理解していた。

　この小僧──恐らくだが、我よりも強い。何せ、先ほどの強烈な一撃にすら本気の意思を感じられなかったのだから。

　だが、それでも──否いや、だからこそ。

　我は滾たぎるのだ。我は今までにも我より強い者と命がけで戦い、勝利し、そんじょそこらの竜から、亜神竜にまで昇り詰めたのだから。

　相手が強者であればあるほど、我の戦闘の本能は滾っていくのを感じた。

「フアッハッハッハ！　強き小僧よ、我が全力でもって貴様とその小娘をうち滅ぼしてくれる！」

　我は体中の全ての魔力を練り上げ、爪に集中させる。

　乾けん坤こん一いつ擲てきの全力攻撃!!

　その一撃は小僧の魔力の防護膜を破り、そして、その腕にあっさりと受け止められた。

「なぬ──!?」

「痛っ……でも、かすり傷だ。良かった」

　小僧は涙目で受け止めた腕を見るが、かすり傷どころか完全に無傷だった。

　我が全力の一撃がこうも容易たやすく……。

　こやつ、本当に人間か？

　上級神が戯れで人に化けているとかそう言われた方がずっとすんなり信じられる。

　これ以上やっても敵かないっこない。

　圧倒的な強者を前にして潔く負けを認めるのもまた、強者たるドラゴンの流儀。時にプライドを捨て去ることが、強者のプライドなのである。

　我は小さく、それでいて圧倒的に強い小僧に頭こうべを垂れた。

「参った。小僧よ。其方そなたの勇気と力を認め、我も潔く負けを認めようぞ」




　　　　◇




「参った。小僧よ。其方の勇気と力を認め、我も潔く負けを認めようぞ」

　……まだ、亜神竜を不意打ちで一発軽く小突いて、亜神竜の攻撃を軽く受けただけなのに、亜神竜は何故なぜかあっさりと負けを認めた。

　もうちょっと熾し烈れつな争いになるかもと思っていたから、少し拍子抜けである。

　いやまぁ、元々争いたくなかったんだし良いんだけど、なんというか、こんなにもあっさりと負けを認めるなら最初から戦わない方向で解決してほしかった。

　どうにも釈然としない気持ちになる。




　その瞬間、

《亜神竜の降伏が確認されました。それに伴い、亜神竜の全権利が佐島靖に移譲されたことを確認しました》

　このダンジョンとやらに誘いざなわれた時と同じような、機械音声のような声が脳内に響いた。




《亜神竜の全権移譲をもって佐島靖、及び小林いちかが『試練の迷宮』を踏破したに等しいと認め、二者が『神の試練』を乗り越えたことを宣言します》




《職業『従魔師』が解放されました。佐島靖は『従魔師』への就職条件を満たしております。佐島靖の職業が空欄であるため、自動的に『従魔師』への就職がなされました》

《職業『魔女』が解放されました。小林いちかは『魔女』への就職条件を満たしております。小林いちかの職業が空欄であるため、自動的に『魔女』への就職がなされました》




《『神の試練』踏破に伴い、全人類への『鑑定レベル１』の付与及び職業取得が条件付きで可能になったことを宣言します》

《世界の条件が整ったことを確認しました。これより『神の試練』は、次の段階へと進行し、世界中にダンジョンを出現させることを宣言します》




　だ、ダンジョンの出現!?

　神の試練？

　ずっと『なし』とだけ表示されていて、疑問だった『職業』と言う新たな要素の解放に加えて、全人類への『鑑定レベル１の付与』。

　脳内に響いた情報の全てがあまりにも衝撃的過ぎて、理解が追い付かない。

　この事態は、『慧けい眼がん』を持つ小林さんでも流石さすがに予想不可能だったのか、口をパクパクさせて目を見開いている。

「さ、佐島くん……」

「ああ、うん」

「なんか、とんでもないことに、なっちゃったみたいだね」

「う、うん……」

　とんでもないどころの騒ぎじゃない気もするが、しかし、とんでもない以外に適切な表現も思い浮かばない。

　ただ、マジで、本当にいい加減にしてほしい。

　せっかくの土曜日、六月にしては珍しい晴れの日に、小林さんにデートに誘われて、いい気分だった俺の気持ちを返してほしい。




　綺き麗れいな景色を見るために山に登ったらいきなりよく解んない場所に飛ばされて、飛ばされたと思ったら、小林さんは『鑑定』とかを持っていたりして、その小林さん曰いわく俺たちが飛ばされたのはダンジョンなるファンタジックな場所で──

　そんなファンタジックな場所に現れた化け物は、ゴブリンとかオークみたいなファンタジックな生物？　と言ってもいいのか謎な化け物で、レベルと言う新要素が出てきて、ステータスがあり得ないくらいに上がって、ドラゴン斃たおして、そこからこの機械音声。

　もうとっくに俺の脳のキャパシティをオーバーしてるのに、情報だけは次から次へとあり得ないほどに増えて行って、全然処理しきれない。

　それはもう、ため込んだメールの返信の様に。

　くそぅ、小出しに情報を出してくれればいくらでも対応出来るものを、一気にまとめてよこしやがって……。

　暇な時はボーっとする以外にやることがないくせに、忙しくなった途端に一週間連続泊まり込みとかもあり得た前の人生での仕事を思い出す状況だと察した俺は、いつものように思考を放棄することにした。

　もうね、考えるの疲れた。って言うか、今日が色々ありすぎて、頭が疲れた。

「小林さん、帰ろっか」

「え？　あ、うん」

　いきなり考えるのを放棄して、切り替えた俺に戸惑ったように小林さんは、普段の俺みたいな返事をする。

　わー、お揃そろいだー、嬉うれしいなー。

　そんなことを考えながら、

「あれ？　そう言えば小林さん、これ、どうやって出れば良いの？」

「ふむ。それは我が答えよう」

「亜神竜？」

「うむ。小僧──いや、今は主殿と申した方が良いか？　兎とも角かく、神の啓示にて我の権限を全て主殿に移譲したと仰おつしやっておっただろう？」

「ん？　まぁ、そう言えば言ってたね」

「うむ。その我が権限の中には、このダンジョンの管理権限も含まれているのだ。つまり、今、この迷宮の全権限は主殿にあるわけである」

「ん？　つまり？」

「つまり、佐島くんがこのダンジョンのマスターになったってことだよ」

　俺が？　ダンジョンの、マスター？

　え？　何それ──。俺、悪の手先か何かになったってこと？

「佐島くんは優しいから、たとえダンジョンマスターになっても、悪人にはならないと思うよ？」

「小林さん！」

　そのプライスレスな励ましに、インフィニティの価値がある。

「うむ。そこな小娘の言う通り、要は使い方次第ということである」

「亜神竜……。それで、結局どうやって出れば良いの？」

「それは簡単である。ダンジョンコアを呼び出して──」

「『ダンジョンの管理者権限によって』の枕まくら詞ことばを付けてから、したいことを言えばこのダンジョン内だと割となんでも出来ると思うよ」

「……我が言おうとしておったのに」

「ごめんね？」

　なるほど……。つまり、

「『ダンジョンの管理者権限によって』とりあえず、コアをここに出しなさい」

　と、言えばコアが出るわけか。




　その刹那、この場に禍まが々まがしく、そして吐き気のするような気配が充満し始めた。

　そして現れる、この世の終わりのような赤色をした薄汚い心臓のような珠たま。

「……なにこれ」

「うむ。それがダンジョンコアであるな」

「そうね。それがダンジョンコアよ」

「うえ、マジで？　……これが？　要らないんだけど……」

「まあそう言うでない。外見は主殿にお気に召さなかったのかもしれぬが、それがあればこのダンジョン内では主殿の思いのままであるからな」

「……う～ん」

　まぁ、これがあれば出られるわけだし、出れば見た目とか最も早はや関係ないから、ごちゃごちゃ言っても仕方がないか。

「じゃあ……『ダンジョンの管理者権限によって』俺と小林さんを脱出させて」




　と、俺が宣言するとぐらりと視界が歪ゆがんで、浮遊感を覚える。

　その感覚は、山の上からダンジョンへ移動する時の感覚と似ているような気がした。いや、まぁその間にも色々あって、最早そんな感覚よく覚えてないけど。

　気が付くと、俺と小林さんは昼に訪れた山の頂上に戻っていた。

　空は紫色に染まっていて、街は人工の光がぽつぽつと灯ともっているのが遠目に見える。この街がもうすぐ夜の訪れを迎えようと準備しているのだ。

「思いの外、遅くなっちゃったね。小林さん、送っていくよ」

「う、うん」

　俺は、目の前に浮かんでいる不愉快な赤い光を放つダンジョンコアを、流れる動作で、ダンジョンに入ってすぐの時に習得した『アイテムボックス』に放り込んだ。

　この『アイテムボックス』とやらを使うのも初めてだし、さっきまでその辺にいた亜神竜とかはどこに行ったんだろう、とか、そもそもなんでダンジョンコアもこんなところにあるんだろうとか、気になることを挙げ出したらキリがないが、もう、今日は面倒くさいので全部一旦スルーすることにする。

　もうね、今日は新しい情報が多すぎて疲れたんだよ。

　俺は、一つのことを黙々とするのは得意だけど、新しいことに次々と対応していくのは凄く苦手なのだ。もはや、今の俺は考えることが多すぎて、何から考えればいいのか解らないとかそういう状況なのだ。

　こういう時は、日をまたいで少しずつ情報を処理していくに限る。

「さ、佐島くん。帰りも、その、悪いんだけど……」

　小林さんは、少し恥ずかしそうに両手を広げる。

　……そうか。俺のステータスはものすごく上がったけど、小林さんは結局一般人の身体能力のままだし、ここは山の上だ。

　つまり、帰るためにはここに来た時と同様に俺が負んぶする必要があるわけで……。

　それ即すなわち、あの幸せの再来と言うことで──

「負んぶね！　任せてよ!!」

「う、うん……なんか、凄すごいね」

　そりゃあね、好きな女の子を負んぶ出来るなんて、男の子としては張り切るに決まっている。あぁ、小林さんの感触、体温、いい匂い……凄く幸せだぁ……って、そう言えば小林さんって俺の心読めるんだっけ？

　これ、読まれてたら完全に俺キモイ人だな。……いや、果たしてそうか？

　こういうのって口に出すのはキモくとも、小林さんほどの絶世の美少女を前にしたら世の男なんて内心誰でもこんなものなのではないだろうか？

　はぁかわいい、好き好き好き──




「さ、佐島くん……全部が全部読めるわけじゃないにしても、その、流石に恥ずかしいからちょっと控えて」

「あ、ご、ごめんなさい」

　さ、流石に最後のは内心で考えるにしてもキモかったかもしれない。

　この恥ずかしさと後悔は、三年経っても偶たまに布団の中でうわぁあああって叫びたくなるレベルかもしれない。

　って言うか──

「佐島くん」

「……うん、なに？」

「……その、今日って色々あったじゃん？」

「うん、色々あったね」

　ありすぎて、何があったか把握しきれないくらいには。

「それで、その……佐島くんは、不安とか怖いとか、そう言うのって……ないの？」

「まぁ、ないね。ないよね？」

「うん、ないから……どうしてかなって、思って」

　小林さんと長く触れ合っていたいから、自動車程度の速度で走る俺の耳元で、小林さんは物憂げな声を出す。

　ここで、ちょっとエッチっぽいなぁと考えれば軽蔑されそうだし、小林さんが悩んでいるっぽいのもあって、俺は少し真剣に考えてみる。

　考えてみるけど……

「う～ん、解んない」

　強いて言えば、小林さんが側にいるからかな？　と、気障きざっぽく言うのも、このタイミングで言えば軽薄な奴やつだと思われそうな気もする。

　ただ、本当の意味で俺が恐怖や不安を感じないのは、根本的に深く考えていないからでしかない。思考を放棄して、停止させてしまえばそこに恐怖や不安なんてものは一切なくなる。

　では、なぜ俺は思考を放棄するのか。それは多分、俺は考えないで動いた方が強くなれるからだと思っている。

　それは、今日のダンジョンの一件でもよく実感した。

　俺が亜神竜と戦っている時、俺は思考停止で殴っていたし、それ以前の──ステータスを鍛えたりする作業の工程も基本的に俺は思考を停止させて行ってきた。

　そして同時に俺は思う。もし、深く考えていたら、俺はここまで動けなかっただろう、と。

　それは、亜神竜に対して嫌悪感がなかった時に、情に揺らされ戦う気分にすらなれなかったように、日々の習慣であるトレーニングに深く意味を見み出いだそうとしていたら、俺はどこかで不必要に思って途中でやめていたかもしれない。

　それでも続けているのは、純粋にトレーニングで数値がどんどん増えていくのが楽しいってのがあるのと同時に、やはり俺が何も考えていないからに他ならないからだろう。

　だからこそ、俺は無責任にもこう思うのだ。

「俺は別に怖くもないし、不安じゃないけど──小林さんがそう思う分には、別にそれでいいんじゃない？　とは思うかもしれない」

「……どういうこと？」

「まぁ、その……何？　俺みたいに何も考えないで生きてる人しかいなかったら世の中回らないし、不安とか恐怖ってちゃんと物事を考えてる証拠みたいなものだと思うし」

　う～ん、なんか違うな。

　上手うまく言葉に出来ないのがとてももどかしいけど。

「まぁ、その……これから先、どうなるかはよく解わかんないけど、とりあえず何が起こっても俺が出来る範囲でなら、小林さんを守るって約束するから。

　不安に思っても、怖くても良いけど……安心して？」

　やばい、言い回しが全然格好良くない。って言うか、不安に思っても怖くてもいいけど、安心してって何？　寧むしろ意味不明でダサくない？

　普通に、何があっても守ってみせるとかの方が決まってたくない？

　……いや、それはそれでちょっと気障すぎるけど。




　と、うっかり口走ってしまったことをちょっと後悔していると、小林さんは、ふふっ、と笑い声を漏らした。

「なんか、佐島くんって相変わらず佐島くんって感じだよね」

「……ほ、褒められてるの？」

「うん、褒めてるよ？　実際、佐島くんに言われて、私ちょっと安心したしね」

「そ、それなら良かったけど……」

　なんかもう、俺が小林さんを励ますはずだったのに、いつの間にか俺の方が小林さんに励まされちゃってるし……それが情けないやら、嬉うれしいやらで、今日の感情はずっと複雑で、自分でもよく解らない。

「あ、そろそろこの辺で降ろしてよ。私の家、この近くだから」

「え？　あ、うん」

　楽しい時間も幸せな時間も、苦難の時間と等しく必ず終わりは訪れる。

　小林さんを負おぶって走るという至福の時間は終わりを告げ、泣く泣く降ろした小林さんは、俺の方に向き直って手を握る。

「佐島くん、今日はありがとうね」

　と、今日は見られなかった満開の山桜よりもずっと可か憐れんな笑顔を浮かべてから、手を振って足早に走り去ってしまった。

　あぁ、かわいすぎる。

　楽しかったデートも、怠だるかったダンジョンでのあれこれも、ちょっといい感じだった帰路も全ては終わりを告げたのだ。

　ありがとう。そんなの、俺のセリフである。

　小林さんが電話をくれなければ、楽しいデートは訪れなかった。

　小林さんがいなければ、ダンジョンの謎も解けず、脱出出来ず餓死していた。

　小林さんがいなければ、色々あった一日が終わりを告げて──こんなにも、楽しかった、と幸せな余韻に浸れることもなかった。

　俺も俺とて、帰路につく。




　小林さん、君のことが大好きだ。もう、どうしようもないくらいに。




　死ぬ前の──社会人の俺は一人暮らしだったけど、中学生に戻った今の俺なら、家には両親だっている。

　今日は、母親の作った飯をたらふく食べて、がっつり筋トレして、ぐっすり眠ろう。




　今日の余韻をかみしめながら、三秒で家に帰りついた俺は自宅のドアを開けた。

「ただいま──」

「や、靖!?　アンタ今までどこほっつき歩いていたの？　って言うか、あの『神の試練』とか『ダンジョン』とか『職業』って何!?　お父さんも帰ってきたらちゃんと説明しなさいよ？」

「……は？」

　……え？

「は？　じゃないでしょ……全く。とりあえず、なんか臭いから先にお風呂に入ってきなさい」

　あぁ、ダンジョンにいたから臭いのか、俺。

　俺は言われるままに、お風呂に入って、上がると固定電話が鳴り響いた。

　風呂上がりでちょうど固定電話の近くを歩いていた俺は、それをすぐに取る。

「はい、もしもし。佐島ですけど……」

『や、佐島くん……だよね？』

「うん、そうだけど……小林さん？」

『ね、ねえ、あのね……あの、ダンジョンを出るちょっと前に流れてたアナウンス、思いっきり聞かれていたみたい。ニュースにもなっているし。もしかしたら世界中の人が聞いてたかもしれない』

「は？　世界中の人？」

　ま、マジで？

　……いや、お母さんも知っていたし、それに──俺は確認のためにテレビを点けると、

『突如として見えるようになったスキルと、集団で聞こえた「神の試練」──』

　ちゃんと、小林さんの言う通りニュースになっていた。




　…………。




　もう、新しい情報を追加するのはやめてくれ。

　俺は、親父おやじの帰宅を待たずして自分の部屋に引きこもり、ふて寝することにした。
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《亜神竜の全権移譲をもって佐さ島とう靖やすし、及び小こ林ばやしいちかが『試練の迷宮』を踏破したに等しいと認め、二者が『神の試練』を乗り越えたことを宣言します》




《『神の試練』踏破に伴い、全人類への『鑑定レベル１』の付与及び職業取得が条件付きで可能になったことを宣言します》

《世界の条件が整ったことを確認しました。これより『神の試練』は、次の段階へと進行し、世界中にダンジョンを出現させることを宣言します》




　なんてことない日常。日本列島では毎年恒例の梅雨の時期にしては珍しく、全国的に晴れ間の見える良い天気で、平和に思えたその日、世界中の人々は殆ほとんど同じタイミングで、この世のものとは思えない──強いて言えば、その感情の起伏のなさから機械音声のようにも思える、少し気味の悪い声が脳内に響いていた。




「君きみ島じま大佐、い、今の聞きましたか？」

　場所は神奈川にある、海が近くのとある自衛隊基地の中。

　その中でも──執務室と言って良いのか、書類などをまとめたり、自衛隊員のデータが管理されたりしているその部屋にて。

　丁度、上への近況報告をまとめていた渋顔で大柄な初老の男──君島勲いさお大佐と、その補佐をしていた鳩はと山やま早さ苗なえ二尉の脳内にも、そのアナウンスは響いていた。

「あ、あぁ。そう聞いたってことは二尉もってことか？」

「はい……」

「神の試練？　ダンジョン？　鑑定？　……全くもって馬鹿げていやがる」

　馬鹿げているが、ジッと見ていた書類の上には『報告書』の文字が浮かび上がっている。それに、

「た、大佐！　ちょ、ちょっと、自分の手のひらを見てみてください！」

　既に頭が痛くなりつつあった大佐は、鳩山二尉に言われるがままに、そのゴツゴツとした大きな手のひらを見つめてみる。

　すると……




名前　君島　勲

レベル　１

職業　なし

スキル　『鑑定　レベル１』




「な、なんだこれは……！　に、二尉も同じように見えてるのか？　……俺も書き出すから、お前も一旦紙か何かに書き出してみてくれ！」

「は、はい！」

　君島大佐の指示のままに、鳩山二尉が書いたものも、名前の欄が変わっている以外は大佐と全く同じものだった。

「こ、これが……あの声が言っていた『鑑定』とか……なんでしょうか？」

「……だろうな。クソッ！　幻覚でも見てるのか!?　俺は……」

「ど、同感です」

　しかし、二人同時に同じ幻覚が見えるものだろうか？

　いや、それどころか──あの声が幻聴でないのなら、他の自衛隊員に確認をとっても──何なら、道行く人に聞いても、同じように見えているとの答えが返ってくる可能性がある。

　もしそうなら……。

「厄介なことになりやがったな。これから、何かが絶対に動く。クソッ……あの声が本当なら、諸もろ々もろの対策が急務だ！　さしあたって……」

「はい、情報が──絶対的に必要ですね」

「ああ」

　未知のことが起こっても、情報があれば対応出来る。そしてこの状況に、この世界で最も詳しい人間は恐らく──あのアナウンスで流れていた『さとうやすし』と言う推定男性と『こばやしいちか』と言う推定女性──いや男性の可能性もある名前か？　──に聞き込みを行うことだが……。

「だから、取り合えず……全国の『さとうやすし』と『こばやしいちか』について調べていくぞ」

「は……えぇ……」

　威勢良く返事をしようとして、二尉はその言葉にためらいを見せる。

　それもそうだ。何せ──

「俺も全くの同感だが、そんな返事をしてくれるな。全く、なんたって、この問題ごとの中心にいる異常な奴やつが、『さとうやすし』とか『こばやしいちか』みたいな、どこにでもいそうな名前しているんだよ!!」

　──そう、靖もいちかも、その苗みよう字じは全国にいくらでもいるようなメジャーな『読み』をするもので、名前だって、そう珍しくも何ともない──どの学校にも少なくとも一人はいそうなありふれた名前。

　それが、年齢不詳、性別不詳、住所不詳と言う──いわば名前以外の情報がない状態で、その捜索を強いられるのだ。

　虱しらみ潰つぶしに探すにしたって、時間が掛かりすぎる。

「鳩山二尉、覚悟しろよ。これから忙しくなるぜ？」

「ひえぇぇえええ！」

　想像される未来に、君島大佐はその渋面を歪ゆがめ、鳩山二尉は悲鳴を上げた。




　世界は、急速に動き始めている。
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「佐さ島とう靖やすしさん、小こ林ばやしいちかさん!!　先日のアナウンス──ダンジョンや突如見えるようになったスキル群、レベルなど、その件についてどうお考えですか」

　フラッシュが明滅する中、俺と小林さんはこの名前だけでどうやって特定されたのか、多数の記者に囲まれて、インタビューを受けていた。

「あなた方が呼び起こした問題なんでしょう！　どう責任を取るつもりですか！」

「どう対処するつもりですか！」

　知らないよ！　スキルもダンジョンもレベルも、まだよく解わかんないことばっかりだし、俺たちは巻き込まれただけで、問題を起こしたわけではない！

　だから対処もクソもないんだよ。ってか、こんなしょうもない取材をしてる暇があれば、お前らがこの問題に対処してみろよぉぉおおおお!!




「靖、靖……いい加減に起きなさい。小林さんも来ているし、昨日の件きっちり説明してもらうわよ」

「ん、え？　……き、記者は？」

「……記者？　何、寝ね惚ぼけてるの？　早く支度を済ませてちゃんと話してよね？　結局、昨日は寝ちゃったから──お父さんも事情を聞きたがってるのよ」

　あ、あぁ、さっきのあれは夢だったのか。

　実に不愉快な夢だった。マスコミに取材される俺と小林さん、想像するだけで地獄絵図でしかないが、その時は不愉快のあまり俺の『威圧』で記者たちをビビらせてしまおう。

　そんなことを考えながら、しかし、これから昨日の一件を両親とかに説明しなければならないことを思うと、億おつ劫くうで仕方がなかった。

　自分でも理解してないことを説明しろと？

　怠だるすぎる。当事者の俺でさえよく解ってないことを他人に理解出来るように説明するなんて、どんな難易度だと思ってんだ。

　俺はのそのそと立ち上がって、顔を洗ってから──

「あれ？　お母さん……さっき、小林さんが来てるって言った？」




　　　　◇




「──あ、学校でも靖くんはそんな感じですね」

「そうなのか。なんか、最近反抗期なのかは知らんが『威圧感』も凄すごいし、友達なんていないんじゃないかと思っていたが、小林さんのような子がいてくれるだけで私はとても安心だよ」

「いえいえ、お礼を言われるようなことではありませんよ。私も似たよう感じでしたし」

　……顔を洗ってリビングに行くと、何故なぜか、俺の親父と小林さんが話を弾ませていた。

　今日は日曜日なので、流石さすがに親父おやじも仕事は午後からである。

「──と言うか、今日はご両親も一緒に来るかと思ってたのだが」

「はい。まぁ……うちの両親も話はしたがってましたけど、いきなり押しかけるのも迷惑かなぁって……」

「本当に、その節はうちの愚息が迷惑を掛けたよ。事情はまだ聞いてないが、どうせうちのバカ息子が……と、靖、起きたのか。今日こそ、昨日の件について説明してもらうぞ」

「……はぁ、面倒くさいなぁ」

　って言うか、昨日の件に関しては俺、なんも悪くないし。

　俺はため息を吐きながら、親父の正面──小林さんの隣に位置する場所に座った。

「寝起きで頭も回らないし、一旦、親父が知っていること全部教えてよ」

「うむ、そうだなぁ……俺が聞いたのは──」

　要約すれば、あのアナウンスの文末に《宣言します》とついていたところ全般──つまり、俺たちが神の試練とやらをクリアしたこと、鑑定スキルが与えられたこと、条件付きで職業やスキルが解放されたこと、そして世界中にダンジョンと言うものが出現するということ、それらである。

　逆に、俺たちが亜神竜を討伐して、俺がダンジョンの管理者になったことや、『従魔師』や『魔女』などの職業を得たことは知らないみたいだ。

　そして、知られてない部分は言えば余計な混乱と誤解を招きそうなので、伏せておくことにする。決して、説明をサボっているわけではない。ホントダヨ？

「まぁ、大体そんな感じだよ。俺が知ってる情報もそんなもんだし。それに、こんな事態になった経緯も、普通に小林さんと遊んでいたらなんかよく解らないうちに巻き込まれてたってだけで、俺が何かやらかしたわけじゃないよ」

「ほ、本当か？」

「は、はい……まぁ、私もそんな感じだったと思います」

　これまで問題と言う問題を起こしたことがない……はずの品行方正が取り柄の……はずの息子を前にして、心ない親父はまだ俺を疑ってくるが、小林さんが証人となってくれる。

　俺は信じないくせに、今日初対面のはずの小林さんは信じられるのか。

「そ、そうか……まぁ、なら……よく、はないが、俺から言えることはないな」

　親父は渋々頷うなずいた。

　これで親父と、一応後ろで聞いていた母親への説明責任は果たしたけど、もしこれが世界中の人に聞こえてたとすれば、名前が公表されてしまった以上、俺や小林さんから話を聞きたいと思う人は少なくないだろう。

　そうなると、考えられるやっかみは多々あるわけで……。

　かと言って、俺も『職業』や新しく得たスキルやダンジョンや亜神竜など、放置している問題も山積みでどうにかしていかないといけないわけで、そう考えるとひたすらに憂鬱になってくる。

　はぁ、どうしよう……。

　いや、どうしようもなにも、山積みになった問題は一つ一つ対処するしかないよなぁ。

「小林さん、今から朝ごはん食べるんだけど、食べていくよね？」

　と、部屋に戻って検証しようと思ったら、母親から声が掛かる。

「じゃ、じゃあお願いします」

　小林さんとご飯……両親が仕事にとっとと行ってくれるのがベストだが、グッジョブだ、マイマザーよ。

　考えるのは、朝食の後からでも良いだろう。




　　　　◇




『家族』とは、なんだろうか？

　血縁か？　戸籍にそう登録されているからか？

　否いなである。そもそも世の夫婦の殆ほとんどに血縁はなく、たとえそれが養子だろうと家族と認める人は少なくないはずだ。

　そして、戸籍にそう登録されずとも、猫やグッピーのような人外生物を家族と呼んだり、或あるいは長く共に生きた友達を「俺たちは家族みたいなもんだ」と認め合うことを、話して心から否定出来る人はいるのだろうか？

　よって、もう一度俺は問いたい。

『家族』とは、なんだろうか？　と。

　それ即すなわち「当事者がそう思えば家族である」。

　少なくとも俺はそう思っている。

　なぜ、俺が唐突にこんなことを考え出したのかと問われればそれは先ほど、俺のマザーの神提案によって、小林さんが俺たちと一緒に食事を取ることになったのだが、小林さんは、何故か十年以上付き合いのある実の息子である俺よりも俺の両親から信頼を勝ち取っていたし、打ち解けていた。

　そして、俺は思った。

　まるで、小林さんも家族の一員みたいだなぁ、と。

　当事者である俺が思ったのだ。つまり、先ほどの理論に照らし合わせてみると、当事者である俺がそう思った時点で小林さんは俺の家族だし、血縁のない同じ年齢くらいの男女が家族にあたる関係性と言えば九分九厘夫婦だろう。

　このことから、俺が小林さんを家族だと思ったという事実は、俺が小林さんと結婚しているに等しいと思ったわけで、寧むしろこの時点で俺は小林さんの夫であると証明出来る。

「……佐島くん、莫迦ばかなこと考えてないで、一個一個整理していこうよ」

　小林さんが呆あきれた目を俺の方に向けてくる。……そうだ。小林さんは俺の心を読めるのだ。こんなキモいことを考えていると嫌われてしまいかねない。

　しかしだ、しかし、俺にも弁明の機会を与えてほしい。




　ロケーションは、俺の部屋。キャストは、俺と小林さん。敷きっぱなしだった布団を片付け、元々物が多くない故に割と整頓されている俺の部屋には、ななな、なんと、前の人生でも通算して初めて、女の子が来ているのだ。

　しかも相手は超絶美少女にして、俺の想おもい人である小林さん！

　混乱せずにいられる男子がこの世にいるだろうか？　いや、いない。

　俺は小林さんに首ったけ──英語で言えばクレイジーフォー小林さん。言葉にこそ出さずとも、心の内が多少おかしくなっても許してほしい。

　とは言え、これ以上（心の中とは言え）ふざけすぎて、小林さんに嫌われるのは悲しいし、現に小林さんはちょっと怒ってるのか、顔を赤くしだしている。

　俺は一旦心を落ち着けてから、適当に取り出したノートに、昨日やたらと入り込んできた新情報を書き出していく。




・ダンジョンに巻き込まれた直後に得た新スキル『アイテムボックス』の検証。

・ダンジョン踏破時に解放された『職業』の確認。

・昨日から放置している亜神竜やダンジョン、俺のダンジョンの管理者としての処遇について考える。

・最後のアナウンスで言っていた、諸もろ々もろを考察する。




「えっと、後は……」

「私は、アナウンスが色んな人に聞こえてたっぽいから、その対応をどうしていくかを一番話し合っておきたいけど」

「あ、そうだそうだ！」




・アナウンスが世界中の人に聞こえてたっぽいので、その対応を話し合う。




　どう考えても、一番大事なのはこれだが、朝食時に考えていたことなのでなんとなく書き出していた気分になっていて、頭から抜け落ちてしまっていた。

　そこを指摘するとは流石小林さんである。




　とは言え、今後のことについて話し合っておくにしても不確定要素はどのみち減らしておくに越したことはない。故に、

「とりあえず、目に見えて解るような検証から始めて行って良いよね？」

「うん。良いよ」

「やった！」

　それに、追加された新要素は割と気になっていたのだ。

　俺は、好きなものから順々に食べていくタイプなのだ。

　昨日の件で生じた諸々を消化するのがどのみち確定事項なら、せめて一番楽しそうなやつから処理していきたい。

　そんなこんなで、まずは『アイテムボックス』を開いてみることにする。




　すると、時空の切れ目のようなものが目の前に顕現して、その狭はざ間まから何とも言えない不愉快な気配が漏れ出る。

　小林さんも開いているが、小林さんの方は狭間から妙な気配が漏れ出ることはない。

　び、美少女だから？　小林さんが美少女だからなんでしょうか？　アイドルはトイレに行かない理論が一瞬頭を過よぎった俺だったが、アイテムボックスを『鑑定』すると、




　内容物

・ダンジョンコア×１




　と浮かび上がってきたので、不愉快な雰囲気の正体はそれである。昨日、アイテムボックスに適当に放り込んだのだ。忘れていたわけではない。

　ただ、一日ぶりに体感した不快なオーラに、少し取り乱しただけである。




　因ちなみにアイテムボックスの容量は鑑定によると十立方メートル×魔力の分だけあるらしく、中での時間は止まっている──つまり、アイテムボックスに入れている限り、経年による劣化はないと言うことらしい。

　小林さんの容量は解らないが、俺のは、魔力のステータスが亜神竜との戦いで三十万近くにまで上がったために、その容量は驚異の三百万立方メートル。

　その容積はなんと東京ドーム二・五個分。水なら三百万トン入る容量である。

　要領を得ないとはこのことだ。何だよ、東京ドームって。行ったことねえよ。

　閑話休題。

　アイテムボックスにものを入れるほど、アイテムボックスの中に入れられる量は減っていくと思うのだが、ダンジョンコアの体積はいかほどのものだろう？

　俺の鑑定のレベルが低いのか、そう言う仕様なのかも解らないが、あの不快な見た目の物体にさしたる興味は持てないので、見れないなら見れないでいいかと結論を出す。

　まぁ、魔力が１でも、普段使いのカバンよりは大きな体積はあるし、それをゼログラムで持ち運べるのなら、スキルとしてのアイテムボックスはそれなりに有用だと言えるだろう。

　麻薬を隠し持ったり出来ることについてはあえて触れないでおく。

　さて、折せつ角かくアイテムボックスを開いたので、次は流れで俺が管理者になったダンジョンについて触れていきたいところだが。

「うへぇ、やっぱばっちいんだよなぁ」

　アイテムボックスから漏れ出る禍まが々まがしい赤い光に、思えば昨日ほどには嫌悪感を抱かないものの、一度そう偏見を持ってしまった以上、やはりその物体を生理的に受けつけることは難しく感じてしまう。

「ねえ、小林さん。これ、後回しにしない？」

「……私は別に良いけど、後々に残って嫌になるのは佐島くんじゃないの？」

「は、はい」

　正しくその通りすぎて、ぐうの音もでない。

　俺は渋々とダンジョンコアを取り出して……

「え、えっと……」

「入るためには『ダンジョンの管理者権限によって』の接頭詞は前回と同じで、管理者と私をダンジョンに入らせろみたいなことを言えばいいんじゃないかな？

　って言うか、ダンジョンに関しては割と佐島くんが言ったことは可能な範囲で実現させられると思うよ？」

「そうなの？」

「うん」

　それ、なんてチート？

　このばっちさに目を瞑つぶれば思わぬ掘り出し物かもしれない感じに、少し納得はいかないが、俺は小林さんに言われた通りのフレーズを唱えて、俺と小林さんはダンジョンへ、再び入ることとなった。




　　　　◇




「あ、主殿ぉぉおお、お待ちしておりましたぁぁぁああああ」

　……あまりダンジョンに長居はしたくなかったので、いきなり最終階層に訪れたら、亜神竜が犬の様にブンブンと尻尾を振って俺たちを迎え出てきた。

　いや、一応昨日までこのダンジョンのボスだったよね、君？

「う、うん。一日ぶりだね。……なんか、ちょっとキャラ変わった？」

「誇り高き竜は、元来上下関係に厳しい生き物。我は、これまで目上の者がいなかった故、不遜な態度をとっておったが、主殿ほどの強者を前にして、態度を改めねば、と思ってな」

「そ、そうなんだ……」

　目上の人がいないって……昨日、戦いが全然始まらないままに負けを認めてたじゃん。

　それで上下関係もクソもあるのだろうか？




　いや、もしかして、この亜神竜もボッチなのかな？
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　だから、上下関係を口実にしているとか？

　そう思うと、ちょっとだけ親近感も湧いてくる。

「そ、そう言えば亜神竜って長いし、名前とかないの？」

「名前……そのようなものはないな。もし、主殿さえ良ければ我に名を付けてはくれぬだろうか？」

「……まぁ、良いけど」

「誠か？」

　って言うか、態度を改めるって言っても敬語は使わないんだね。まぁ、俺もあんまり得意じゃないし、親近感湧くから咎とがめたりはしないけど。

　とは言え、名前か……。

　名前、名前……。俺はペットとかに名前を付けたこともないので、ネーミングセンスには自信がないが、そうだな……金色の鱗うろこ、長い尻尾、そしていつの間にか消え去ってしまった威厳。

　その姿は、どこかのペットショップで見た『カナヘビ』をでかくしただけに見えた。

「──そうだな。だったら、亜神竜。お前は今日から『カナヘビ』を名乗ると良い」

「おお、カナヘビか！　意味はよく解らぬが、その名前から察するに恐らく主殿の世界にある伝説上の竜種からとった名前とかそんなところだろう！

　気に入った！　中々に悪くない、我にふさわしい名前である！」

「……佐島くん」

　小林さんが何か言いたげな目で俺を見てくるが、本人が喜んでいるから良いだろう。

　……こんなに喜んでいる亜神竜（名：カナヘビ）を前に、カナヘビがどこにでもいるトカゲの品種だよ、とは言えなかった。

　俺が名付けておいてなんだけど、こんな名前で大はしゃぎするとか、どんだけ残念な奴やつなんだろう、カナヘビってやつは……。

「カナヘビ、お前はもう俺の仲間だ」

「あ、主殿!!　我、主殿に一生ついていくぞ！」

　抱き合う俺とカナヘビをシラーッとした目で見る、小林さん。

　如何いかに人の心を読める小林さんと言えど、やっぱり女の子だからなのか、男同士の友情は上手うまく理解できていない様子だった。

「……なんか、ちょっと納得いかないんだけど」

　唇を尖とがらせて、そう独りごちる小林さんもかわいかった。




　カナヘビに親近感が湧いて、友情を確かめあった俺は、ここでやるべきことを確認するために、さっき纏まとめたノートを開く。

　ダンジョンの管理者としての権利の確認。それと、『職業』の確認。

　これも結構気になっていたのだ。気になることが多すぎて、億おつ劫くうになっていた俺も、こうして一つ一つ情報を整理して、考えていくと中々面白そうに思えてくる。何せ──

「……と言うわけで、小林さん。『魔女』について確認したいんだけど……もしかして、魔法とか使えたりするの？」

「うん、使えると思うよ」

「マジで!?」

　──何せ、小林さんの職業『魔女』……そこから使えると言われた魔法!!

　それは、俺にとって物もの凄すごく気になっていたものだった。だって、魔法だよ？　既に三百万を超えるまでに魔力を鍛えた俺だが、その使用用途と言えば、どこでもダンベルだったり、いつでもギプスだったり、加圧だったり。

　筋トレの補助として大いに重用していたのは間違いないが、でもそうじゃないのだ！

　やはり、魔に法のつとった技術を使うのが、最も『魔力』を活いかしていると言えるのではないだろうか？

　故に、俺が興味津々に小林さんに期待の眼まな差ざしを向けてしまうのも致し方ないだろう。

「……うーん。じゃあ、水の魔法を試しに使ってみるね」

「お願いします」

　俺が恭うやうやしく頭を下げると、小林さんは少し苦笑してから人差し指を上に突き立てる。その時に、俺の魔力を感じ取る感覚器官が、小林さんの周りの魔力の流動を観測する──そんな気分になる。

　いつもは薄紫色のねっちょりとした雰囲気の魔力が、さらさらとした青い光へと変換され、小林さんの人差し指に集まっていく。

　そして、次第にその青い魔力は水玉へと変貌する。

「えいっ」

　俺が一昔前のキモオタなら、思わず「萌もえ～」と叫びたくなるような、かわいらしい掛け声とともに、小林さんの指先から出た半径一メートルくらいの大きさの水玉がバシャンと、ダンジョンの壁に当たってはじけ飛んだ。

　割と遠くに飛ばしたように見えたけど、ざばーっと、俺たちの足元まで水が流れてくる。

　まぁ、半径一メートルって何気に一・三トンくらいはあるしなぁ。見た目の割に結構えげつない魔法なのかもしれない。

「す、凄すごいね、小林さん!!　これが魔法？」

「うん。って言うか、水──こんなにひたひたになるとは思わなくて……ごめん」

「いや、それは良いよ」

　部屋の中から転移してきたから今、裸足はだしだし。タオルで拭けば問題ない。

　それに……

「ダンジョンの管理者？　としての、権限によって、この水をはけさせて」

　俺は、小林さんに教えてもらった接頭詞を付けて、適当な指示を出すとダンジョンが応えて、足の裏にひたひたと浸かっていた水が一気に乾き始めた。

「おぉ。すげえ」

　ダンジョンコアの光が不快でなければ、ちょっと好きになるかもしれない。

　ただ、ダンジョン以上に俺は今気になっていることがあった。それは……

「それで、小林さん。その……俺でも魔法とかって使えると思いますか？」

「う～ん、絶対無理とは言わないけど、難しいんじゃないかな？」

「……え、マジで？」

「うん、マジで」

　うわぁ、マジか。

　小林さんは、決して意地悪とかでそういうことを言ったりする人じゃないってのは解っているし、逆にだからこそ、それは俺が魔法を使うのはほぼ不可能に近いということが恐らく事実であるのだろうと思わせられた。

「え、ええと、参考までに小林さんはどうやって使ってるの？」

「ええっと、私は『慧けい眼がん』によって魔法の使い方が解るから、なんとなく使えるんだけど……詳しいことは寧むしろカナヘビさんの方が知ってるんじゃない？」

「か、カナヘビぃ」

「うむ。主殿が使えるかどうかは兎とも角かくとして、魔法を使うには、生まれついて備わっている魔法神経回路に、魔力を流し、言こと霊だまを連想することによって使えるのだ」

「なるほど。よく解んないけど、その魔法神経回路とやらがあれば魔法が使えるってこと？　例えば俺だと、なんの回路を持ってるの？」

　……個人的には雷とか水辺りが便利そうだから、使いたいけど、この際使えそうならなんでもいい。そんな心持ちで、カナヘビの返答を待って、

「ないな」

「へ？」

「ないな」

　俺の希望はばっさりと切り捨てられた。

「な、ない？　嘘うそ。じゃあ、逆に小林さんだと何を持っているのさ？」

「うむ。それが不可解なのだが、少なくとも我にはその小娘の肉体に魔法神経回路が備わっているようには見えぬのだ」

「え……。ってことは、小林さんが特別でスペシャルってこと？」

「うむ、そうなるな」

　ふむふむ。まぁ、小林さんは現時点でも既にあり得ないくらい美少女なわけだし、それに付随して特別な力を持っていてもそんなに不自然ではないかと俺は納得する。

　心の中でとは言え、過剰に持ち上げられてちょっと照れているのか、小林さんは少し耳が赤いように見えた。

　まぁ、良いや。超絶かわいい小林さんに『魔女っ娘こ』と言う属性が付与されたという、人類の利益を考えれば、俺が魔法を使えないくらい。……ちくせう。

　小林さんの指先の魔力があのさらさらとした青い魔力になった原理が一ミリも解らなかった時点でなんとなく解っていたけど。今度練習しておこう。魔法は使えなくても、魔法っぽいものは使えるようになるかもしれない。




　俺は気持ちを切り替えて、あれこれとダンジョンに適当な命令をいくつか出してみることにした。

　結論から言って、ダンジョンは可能な限り俺の言ったことを再現しようとすることが判明した。

　例えば、部屋の形を変えるとか、そのくらいだと思った通りに出来るのだが、部屋を涼しくしたいと指示を出してみると、部屋の中にどでかい氷を出現させることで実現しようとしていたし、氷以外の方法で、と更に命令を加えてみると、今度は冷気を発する蛇のような生物がハーッハーッと頑張って冷たい息を吐き続けていた。

　その生物は、ゴブリンやオークよりは不快指数が低かったので、シュールだなと思った。




　今日のところは、小林さんもいたこともあって無難な指示しか試さなかったけど、これは、もっと色々検証したら面白いことになりそうな気がした。

　俺はノートに、『ダンジョンで色々検証する』と今後の予定としてメモっておいた。




「と、まぁこんな感じかな」

　俺は、ノートを開いてダンジョンですべきことはもうないかと確認する。

　小林さんの『魔女』の『魔法』はもう見せてもらったし、ダンジョン管理者としてやれることは、今日一日では検証しきれない程度には結構多そうってことも判明した。

　今日一日で片付かないと解っただけでも収穫だし、それにダンジョンの中は、昨日ほど嫌な雰囲気は減ったものの、そんなに好きじゃない。

「小林さん、もう脱出しても良いよね？」

「うん、もう構わないと思うけど……」

　小林さんもオーケーのようなので、俺は、

「ダンジョン管理者の権限によって……」

　もう慣れ始めてきた接頭詞と共に、脱出しようとしたタイミングで、カナヘビに呼び止められた。

「も、もう帰ってしまうのか？　主殿!!」

「帰るよ。まぁ、明日も多分、来ると思うし──」

　そう言って、尚なおも帰ろうとした俺にカナヘビは、とんでもないことを言い出した。

「だったら我も連れて行ってくれ」

「え、カナヘビを？」

　数十メートルはある巨体。図ずう体たいの割に威厳はないくせに、しかしそれでも常に放たれている肌がぴりつくような『威圧』のスキル。

「いや、無理だよ。でかいし、怖がられるし」

「佐島くん、一応『従魔師』の力を使えば、カナヘビさんを小さくすることは出来ると思うよ」

「そうなの？」

　俺はカナヘビを無視して帰ろうと思ったけど、小林さんが助け舟を出したので、俺は鑑定で自分のステータスを見る。

　全体的に増えていたステータスの数字と、レベルしか確認していなかったが、よく見ればスキルの欄が一つ増えているのが目に入った。




職業スキル

『従魔使役』『従魔小型化』




　見えたスキルは二つ。鑑定すると、その効果は文字通り、従魔使役は魔物を従え使役出来るようになるスキルで、従魔小型化は、従魔が主人といつでも一緒にいられるように、ある程度のサイズまで小さく出来るスキルだった。

「で、でも『威圧』もあるし……」

「……そんなの、主殿の『威圧』に紛れれば我の『威圧』なんて誤差みたいなものだろう」

「まぁ……それに関しては、今更だと思うけど」

「…………」

　うん。忘れていたわけじゃないよ？

　最近は小林さんとずっといい感じだったし、両親も俺を見て露骨に怖がったりしないし、クラスメートとはそもそも関わらないので、実感する機会は少なくなりつつあったけど、俺は『威圧』のせいで、人を寄せ付けない感じになっているのである。

　ただ、それでもカナヘビをずっと連れまわすのかぁ……。

　意思疎通の出来る、人語を介するカナヘビ。人見知りでコミュ障な俺としては偶たまに会う分には兎も角、四六時中一緒にいるのは気疲れしそうだなぁと思ってしまう。

　ただ、それとは逆に『威圧』のせいがあってか──いや、なかったからと言っていたわけじゃないけど──小林さん以外の話し相手がいない俺に、動物とは言え話し相手が出来るのは、プラスととらえられるかもしれない。

　カナヘビとはさっき友情を確認しあった仲だし、男友達──みたいな存在に憧れがないわけでもないのだ。

　うん、そうだな。

「カナヘビ、小さくなって」

「あ、主殿!!」

　俺がそう言うと、カナヘビはみるみると小さくなって──小さくなりまくった結果、手のひらサイズにまで小さくなった。

　……うわ。

「これ、もう殆ほとんど本物のカナヘビじゃん」

「…………」

　まぁ、そっちの方がペットとして言い訳もしやすいし、それで良いか。

「じゃ、カナヘビ。これからよろしくね」

「うむ。よろしく頼むぞ、主殿!!」

　俺は、カナヘビと小さく握手を交わしてから、馴な染じみつつある接頭詞を唱えて、小林さんとカナヘビ共々ダンジョンから脱出した。




　　　　◇




　ダンジョンから脱出した俺と小林さんは、あのダンジョンを攻略したことによって──もっと言えばその時のアナウンスで俺たちの名前が公表されてしまった件について、どう対応するかで話し合いをしていた。

「名前が公表される件で一番考えられる問題は、学校の人や近所の人に根掘り葉掘り聞かれたりして面倒になることだと思うけど、佐島くんはどう対処すればいいと思う？」

「はい！　俺の『威圧』が強すぎて、話し掛けられないことで対策とすればいいと思います！」

「…………」

　そして、それはダンジョン云うん々ぬん関係なくいつも通りのことだった。

　小林さんはごほんと大げさに咳せきばらいをしてから、気を取り直すように。

「では……名前が公表された件で一番考えられる問題は、今後ダンジョンがらみで問題が起こった時に、色々なやっかみが生じることだと思うけど、佐島くんはどう対処すればいいと思う？」

「俺が一ひと睨にらみで黙らせます！」

「……まぁ、その方法も悪くないとは思うけど、他の意見は？」

「う～ん。じゃあ、一応俺たち中学生だし、アナウンスって音声しか聞こえてないから、他の人には『さとうやすし』と『こばやしいちか』って聞こえてたんでしょ？

　両方とも日本にはありふれた名前だと思うからそもそも特定も難しいと思うし、特定されても同姓同名の別人で通せば割と誤魔化せるんじゃない？」

「……まぁ、私もそう思うけど」

　小林さんが呆あきれたように息を吐いて、じゃあ話し合いはもう終わりじゃんと漏らした。

　そう。結局、名前が公表されようが、名前以外の情報が殆どない以上、俺たちに変なやっかみが起こる可能性は少ないのだ。

　これで、俺や小林さんの日常の交友関係が広かったらそれ相応の問題もあったんだろうけど、主に俺のせいで俺たちは割と二人ぼっちになりがちである。

　つまり、元々孤立しているのなら、問題を起こして孤立することを恐れる必要はない。無敵の人と言うことである。

「むしろ、俺的には急に上がったステータスが暴走してドアとかを壊す方が怖いんだけど」

　魔力量も以前にも増して増えてるから、いつもの要領でパワーを抑えてはいるものの、一気に何百倍と言う、実感が湧かないくらいに上がったステータス故に、ちょっとのミスが大きな失態に繋つながりそうでちょっと怖いのだ。

　故に、『慧けい眼がん』を持つ小林さんにアドバイスを求めてみたけど、

「私から言えることは特にないかな？　その辺は慣れていくしかないと思うけど……」

「つまり、練習あるのみってことだね！」

　それなら得意だ。

　そんなこんなでかなりあっさりと話し合いが終わっていく。




　ダンジョンがアナウンスの通り、世界中で出現した時どうするか？　とか、そういった話はあえてしない。何故なぜなら、実際に全人類にスキルが与えられて、ダンジョンが出現した時に、世界がどう動くかなんて俺には全く想像もつかないからである。

　どうなるかわからないことについて話し合うのは絵空事や妄言に過ぎない。

　故に、今日の小林さんとのおうちデートはお開きである。

　ちょっと寂しい。




　　　　◇




　あれから二か月の時が流れた。




　途中夏休みを挟んだが、その夏休みを有効活用してダンジョンの機能の検証や、強くなりすぎたステータスの調整などの練習をしていたら、あっという間に過ぎ去ってしまった。

　……小林さんとは週一程度のペースで遊んだりしたけど、それくらいで、特に仲の進展はなかったし、自分のヘタレさに辟へき易えきとする。

　去年よりはましだったけど、しかし、薄っぺらい夏休みだった。

　そんなこんなで、各々の夏休みが明けたクラスメートたちは、夏休みの話題以上に、あのアナウンス以来手に入れた『鑑定』で、『鑑定』以外のスキルがないとか、ニュースでダンジョンが出たって報道されたらしいから一回は行ってみたいとか、偶に強そうなスキルを持っている人がいてうらやましいだとかそういう話で盛り上がっていた。

　だが、それだけアナウンスの内容について色々話したりしている割に、俺たちになんやかんや言ってくる人は現れなかった。




　あれだけ大々的にアナウンスされて、テレビを点けると三回に二回の頻度はあるんじゃないかと言うくらいに『さとうやすし』と『こばやしいちか』の名前を聞くのに、俺に聞きに来る人は一人もいなかった。

　どんだけ嫌われてるんだよ、俺。

　……全員に聞かれるのは面倒くさいけど、気分的には四～五人には聞いてほしかったのに。これは恐らく、胸ポケットに忍び込んでいるカナヘビの『威圧』のせいに違いない！

「……流石さすがに主殿の『威圧』で、我のじゃ……ひっ、そういうところじゃ」

　カナヘビが余計な口を叩たたいてきたので、一睨みで黙らせる。

　って言うか、小林さんならともかく、このカナヘビもナチュラルに俺の心を読んでくるのは何なんだろう。

「うむ。それは、従魔の契約によって魂が繋つながってるからじゃな」

「つまり？」

「従魔たるもの、主殿の考えていることはなんとなく解るのだ」

「なるほど？」

　まぁ、犬猫が飼い主の気持ちや言葉をなんとなく理解するとかそう言うののちょっと凄すごいバージョン程度に思っておこう。ペット飼ったことないから解んないけど。

　先の授業中、ずっと小林さんのことをかわいいと思っていたら、小林さんがどっかに行ってしまったので、暇になった時間、カナヘビと会話をしていると、ピンポンパンポーン、と、迷子のアナウンスの時に鳴る音が響いた。




『二年二組『佐島靖』と『小林いちか』は至急、生徒指導室へ来なさい』




　あれ？　俺、何かやらかした？

　……いや、そんなはずはない。俺は入学以来テストの成績はずっと全教科満点で一位をキープしているし、友人関係は小林さん以外存在していないので、もめ事を起こすこともない。

　力の制御を誤って、何かを壊したこともない、傍はたから見れば一いつ端ぱしの優等生であるはずだ。

　……となると……いや、一瞬ダンジョンのことかと思ったけど、普通に『威圧』持ちの俺と直接話したくないから、仲介役として小林さんを呼んだだけの可能性もあるな。

　と言うか、そっちの方が可能性が高い気がする。

　なんで呼び出されたのやら、俺は人並みの歩行速度で生徒指導室へ向かうと、先に小林さんが到着していた。




　生徒指導室、前の人生でも優等生──って言うより、可もなく不可もないってだけだが──だった俺は特に縁もなかった場所。

　そこには俺たちの──二年二組の担任だけではなく、渋面で中々に素晴らしい筋肉をお持ちのおっさんと、腹筋が割れてそうな女の人が、ピンと背筋を伸ばして立っている。
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　その常人離れして安定した体幹に、その人たちがただ者でないことが察せられた。

「こちらは自衛隊の……」

「君きみ島じま勲いさお、大佐だ」

「鳩はと山やま早さ苗なえ、二尉です」

「小林いちかです。学生です」

「えっと、佐島靖です。同じく学生です」

「……えっと、ただの学生の私たちに、自衛隊の方々が何の用ですか？」

　小林さんが惚とぼけた顔でそう問う。これは事前に話し合っていたプラン──知らぬ存ぜぬで通すんですね！　小林さんの意図を瞬時に察した俺は、何も考えてなさそうな虚無顔で追従した。

「先生。彼らと二対二で話をしたいが」

「はい、解りました。ただ、彼らは──」

「ああ、そこはちゃんと心得ているさ」

「だったら、私から言うことはありません」

　担任の先生は、らしくない丁寧な言葉を使ってから、出て行った。俺の『威圧』で度々足をぶるぶるさせているいつもの先生とは別人にさえ思えた。

「では、立ち話と言うのもなんだし、座ろうか」

　自衛隊の人たちは、俺たちが座ったのを見てから、椅子に腰を掛けた。

　それだけで、少し腰が低い印象を受けた。

　それから、君島と名乗っていたおっさんはやたらと重苦しい声で低く、

「単刀直入に言うが、俺は、君たちが件くだんの『神の試練』？　とやらの攻略者なのではないかと思っている」

　はぁ？　隣にいた女の人も、怪け訝げんな視線をおっさんに送っていた。




「勿もち論ろん、最初からそう思って来たわけではない。俺たちはあの日から生じた諸もろ々もろの問題の解決の糸口を探すために、全国の『さとうやすし』と『こばやしいちか』に総当たりで声を掛けていた。そして、正直中学生だと聞いた時にはもはや確認するまでもないだろうとさえ思っていた。だが、一目見て確信したよ。

　佐島靖くん、少なくとも君は攻略者だね。そして隣の君も」

「…………」

「…………」

　おっさんの洞察に、俺と小林さんはどう切り返せばいいか解らず閉口した。

　正直、自衛隊と言うものを舐なめていた。ここまでとは思わなかった。

「い、いやいや、君島大佐！　お言葉ですがこの子たち、中学生ですよ？　確かに、そこの男の子は顔が怖いけど、でもそれだけで、こんな中学生が──自衛隊でも攻略出来ずにいるあのダンジョンをたった二人で攻略したとは思えません！」

　腹筋が割れてそうな女の人が、そうまくしたてる。

　そうだろう。これが普通の人の反応だ。

　良かった。鳩山さんは普通の人で。

　寧むしろこの君島と名乗るおっさんがやばいのだ。

　なんだよ一目見て確信したって。達人かなにかかよ。

「まぁ、鳩山二尉がそう思うのもしかたないと思うが……どう見ても、この少年……ただ者じゃないぞ。今までいくつか修羅場は抜けてきたつもりだったが、今以上にやべえと感じたこともない」

「（……ふむ。この人間、一応は頑張って抑えておる主殿の『威圧』を見抜くとは……まぁ、『威圧』駄だ々だ洩もれだし、寧ろ隣の女の方が鈍いと思えるな）」

　うるさい。声が聞こえたらややこしいことになるし、黙っててほしい。

「（案ずるな。魂に直接語り掛けておる故、あやつらに声が聞こえる心配はない）」

　そうか。じゃあ言い換える。うるさいから、黙ってろ。

「（……むぅ）」

　ポケットの中のカナヘビがしょんぼりと頭をしな垂れた。

　ちょっと可哀かわいそうに思えたので、帰ったらちょっとは構ってやろうと思う。

　とは言え、このおっさんの洞察が凄いせいで俺たちのプランである、知らぬ存ぜぬが失敗しそうになっている事実は変わらない。

　俺はこそこそと、小声で小林さんに話し掛けた。

「（ねえ、小林さん、どうする？）」

「（どうする？　って聞かれても、あの君島って人、もうほぼ確信してるみたいだし、何を言っても誤魔化せないと思うよ）」

　くそ、心が読める小林さんが言うのなら間違いなくそうなのだろう。

「（だ、だったら、プランＢ──威圧で撃退作戦に移行するしか……）」

　小林さんのストップが掛からないので、俺は、クワっ、と目を開く。

　そして、ダンジョンでゴブリンを見た時の嫌悪感を思い出して、内心で殺してやるー！　と言う気持ちを増幅させた。

　俺のフルパワーの『威圧』。

　いつもは必死に抑えている（その割に怖がられるけど）威圧を、遠慮なしにぶっ放す。ガタッ、と椅子が倒れる音がした。

「ひっ、ひぃぃぃいいいい」

　鳩山さんと言っただろうか。俺たちが攻略者ではないと庇かばってくれた心優しい鳩山さんは、俺を化け物でも見たかのように恐れて尻もちを搗つきながら後ずさっていく。

　一方の君島さんは何でもないように目をつぶって流していた。

「佐島くん。いきなり怖い顔をして、どうしたんだ？」

　いや、よく見ると膝が震えている。それでも、鳩山さんの大げさすぎる反応を見ていると、耐えているようにも見える気がした。

「い、いや……その……」

　なんて答えれば良いか解らない。いや、だってこんなにビビられるとは思わなかったのだ。鳩山さんとか言う女の人なんか腰を抜かして、今にも気を失いそうな勢いである。

　俺は小林さんに助けを求めるように視線を移すと、

「大丈夫、佐島くんの顔は怖くないから。寧ろかわいげだってあると思うよ」

　恐怖に顔を染めた鳩山さんから目を逸そらすように、俺に明後日のフォローを入れた。

　小林さんの『慧けい眼がん』は、心は読めても、最適解を導き出すまでは出来ないのだろう。

「その、僕たちじゃ、ないです……」

「いや、流石にそれは、無理があるだろ……」

　威圧を抑え直しながら、弱々しく答えると、君島さんは呆あきれたようにため息を吐く。

「佐島くん、小林さん。俺たちは何も君たちをとって食おうと考えているわけではない。俺たちはただ、色々と君たちに聞きたいことがあって、ここに来たんだ。

　だから、そう警戒はしないでくれ。うちの部下も、腰を抜かすほどビビってしまっている」

　君島さんが親指でその方向を指すと、見た目は二十代前半だろうか？

　そんないい大人が、中身は兎とも角かく外見はただの中一でしかない俺に対して化け物でも見るかのような怯おびえた表情を見せていた。

「そ、その、大佐……私、早退してもよろしいでしょうか？」

「……まぁ、良いだろう」

「ありがとうございます」

　そう言って、鳩山さんは元気なくとぼとぼとこの部屋から退室していった。

　……あの人、自衛隊だけど、肝が小さいなぁ。いや、君島さんが異常なだけで案外ちゃんと訓練された自衛隊の人にも効くほど俺の『威圧』が異常なだけかもしれないけど。




　本当に申し訳ないことをしたと思っている。こんなことになるとは思ってなかったのだ。




　俺は女性を怖がらせてしまった後ろめたさから現実逃避するように、本来の用件を問うた。

「その、聞きたいことって？」

「ああ。まずは……そうだな。君たち二人は、ダンジョンを攻略した──と、声が聞こえたが、それは事実で間違いない……よな？」

「まぁ」

　今更否定する意味もないし、俺は頷うなずいた。

「その、さっきも鳩山二尉がちょろっと言ってはいたのだが、現在日本には七つの──世界では公開されている限りで七十ほどのダンジョンが確認されている。

　だが、俺たち自衛隊はそれらの入り口から中の化け物が出てこないように封鎖するのがやっとで、探索もまともに出来ていない。攻略なんてもっての外ほかだ」

「……だから、どうやって私と佐島くんのたった二人──それも中学生が、攻略したのか？　ってことですね？」

「ああ、正直、佐島くんの気迫を見てもなお半信半疑だ」

「それはもう、俺と小林さんの絆きずなの力で」

「ほぉ。てっきり佐島くんだけで解決したものだと思っていたが──」

　君島さんは興味深そうに小林さんの方を見る。

　しまった！

　目立っているのは俺だけだったし、俺の不用意な発言のせいで小林さんにまで君島とか言うヤバいおっさんに興味を持たれることになってしまった。

　小林さんは、少し呆れたようにため息を吐いてから──

「まあ、隠す意味もなさそうだし素直に喋しやべりますが──佐島くんが敵の殲せん滅めつを全て担当して、私は、それ以外を担当しました」

「そ、それ以外とは？」

「ダンジョンの道案内とか、索敵とかですかね？」

「!?　こ、小林さんは、ダンジョンの構造を知ることが出来るのか!?」

「まあ、完璧にとまでは行きませんが、ある程度は」

「それは、凄すさまじいな──」

　息をのむ君島さん。

　──ねえ、小林さん。本当にそんな素直に喋って大丈夫だったの？

「……この後の展開を考えると、全部隠すってわけにはいかないでしょう？」

　──この後の展開ってなんですか？

　俺だけ流れに置き去りにされているんですけど……。後で詳しい話は小林さんに解説してもらおう。




「……二人が協力してダンジョンを攻略したってのは理解したが……その、さっき佐島くんが敵を殲滅したって……その、化け物のことで合ってるか？」

「……鑑定だと『ゴブリン』とか『オーク』って出るあいつらですよね」

「ま、待ってくれ！　『鑑定』スキルって、化け物の名前も解るのか!?」

「あれ？　見えないんですか？」

「あ、あぁ。そんな話は聞いたことがない」

　あれ？　木々の固有名詞程度でもレベル２になれば観測できるはずなのに。……レベルが足りてないのだろうか？

「……だが、それよりもその敵を潰したってのは……」

「いや、だから普通に、魔力で視界に入る前にぶちッと」

「ま、魔力？　魔力とはなんだ？　い、いや『鑑定』で見える、あの１のやつだよな？　あれで攻撃したのか？」

「ま、まぁ、あの化け物は凄くばっちいし、触りたくないですからね……」

「ま、魔力なのか。……あの化け物ども、銃での攻撃も効き目が良くないって言うのに……」

「いや、物理攻撃も通用すると思いますよ。一応亜神竜も俺の拳で吹き飛んでましたし。……物理攻撃も効くよね？　小林さん」

「うん、まぁ、ステータスが足りてたら魔力でも物理でも倒せると思うけど」

　慧眼で色々見えていたはずの小林さんに確認を取る。

　そんな俺たちの話を聞いて、君島さんはこめかみを押さえて天を仰いだ。

「そうか。……聞いておいてなんだが、情報量が多くてちょっと混乱するな。何だったか？　魔力ってものがあって、それがあの化け物どもには有効で、で、あの全く動く気配のないステータスの数字を伸ばせば攻撃が届くようになる、と。

　……因ちなみに、参考までに聞くが佐島くんのステータスってどんな感じだ？」

「体力が十二万ちょい、筋力と敏びん捷しようが五万ちょい、魔力が三百万ちょい」

「……なるほど……は？　五万、十二万、ささ三百万？　俺も自衛隊でかなり鍛えてきたつもりだったが、その一万分の一くらいのステータスだったんだぞ、う、嘘うそだろ？」

　驚きよう愕がくする君島さんに、俺はドヤ顔でもって回答する。

　正直上がりすぎだと思うが、こうも大げさにリアクションされるとちょっと気分がいい。

「まぁ、信じるも信じないもあなた次第です」

「……リアル都市伝説だな、これは。ただ、これがマジなら、攻略法を聞いてどうこうとかそういう段階を超えてくるな。……もしかしてそっちの小林さんも凄すごいのか」

「勿もち論ろん！　小林さんは、俺よりも凄いよ!!」

「い、いや、私は普通に力や敏捷のステータスも14くらいしかないですし、大したことないですから！　……って言うか佐島くんも、私への過大評価どうにかならないの!?」

「？　妥当な評価だと思うけど」

「明らかに過大だから！　本当に、私は佐島くんみたいに凄い人じゃないですから！」

「いや、俺は別に凄い人間じゃないよ？」

「？　それはないでしょ」

　あると思うけど。俺のは、結局思考停止で単純作業している結果でしかないし、試行回数を稼げば誰でも出来るようなことだ。

　それに対して、小林さんは心を読めたり、初見のものの情報をめっちゃ知っていたりと無から有を生み出すような凄まじい活躍をしていた。

　隣の芝生は青いってだけなのだろうか？

　そんな俺たちに、

「ふむ。やっぱり二人は仲良いな。ダンジョンを一緒に攻略しただけある。……二人は付き合っていたりするのか？」

「え？」

　……そ、そう見えます？

　俺はそう言われたことが嬉しくて思わずにやけてしまうと同時に、小林さんの反応が気になって心臓がどきどきしてきた。

　小林さんはなんて答えるのか……

「ち、違いますけど……」

　で、ですよねー（泣）

「ははっ、青いなぁ。頑張れよ、佐島くん」

「う、うるさい」

　このおっさん、余計なことを聞きやがって。おかげで俺が無駄に傷ついてしまったじゃないか。って言うか、ここで否定されるのは脈なしなのか？　それとも、恋人じゃないのが単なる事実だからなのか？

「（い、今はまだ……）」

　落ち込む俺に、俺だけに聞こえるような小声とも言えないような小さな声で、小林さんはそう言った。今はまだってことは、今後はなる可能性もあると？　みゃ、脈ありなのか!?

　どどど、どっちなのだろうか？　バッキバキの童貞である俺に、その辺の機微が解るはずもなく、悶もん々もんとする。




「と、話が思いっきりそれてしまったな」

　君島さんがそう話を戻そうとするけど、俺の気分的には割とそれどころじゃなかった。

　それどころじゃないけど、心が読める小林さんの隣でうじうじ悩むのは流石さすがに恥ずかしいし、今はこの君島さんが作ってくれた波に乗ることにする。

「えっと……あれ？」

　やべえ、何の話してたか忘れてしまった。

「単刀直入に言う。佐島くん、小林さん。自衛隊の──ダンジョン攻略に協力してくれないか？」

「……は？」

　一人だけ展開を予測出来ていなかった俺の声だけが虚むなしく響く。

「え、えっと……どうしてですか？」

「ああ。一通り二人の話を聞いて思ったんだが、正直新しい情報が多すぎてあんまり理解出来なかった。だが、それと同時に、今後変わっていく世界において、自衛隊として国民の安全を守って行くには二人の力が不可欠だと思ったんだ」

「は、はぁ……」

「俺たちと一緒にダンジョンを攻略していく過程で、君たちの力を学ばせてほしい」

　な、なるほど。そう言われると、善良な一般市民である俺としては、手伝うくらいなら良いかなぁと思わなくもない。

　自衛隊や警察が強くなって、化け物やまだ見ぬスキル持ちの犯罪者たちの脅威を退けてくれるのなら、それは俺や小林さんが普通に生きていくうえでもメリットの多い話だ。

　ただ、それに自分がほぼ中心に行くような感じで関わるのは……

「えぇ……ちょっと面倒くさそうだなぁ」

「……私も、佐島くんに同感かな」

「なっ……」

　そもそも、俺はチームプレイとか凄く苦手なのだ。

　克服したいという意思があるかどうかは兎とも角かくとして、伊達に前の人生独りぼっちを後悔して死んでいないのである。

　馬鹿が死んでも治らないように、コミュ障もまた克服は容易ではない。

　それに、今の俺には小林さんがいる。ついでに、カナヘビと言う友達もいる。独りぼっちじゃないので、あまり積極的な気分にはなれなかった。

「……ダンジョン攻略は資源の回収や疑似的に土地を増やせることが色んな方面で期待されているから、協力してくれればそれなりの報酬は出ると思うぞ」

　……報酬かぁ。現状お金に困っているわけではないが、しかし欲しくないわけでもない。

　小林さんも少し興味を持ったのか。

「いくらくらいになりますか？」

「……そうだな。具体的な約束は出来ないが、佐島くんと小林さんは全世界から注目されている世界で唯一の『攻略者』だからな。年齢が年齢だけにちょっとあれになるかもしれないが、それでも交渉次第では一か月で百万以上も不可能じゃないと思うぞ」

「ひゃ、百万……」

　前の人生の俺の給料四か月分なんですけど！

　小林さんと俺は思わず顔を見合わせる。

「佐島くん。この人嘘は言ってないっぽいよ」

「マジで？　ひゃ、百万だって。どうする？」

　どうしよう。

　お金があれば、選択肢がかなり広がるんだよなぁ。

　小林さんとのデートの幅も広がるし、もっと良いプロテインも買えるし、それに学費の都合で前の人生でも選択肢に入ってなかった私立の高校や大学も視野に入れられる。

　俺、難関私立の過去問解くのとか結構好きだからなぁ……。あんな面白い問題作る学校に一回は行ってみたいと思う気持ちもなくはない。

　俺は、お金が稼げるという話に少し心の天てん秤びんが傾きかけていた。だが、それと同時に、ダンジョンの攻略には小林さんの協力が必須であることを考えると、お金のために小林さんを巻き込んで良いものかと思案する。

　いや、ないな。さっき、小林さんも乗り気じゃないみたいなことを言っていたし、学校も前の人生で通っていたところに不満があるわけでもない。

　うん。お金よりも小林さんの方が大事だな。やっぱり……

「ねえ、佐島くん。私、ちょっと興味あるんだけど……どうかな？」

　……あれ？　小林さん、乗り気？

　いや、俺の心を読んで気を遣ってる可能性もあるけど……。

　いや、でも先ほど「この後の展開を考えれば隠し通すわけにもいかない」って言っていたし、実は小林さんはこの展開まで想定して──!?

「嫌じゃ、ないの？」

「私も、お金貰もらえるなら嬉うれしいし」

　まぁ、小林さん家ちも俺と似たような感じでそんなに裕福じゃないだろうし、お金に魅力は感じるか。

「……君島さん。その、ダンジョン攻略は手伝っても構わないと思ってます」

「ほ、本当か？」

「ええ。まぁ、ボランティアでって言われたら流石に嫌ですけど、お金は貰えるのは嬉しいですし」

「でも、私たちは学生なので、その……平日はあんまり攻略に参加したくないというか……」

「まぁ、そうだろうな。その辺は十分に配慮するつもりだ。

　そもそも俺たちもダンジョンの攻略に乗り出すのは月に八回程度だし、初めのうちはそのうちの一回か二回を手伝ってもらえればと考えていた」

　月に一回か二回。それだけで百万円も狙える。やべえ。前の人生の仕事はなんだったんだと言いたくなるレベルの高給だ。

「それなら、引き受けようと思います。佐島くんもそれで良いよね？」

「うん」

　そんなこんなで、最後に俺と小林さんの住所と連絡先を聞いた君島さんは、帰っていった。




　目指せ、週二日勤務で月収百万円！

　俺たちは、お金に釣られて、ダンジョン攻略に協力することになった。




　　　　◇




　自衛隊のダンジョン攻略を手伝うにあたって、俺の中身は兎も角、外は未成年なので当たり前だが、親権者の同意書が必要となった。

　だが、特に反対されることもなく、精々「お金が入ったらちょっとは家計にも入れてくれると嬉しいな」と言われる程度だったし、呼び出しを受けたことについてクラスメートや先生に改めてなにか問われることもなかった。

　……俺の周り、俺に無関心すぎないか？　この認知のなさを考えると、俺は『従魔師』よりも『忍者』とかの方が天職だったかもしれない。

　閑話休題。

　君島さんが学校を訪れた日から二週間ほど経たったこの日が、俺と小林さんが自衛隊のダンジョン攻略を初めて手伝う日となった。

　場所は、俺たちの住んでいる街から最も近いダンジョンと気を遣ってくれているようだが、それでも新幹線で五時間はかかるような場所である。つまり、俺が全力疾走すれば十分程度で到着するような場所になるわけだ。

　必要なら宿泊場所も提供してくれると君島さんは言っていたが、今回はダンジョンがある場所も田舎で観光して楽しそうな場所でもなかったし、小林さんとのお泊まりだけは心惹ひかれたけど、ちょっとドキドキしすぎて死んでしまいそうなので、それは次回に持ち越しである。

　……可能なら、小林さんと恋人になってからお泊まりしたい。そしてあんなことやこんなことを……（自主規制）

　こんなことばかり考えてると小林さんに引かれそうなので、気持ちを切り替えて、小林さんと共にダンジョンへ向かった。

　移動手段は言うまでもなく、俺が小林さんを抱えて走る──である。

　至福の時間、ごちそうさまでした。




　楽しい時間はやはり終わりが必ず訪れるもので、少しゆっくりペースで走ること二十分。俺たちは、件くだんのダンジョンへ到着する。

「おう、来たか！」

「はい。集合時間十分前なので、セーフですね」

　そのダンジョンは、俺たちが初めて誘いざなわれたダンジョンの様に山の中にあって、洞穴の前には迷彩柄のテントがいくつも張ってある。

「君島さんたちはキャンプでもしてたんですか？」

「ああ、まあな。今日は佐島くんたちが来ることもあって、気合を入れて前日から準備してたんだよ」

「へぇ」

「集合！　整列!!」

　君島さんが怒鳴り声のような大きな声を上げると、ダダダッと音を立てて、方々に散らばって各々の準備？　をしていた自衛官たちが俺たちの前に整列する。

　その人数は八人と、想像していたよりかはやや少ない人数。その中には、俺の姿を見るや否いやや、恨みがましい視線を向けてくる女の人──鳩山さんもいた。
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「こちらが今回の協力者──噂うわさのダンジョンを攻略した、佐島靖くんと小林いちかさんだ」

「よろしくお願いします」

　小林さんの真似まねをするように、俺も頭を下げた。

「えー、ダンジョンを攻略した助すけっ人とが来るって聞いたから期待していたのに、なんだこいつら、どう見てもただのガキんちょじゃないすか！」

「おい、やめろ次じ郎ろう丸まる。大佐の前だぞ」

　一人の少し軽薄そうな印象を受ける自衛官が、俺たちを指さしてそう声を上げると隣の自衛官が小声でたしなめる。

　他の自衛官は、次郎丸とやらの方を見向きさえせずきれいな列を保っていた。

　すげえ。

「次郎丸。この二人をただの子供だと侮らない方が良いぞ？　子供だと侮って痛い目見た奴やつもいるしな。なぁ、鳩山二尉？」

「た、大佐！　その話は……」

　鳩山さんは顔を赤くして恥ずかしそうに声を上げる。

　……ごめんね。まさか本当に腰を抜かすなんて思わなかったんだよ、俺も。

「隊員諸君もよく聞け。彼らは確かに中学生だが、殊こと、ダンジョン攻略に関しては我々自衛隊よりもエキスパートだ。教えを乞うつもりで彼らと接するように」

「「「「「「はいっ！」」」」」」

「次郎丸も解ったかね？」

「は、はい、解りました！」

「よろしい！」

　お茶らけていた次郎丸と言う自衛官がぴしっと背を正すと、君島さんが満足そうに頷く。……この一連のやり取りで、厳しそうなイメージがあった自衛隊にも少し親近感を覚えた。

　──あえてなのだろうか？

「では、佐島くんたちも揃そろったことだし、今一度ダンジョンでの活動マニュアルを確認するぞ。次郎丸、折せつ角かくだからお前が代わりに説明するか？」

「えー、む、無理っすよ！　俺、マニュアルは半分しか覚えてませんし！」

「おい。しっかりしろよ、次郎丸……。では、説明を始める。佐島くんや小林さんも解らないところがあったら、質問してくれ」

「解りました」

「……って言うか、マニュアルなんてあるんですね」

「ああ、ダンジョン探索は命がけだからな。先んじて有事の際の行動を決めておくと、土壇場で慌てないで済む」

「へー」

　見た感じ、ステータスが大して高いわけではない自衛隊の人たちなら、そう言った計画性が大事になってくるのだろう。

　なんというか、ちゃんと社会人している彼らに劣等感を覚える。

　前の人生の俺は、会社に勤めているだけの社会不適合者だったからなぁ。流石さすが公務員。きっとあのチャラチャラした次郎丸くんでさえ、俺よりもちゃんと大人をしているのだろう。

「では、まず化け物に出会った時の対応だが──」

　そんなこんなで、君島さんがマニュアルを説明するのを、俺は聞き流す。

　小林さんも、どうでもいいと思っているのか明後日の方向を見つめていた。

「──以上がダンジョンにおける行動マニュアルだが……佐島くんや、小林さんは質問とかはあるかな？」

「いえ、特に」

「私からも特には……」

「ダンジョンを攻略した経験のある君たちから見て、我々の行動マニュアルはどう見えた？」

「どうもなにも……」

　自衛隊の人たちは、見た感じ、小林さんのような『慧けい眼がん』や、俺のような超パワーを持ち合わせているわけではない。

　俺や小林さんが探索するなら、小林さんが敵を探知し、ダンジョンの正確なルートを導き出して、俺がステータスと魔力の暴力で圧し潰すごり押しが成立するけど、自衛隊の人たちじゃそうもいかないことは理解出来る。

　となれば、俺から出来るアドバイスなんて皆無だった。

「小林さんは？」

「……ええ、まぁ。作戦に関しては私から言えることも特にありません」

「そうか。では、これよりダンジョンの探索を開始する。隊員諸君は、先ほど説明したとおりの陣形に移れ！　佐島くんと小林さんは、後ろからついてきて、気になることがあれば、どんどんアドバイスしてくれ」

「はい、解りました」

「なに、危なくなったら我々が全力で君たちを守ろう」

「いえ、それは……」

「ああ、我々が守るまでもなく君たちは強いんだったな。これは失礼した」

　君島さんは愉快そうに笑ってから、隊員たちの方へ歩いていく。俺と小林さんは、君島さんに言われた通り、自衛隊の隊列の後ろの方に並んだ。

「では、行くぞ！」

「「「「「「「「はい！」」」」」」」」

　こうして、自衛隊と俺たちの初めての共同探索が開始された。




　　　　◇




「化け物が出現した。総員、銃撃用意──撃て!!」

　君島さんの号令と共に、怒号のような銃声が鳴り響くダンジョン一階層。その標的は、ただ一匹のゴブリンだった。

　バンバンバンバンバンバンバンバンバンバンッ!!

「総員、銃撃止め！」

「ぐ、ぐるぅ……」

　存在自体がただただ不快なゴブリンは、全身ハチの巣にされてもまだビクンビクンと動いている。キモイ。

「とどめを刺すぞ！」

　そう言って投げ込まれたのは手しゆ榴りゆう弾だん。爆発音と共に、ゴブリンの肉体は消し炭になった。

「どうだった、佐島くん。我々自衛隊の戦闘は」

「戦闘はって言うか……とりあえず、硝煙臭いです」

「ははっ、そればかりは我慢してくれ」

「……ねえ、小林さん。あのゴブリン、特殊な個体か何かだったの？」

「ううん。普通の──何ならあのダンジョンのよりちょっと弱いくらいのゴブリンだったわ」

「そうなんだ」

　銃、撃ちすぎじゃね？

　弾丸も無料じゃないだろうに。

「あの、俺の知る限りあの化け物はそんなに強くないですし、もう少し銃弾を節約したら如何いかがでしょうか？」

「ふむ。……では、試してみるか。……総員！　次は銃弾を節約するぞ！」

「「「「「「「はい！」」」」」」」

　のっそのっそ。自衛隊の人たちは、重い装備を沢山付けているからか、物もの凄すごく遅いペースでダンジョン内を進んでいく。

　初めてダンジョンに飛ばされた時は、一階層を進むのに十分も掛からなかったのに、今回は三十分掛けて一階層の一割程度。

「化け物が出たぞ！」

「銃弾を節約しろ！　シールド班前へ！」

「「「はい！」」」

　透明な盾を持った隊員が前に出て、盾で、ゴブリンの攻撃を防ぐ。

　そして、その隙を狙って至近距離で銃弾を撃ち込んだ。流れるような動作、連携に、ゴブリンは銃弾の一発で倒れる。

「とどめだ！」

　そして投げ込まれる手榴弾！

　ボンッ！

　……ゴブリンは跡形もなく、消し炭になった。

「今度はどうだったかね？　佐島くん」

「……硝煙臭いです」

「はっは、それは我慢してくれ」

「……って言うか、手榴弾もなしにしてください。消し炭にしなくても完全に殺せば自然に消えますから」

「……そうなのか？」

「……一応、ゴブリンの急所は心臓の部分なので、ちゃんと打ち抜けば銃弾でも死ぬと思います。それと、急所を外してもナイフで心臓を刺せばちゃんと消えますから」

「そうか。貴重な情報ありがとう。試してみよう。総員！　次は手榴弾を使うな！　心臓を攻撃すれば消滅するらしい！」

「「「「「「「はいっ！」」」」」」」

　更にのそのそと歩くこと三十分。

「化け物と遭遇したぞ！　シールド班、前へ！」

「「「はいっ！」」」

　三人がかりの盾部隊が、一匹のゴブリンの攻撃を安定して防ぐ。その隙間から、一人の自衛官がゴブリンを狙撃。ゴブリンが倒れたのを確認してから一人の自衛官が飛び出し、ゴブリンの心臓をナイフで突き刺すと、ゴブリンは消滅した。

「……今度こそ、どうかな？」

「……まぁ、良いんじゃないでしょうか」

　ゴブリンを見ているとお腹なかの底がむかむかしてきて、うっかり魔力で潰したくなるから薄目で観察していたけど、その中だと、特に資源の無駄遣いはしてないように見えた。

　強いて言えば、高がゴブリン一匹相手に五人がかりはやりすぎだと思うが、この探索部隊が十人以上いるので、五人でも一概に悪いとダメ出しは出来ない。

「小林さんはどう思う？」

「この様子だと、ダンジョン探索は五人一組の小隊でも十分そうだと思ったわ」

　ああ、小林さんはアドバイスするのね、そこ。

「どういうことだ？」

「つまり、人多くね？　ってことですよ。安全策を取るのは結構ですけど、ゴブリン相手にこのペースだったら、そりゃ一生ダンジョン探索は進まないでしょうね」

「……耳が痛いな」

　俺の言葉に、君島さんは苦渋の表情を浮かべる。

　自衛隊の人たちは、少し不満そうな空気を出すが、それを明確に言葉に出す者はいない。──一人を除いて。

「さっきからなんすか？　お二人さん。銃弾を使いすぎだの、手榴弾を使うなだの、人が多すぎるだの──誰も怪け我がしないように安全策を取って何が悪いんすか？」

「安全策……安全策ねぇ」

　ゴブリン一匹如ごときにフル装備の自衛官が五人がかりで袋ふくろ叩だたき。確かに、現状だと問題はないんだろうけど──

「この先、例えばゴブリンが数十匹単位で現れるみたいな『想定外』が起こった瞬間に瓦解する安全策ごっこのことですか？」

「ぐっ、だったらお前らなら出来るってんのかよ？　安全に、手早くあの化け物を処理することが」

「おい、次郎丸！　やめないか！　中学生相手に大人げないぞ！」

「お、おう……でも！」

「そうだな。次郎丸の言うことも一理ある。──決して君たちを疑っているわけではないが、それでもどうやって佐島くんたちがダンジョンを攻略出来たのか、是非、この目で見てみたい」

「…………」

　どうする？　小林さん？

「良いですよ。その方がそちらも納得出来ると思いますし」

「そうか。それは助かる」

「あと、佐島くん。私も佐島くんの意見には概おおむね同意だけどさっきのは流石に言いすぎだったと思う」

「ご、ごめんなさい」

「私じゃなくて、自衛隊の人たちに、でしょ？」

　小林さんに言われたので、俺はぺこりと自衛隊の人たちに頭を下げた。君島さんは、別に構わないと手を振る。次郎丸は不機嫌そうに鼻を鳴らした。……む。

「まあ、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずなので──」

　俺と小林さんは、自衛隊の隊列を割って、一番前に出る。

　そして、小走りで進む。

「佐島くん、そこの角を曲がったらゴブリンが一匹」

「了解」

　なるべく醜い化け物の姿は見たくないので、見える前に魔力で潰す。

「なんだ？　小林さんは、化け物の所在が解わかるのか？」

「ええ。私は、ダンジョンの構造と化け物の位置がなんとなく解る能力があります」

「へえ、それは便利だな」

　本当は人の心を見通したり、異世界の魔法の呪文を見通したり──何なら森羅万象を見通してそうな勢いのあるチート能力なんだけど……どうやら小林さんは、そういう方向で能力を誤ご魔ま化かしていくつもりらしい。流石さすが小林さん。クレバーだ。

「……って、あれ？　何もいねえじゃねえか」

「ああ、それなら小林さんが所在を教えてくれた瞬間に捻ひねりつぶしました」

「……は？　お、おいおい、そんな出で鱈たら目め信じられると思うか？」

「……そうだな。俺も俄にわかには信じられん。悪いが佐島くん。次は我々が視認出来る範囲で化け物を討伐してくれないか？」

「……まあ、解りました」

　本当は化け物なんて不快な生物見たくないんだけど、小林さんが嘘うそ吐つき呼ばわりされる方が嫌だし我慢するしかないか……。

「佐島くん、もうすぐ歩いたら二階層に繋つながる階段が右壁に埋まっているから」

「了解」

　俺は小林さんの指示通り壁を殴って壊す。すると、下へ続く階段が現れた。

「お、おい……二階層って何だよ？　それにその階段……」

「いや、一応化学班の調査で下に何かあるのは知っていたが、しかし階段なんて……い、一度撤退して準備を整えた方が良いんじゃないか？」

　次郎丸も君島さんも、二階層の存在を知らなかった様子で唖あ然ぜんとしている。

　流石にそこまで攻略が進んでないとは思ってなかった。

「え、えっと……」

「私と佐島くんなら大丈夫です。安心してついてきてください」

「……とは言われてもなぁ」

「いや、解った。ついて行こう」

「た、大佐!?」

　次郎丸がごねて、君島さんが了承する。鳩山さんが少し驚いたように声を上げた。

「小林さん、ここって全部で何階層まであるの？」

「七階層じゃないかな？　あと、階段降りたらゴブリンが二匹いるから」

「了解」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　全七階層って、小林さんはそんなことまで解るのか!?」

「ええ、まあ」

「だから、二階層程度でぐずぐずしてたら一生攻略なんて出来ませんよ」

「いや、そうなんだろうが……」

　君島さんは、難しそうに顔をしかめた。

　そんなことを話している間に、俺たちは階段を降り終わる。その先には、先ほどの小林さんの報告通り、ゴブリンが二匹いた。キモイ。

　ブチュリ。

　俺が魔力の塊でゴブリンを潰すと、ゴブリンは跡形もなく消え去った。

「な、なんだ、今のは？」

「ふ、触れてすらなかったよな……」

「お、おい、佐島くん！　今、君は何をしたんだ!?」

「何って、魔力で潰しただけですけど……」

「ま、魔力……この前も話した時に言っていたあれか。しかし、全く理解出来なかった」

　まあ、俺も魔力に関してはなんとなく鍛えているだけで、何なのかはよく解っていないんだけど……解る意味もないだろう。

「佐島くん、そこ曲がった先にゴブリン三匹」

「了解」

　俺は化け物が見える前に潰す作業を続け、小林さんの案内で三階層へと続く階段を見つけ、その辺で一度地上に戻ることになった。

　俺たちが前に出てから外に出るまでに掛かった時間は三十分程度。

　俺が小林さんを負ぶれば三十秒も掛からないが……。

「佐島くんと小林ちゃんって言ったっすか？　お二人、ちっこいのに凄すげえんっすね！」

　ダンジョンの外に出るや否いなや、次郎丸が目を輝かせて俺たちの所へ走り寄ってきた。

「おい、次郎丸……って言っても、俺も内心は同じなんだけどな」

「だな、正直凄すぎて訳解らんかった」

「だよな、この二人がうちに協力してくれれば、全七階層でしたっけ？　このダンジョンの攻略だって瞬殺っすよ！」

「次郎丸さんっ、それだとうちらの仕事なくなっちゃいますよ」

「それもそうだな！」

「「「「「あっはっはっはっは！」」」」」

　次郎丸の軽口と称賛から、他の自衛官たちも口々に俺と小林さんを褒めて、そして楽しそうに笑っている。

「佐島くん」

「うん、小林さん」

　この和気あいあいとした平和な空気が、前の人生、人間関係に恵まれなかっった俺にとって少しだけ、居心地がいいものに感じられた。

　俺たちの許もとに、君島さんがゆっくりと歩いてやってくる。

「佐島くん、小林さん。今日の協力、感謝する。……最後は二人の凄すさまじさに我々自衛隊も魅せられる形となってしまったが──二人から見て、我々の改善点は何だった？」

　改善点、即すなわち、今日の自衛隊に足りなかったこと。

　装備が整っていて、統率の取れた自衛隊。そんな彼らが今日一日で最も足りないように感じたものは──

「ステータス、じゃないですか？」

「は？」

「その、ゴブリンに苦戦したのも、俺の魔力が見えなかったもの結局、ステータスが足りなかったの一言に集約するんです。つまり、トレーニングです！」

「い、いや、その佐島くん……魔力に関しては兎とも角かくとして、我々は一応毎日それなりに肉体の鍛錬はしているつもりなのだが」

「じゃあ、まだ足りてないんでしょうね。でも、安心してください。俺がメニュー教えますから！」

「さ、佐島くん。流石に佐島くんのメニューは実践出来ないと思うけど……」

「大丈夫！　そこはちゃんと手加減するから！」

　俺の舐なめているとすら思われかねない発言。しかし、先ほど実力の一端を披露した影響か、自衛隊の人たちは少し引いているようにすら見えた。

　しかし、折せつ角かくの筋トレ布教のチャンス。俺はこの時、いつもより少しだけ積極的になっていた。

「その、何なら俺がちょこちょこ顔を出して魔力と筋肉の鍛え方教えますから！」

「魔力の？　それは、是非お願いしたいな」

「た、大佐!?　それはちょっと……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんか俺、凄く嫌な予感するんすけど……」




　そんなこんなで、俺は自衛隊に俺のトレーニングメニューを教える約束を取り付けて、今日の所は一先ひとまず、小林さんとお家に帰った。

　帰りの際、小林さんを背中に乗せてひゃっはーしたのは言うまでもない。
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「ったく、佐さ島とう靖やすしも小こ林ばやしいちかも思っていた以上に出鱈目だな」

　佐島靖、小林いちか──ダンジョンの攻略経験があると言う中学生二人と共に、初めての共同探索を行った後、君きみ島じま勲いさおは上層部へ提出する報告書をまとめていた。

　佐島靖、ステータス不明。

　殆ほとんど腰の入ってない素人パンチだったが、その一突きだけで、重火器を用いても壊せなかったダンジョンの壁を破壊。魔力と言う未知の物質を扱い、触れもせずに化け物数匹を一瞬で殲せん滅めつするほどの実力を持つ。

　小林いちか、ステータスは一般人程度と予想される。所持スキルは不明。

　しかし、そのスキルはダンジョンの構造や階層を解析し、敵の居場所を把握することが出来る──探知系の能力を保持していると予想される。

「俺が思うに、本当にヤバいのは佐島くんだが……上は、小林さんの方を評価するだろうな」

　何せ、今はダンジョンについてどの国も暗中模索の最中なのだ。

　そこで、無限大の情報収集力を秘める彼女の存在価値は非常に高い。対して、佐島靖は、有り体に言ってしまえば強いだけ。

　その強さは凄まじく未知数だが──

「平和ボケした上層部に、佐島くんのヤバさがイメージ出来るかね……」

　あれは、最低でも人間戦車──全力を見たわけではないから確証はないが、下手すれば、人間核弾頭と言えるほどのパワーを秘めている可能性がある。

「君島さん。探索の後でお疲れでしょうに……」

「いや、このくらい大したことは──」

「無理はしすぎないでくださいよ？　コーヒー淹いれておきましたから」

「ああ、済まないね、鳩はと山やま二尉。ところで、鳩山二尉はあの二人についてどう思う？」

「あの二人──と言えば、佐島と小林ですか？」

「ああ」

「どうって──」

　考え込む鳩山の表情はどんどん険しくなっていく。彼女は、以前、学校に聞き込みに言った時、佐島の一ひと睨にらみで腰を抜かした過去を思い出していた。

「小林の探索探知能力は凄すさまじいですが、それ以上に佐島靖……あの男は色んな意味で本当に怖いです」

「色んな意味で？」

「ええ。単純に、あの竦すくみあがらせるような鋭い目つき、今日見せた対化け物戦における圧倒的なパワーもそうですが、何より恐ろしいのは、そんな馬鹿げた力を持つ彼の第一印象は、普通の──何なら冴さえなそうな男子学生だったことです」

「……そうか？　見るからにヤバそうだろ、あいつ」

「いいえ、それは君島大佐が変なだけだと思います。少なくとも私は、初めて彼を見た時、ただの中学生だと侮ってしまいました」

「ああ、それで腰抜かしてたからな」

「た、大佐！　それは今は良いじゃないですか！」

「すまんすまん」

　赤面して抗議する鳩山に、君島は軽く謝る。

「だが、鳩山二尉の言っていることは実に的を射ている」

「？　どういうことですか？」

「いやな、佐島くんについて報告しても、あの男の本当のヤバさを上層部は正しく理解してくれないんじゃないかと思ってな」

「……かつての私のように、ですか？」

「蒸し返したことは悪かったよ！　だが、佐島靖はその目で直接見なければ解らないタイプのヤバさを秘めている。俺も、会うまではただの中学生だと思っていたしな。

　鳩山二尉。率直に聞くが、彼のヤバさをなるべく正確に上に伝えるにはどうすれば良いと思う？」

「そうですね……人間核弾頭とでも書いておけば良いんじゃないですか？」

「二尉もそう思うか？」

「まあ、多少オーバーな方が却かえっていい感じに働くかもしれませんし」

「そうだな」

　君島は、報告書を認したためる。

　佐島靖、能力ステータス、共に不明。

　その強さは、戦略級兵器（核兵器）などに匹敵する恐れあり。現状、彼は大人しいため、極力刺激せず、様子見に徹するべきかと思われ。

「はあ、胃が痛いな」

　君島は、来週から隊員を鍛えると約束した人間核弾頭のことを思うと痛くなるお腹なかをさすりながら、温かいコーヒーを一口啜すすった。
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　昨日執り行ったダンジョンの共同探索。

　装備が充実していて、統率の取れた隙のない連携を行う自衛隊に俺は、流石さすが国防を担うプロフェッショナルだと思ったが、それ以上に地力が──もっと言えばステータスが足りていないと思った。

　そんな俺は自衛隊の戦力増強に協力すべく（あと、小こ林ばやしさんとデートの予定もなく暇だったので）朝から、君きみ島じまさんが駐在する自衛隊の基地にお邪魔していた。

「おう、よく来てくれたな、佐さ島とうくん。今日は一人だけか？」

「ええ、まあ。小林さんは昨日ので疲れてるかもしれませんし」

「そうか」

「……って言うか大佐、彼、昨日の今日で来るって聞いてないんですけど」

「ああ、言ってないからな。何なら来るって言われたの小一時間前だし」

「小一時間前!?　だったら殆どアポなしみたいなものじゃないですか……だって、佐島の住所的に、車でも四時間は掛かる距離ですよ？」

　つまり、小一時間前に連絡したなら既に近くに来ていたのだろうと鳩はと山やま二尉は暗に言っているのだろう。だが、

「俺、ちゃんと君島さんが来てくれって言われてから、家を出ましたよ」

「……大佐、メール返信したのはいつですか？」

「まあ、俺もすぐすぐで返信出来るわけじゃないからな。五分前だ」

「五分前!?　う、嘘うそ……まさか、本当に？」

「はい。走って来ました。近場ですし、あのウサイン・ボルトを超える俺の俊足なら五分あれば余裕です」

「…………想像以上に荒唐無稽ですね、彼。本当に今日の訓練大丈夫なんですか？　大佐」

「あ、ああ、俺も正直不安になってきた」

「大佐!?」

　……失礼な。ただ、いつも俺がやってるメニューを紹介するだけである。

　日ごろ鍛えている自衛隊の人たちなら、まあ余裕だろう。そんなこんなで、魔力の開眼と基礎ステータス上昇のための訓練が始まる──。




　　　　◇




　その時、俺は思い出した。俺がコミュ障だったと言う事実を。隣に小林さんがいない不安を。整然と立ち並ぶ──ダンジョン共同探索の時より多い自衛官。

「彼が、我々に魔力の取得方法とステータス向上の方法を教えてくれる佐島靖やすし──特別講師みたいなもんだと思ってくれ」

「…………」

　君島さんに背中を押し出され、俺は一歩前に出る。

　沢山の人の前、挨拶をしなければならない。そう思うと心臓が早鐘を打つ。頭が真っ白になっていく。どうしようどうしようどうしようどうしよう……。

「みなさんこんにちはっ──」

　しまった──。俺は取り返しのつかないことをしたと確信した。

　緊張で強こわ張ばってテンパった俺は、『威圧』の制御に失敗し、普通に解放してしまった。緊張の強張りが、自衛隊のみんなに伝わっていくのを感じる。

「「「「「「────」」」」」」

「……相変わらず凄すげえな、佐島くん。でも、二度目だから流石に大丈夫だ」

　ポンと、君島さんが俺の肩に手を置いてにやりと笑った。

「この程度で腰を抜かすような軟弱者は、うちの隊にはもうおらんよ、佐島くん」

「そっすね！　今ので腰を抜かすのは鳩山二尉くらいのもんっすよ！」

「おい馬鹿次じ郎ろう丸まるやめろ！」

「……次郎丸くん。後でお話があります」

「ひえっ……」

　青ざめる次郎丸と、物もの凄すごく恐ろしい雰囲気を出している鳩山さん。

　そして何より、俺の『威圧』を真正面から受けたはずの自衛隊の人たちに怯おびえの表情は見えない。それどころか、次郎丸のようにふざけるやつや、笑うやつがいた。

「……学校でのアレは想定外だったので、少し取り乱しただけです。来ると解っていれば、訓練された自衛官にとって、これくらいの『威圧』感──大したことはありません」

　鳩山さんは毅き然ぜんと、そう答え、それに追従するように自衛官の人たちが強く頷うなずいた。

　……そうか。俺が多少『威圧』の制御をミスっても大丈夫な人がいるんだ、この世界に。小林さん以外に。

　多少『威圧』の制御をミスっても大丈夫な相手だと解ると、俺の緊張も幾分かほぐれていくような気がした。

「みなさん大丈夫なようですので、お言葉に甘えて少々『威圧』を解放しますね」

　俺は力を抜いて、いつも意識的に抑圧している『威圧』を、羽を伸ばすように解放した。自衛隊の人たちがにやりと笑う。

「佐島くん、その『威圧』感は、素なのか？」

「まあ、一番楽にしたらこうですし素と言えば素ですね」

「そうか……お前らは大丈夫か？」

「余裕っす！　これくらいの方が却かえってハリが出て良いくらいっすね！」

「そうだな次郎丸。自衛官として、これくらいじゃ音を上げてられないな」

「そうか。じゃあ、佐島くん。早速、いつもやってるトレーニングを教えてくれないか？」

「そうですね。とは言っても凄くシンプルですよ？　でも、魔力が見えるようになってステータス上昇を見込めるトレーニングなのは保証します。まずは走り込み日本一周！」

　ポカン、とされる。

　いや、それは今の俺の日課だった。ステータスの低い彼らにちょうどいい距離は、どれくらいか──。う～ん。

「──は、冗談として、とりあえずこの演習場二十周走りましょう！」

　目算一周二キロくらい。まあ、フルマラソン程度だと考えれば余裕だろう。

「は？　やべー、想像以上にスパルタなんすけど……」

「次郎丸、それは俺も同感だがつべこべ言わず走るぞ」

「ひええ」

　そんなこんなで、自衛隊の人たちに教える訓練が始まった──。




　　　　◇




「ぜえ、ぜえ。はーっ。もう一歩も動けないっす。し、死ぬ……！」

「がはっ、まだ喋しやべれるなんて元気があるなぁ、次郎丸は」

「うぷっ……」

　訓練が始まって早六時間。三時間で四十キロちょっとを走らせた後、一時間の瞑めい想そう、一時間の筋トレ、瞑想。俺が初めて魔力を見た時にしていた訓練を実践した自衛隊員の姿は、正まさに死し屍し累々と言った感じだった。

「えー、この中に魔力を体感出来た人はいますか？」

　俺が聞いても手を挙げる者は誰もいない。まぁ、俺もあれを見つけるのには一か月近くかかったからなぁ……。

「とりあえず、締めにもう四十キロくらい走って瞑想してから、終わりましょうか？」

「……は？　じょ、冗談っすよね？」

　俺はコミュ障なのだ。冗談を言えるわけがないだろう。無論本気の提案である。

「……佐島くん、俺からも頼む。もう今日は勘弁してやってくれないか？」

「えー……でも、魔力、見えなかったんですよね？」

「そ、それはそうだが……」

「もう、無理……」

　んー、根性ないなぁ、この人たち。いや、ステータスが上がりすぎて俺の感覚がバグっているだけで、これが普通なのか？

　君島さんも止めているし、これ以上やって負傷者が出たら問題になる。

「……じゃあ、解りました。君島さんに免じて、今日の訓練は終わりにします。各自、心臓の奥にある灯ともし火びのような魔力を視認するために、瞑想と筋トレを繰り返してください」

「「「「「はい！」」」」」

「佐島くん。今日はありがとう。また、来てくれ」

「……勿もち論ろんです！」

　俺は、噛かみしめるようにそう返事した。

　何だかんだ、自衛隊の人たちは『威圧』のある俺を受け入れて、次を用意してくれているし。そんな自衛隊の人に応えるためにも、俺がやっていた方法だけじゃなくて、もっと手早く効果的に魔力を体感する方法を小林さんに相談するのも良いだろう。

　そんなこんなで、俺は走って家に帰った。
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「「「「「「うわぁあああああああ！」」」」」」

　翌日、月曜日の放課後。昨日に引き続いて、今日も自衛隊の演習場に訪れていた俺は、到着するや否いなや、自衛隊の人たちをまとめて魔力の塊で転がしていた。

「おい、いきなり何するんすか！」

「そ、そうだぞ佐島くん。いきなりこんなことをして──せめて説明をしてくれ！」

　説明、そう問われて、俺は今朝のことを思い返していた。




「魔力を手っ取り早く見れるようになる方法？」

「うん。なんか、俺がやっていた方法だと怪け我が人とかが出そうだしさぁ」

「そうだね……限界まで体力をすり減らして、瞑想を繰り返すなんて無む茶ちやな方法は確かに効果的だけど、死人が出てもおかしくないかもね」

「でしょ？　だから良い方法はない？」

「まあ、あるよ。……特殊なスキルとかもなしに、一から一人で魔力を見つけるのは、佐島くんがやってた方法しかないけど、魔力を扱える私や佐島くんがいれば簡単に出来る方法が」

「なにそれ」

「それはね──魔力で軽く小突いたりして、魔力そのものを実感させることだよ」




　以上回想終わり。

「──と言うわけで、この中に魔力が見えるようになった人はいますか？」

「魔力？　こんな訳解らないのでいきなりそんなのが──な、ななななんすか佐島さん、その佐島さんを纏まとうような巨大なそれは！」

「は？　何言ってるんだ？　次郎丸。そんなの俺は見えないぞ？」

「お、俺は見えるぞ……なんだこれは……」

「お、俺も見えるようになった。佐島くん、これが魔力か？」

「そうです、これが俺の魔力ですね。参考として、この魔力量は、ステータス的に言えば三百万とかそれくらいです」

「なっ、三百万!?」

　まあ、基本的には一だが、鍛え続ければ三百万なんてあっという間だ。多分。

「私は全然見えませんけど……」

　鳩山さんは目を細めて俺を見ている。

　見える人と見えない人の割合は七：三くらいか。

「とりあえず、俺の魔力が見えない人はそっち側に集まってください。見えるようになるまで転がします。見えた人は、自分の内側にある魔力を感じ取って動かす練習をしてください」

「わ、解った。みんな、佐島くんの指示に従ってくれ！」

「「「「「はいっ！」」」」」

　自衛隊の人たちがてきぱきと行動を始める。

「おお、これが俺の魔力っすか！　ワクワクしてきたっす！」

　楽しそうな次郎丸をしり目に、俺は魔力が見えない人たちが魔力を視認出来るようになるまで、魔力で転がし続けた。

　怪我しない程度に、限界まで手加減して転がし続けた。

　そうして、夜になる頃には今日、この場にいた自衛官全員が魔力を視認出来るようになっていた。

「それではみなさんは、各自見えるようになった自分の魔力を操り、増やす練習をしていてください」

「「「「「「はい、解りました！」」」」」」

「では、次は来週の土日辺りに来ますので、またよろしくお願いします」

　そう言って、俺は自衛隊の基地を後にした。
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「走りながらも、魔力の流れを意識し続けてください！」

「「「「「はい！」」」」」

　小林さんに教えてもらった方法で全員が魔力を視認出来るようになった六日後の土曜日。魔力を増やすためのトレーニングとして、ひたすらに走らせながら、魔力を意識する練習をさせていた。

　今回は、前回の反省を活いかして先に小林さんから最適解を聞いている。




「魔力を効率的に増やす方法？　それに関しては、佐島くんのやり方が一番だと思うよ」

「俺のやり方？」

「うん。精神を限界まで追い詰めながら、魔力を意識すること」




　そして、最も効率的に精神を追い詰める方法は全力で運動することである。

「うぉおおお、盛り上がってまいりました！」

「楽しくなってきました！」

　二十キロを超えたあたりで、ちらほらと自衛隊の人たちが声を上げる。

　なんでも、自衛隊の人たちは訓練で辛くなったりきつくなったりするとポジティブな言葉を発して、自分を奮い立たせるよう訓練されているそうな。

　……てっきり、本当に楽しくなってきたのだと思っていたけど、そうではないらしい。

　頭が真っ白になるあの感覚、あの時が一番気持ちが良いのは全人類共通だと思うんだけどなぁ……。

「ペース上げてください！　四十キロに三時間も掛けることになりますよ！」

　フルマラソンの世界記録保持者は二時間程度だ。

　魔力などのアシストもつけていくのだから、自衛隊の人たちには最低でもそれくらいのスピードで走れるようになってもらわなければ困る。

　因ちなみに俺は四十キロなら数十秒で走りきれる。

「……あと一時間半か。君島さん。俺、暇なので日本一周してきますね」

「ああ。……は？」

　日本一周って言っても北は北海道、南は鹿児島までの陸続きを走るだけで沖縄には基本行かない。日本の海岸線を走ると大体一万二千キロくらいの距離になるので、俺の足なら、二時間近く掛かる。

　が、それは普通に走った場合。魔力の補助を使って全力で走れば一時間ちょっとで走りきれるだろう。

　楽しそうに走る自衛隊の人たちを見てたら俺もうずうずしてきたのだ。

「行ってきます！」




「はぁ、はぁっ、ただいま帰りました！」

「……ああ。まだ五十分しか経たっていないが」

「ちゃんと一周してきましたよ？　一応これ、お土産です」

「……なんだこれ」

「こっちは鹿児島の火山灰の缶詰で、こっちは北海道の砂箱です」

「砂利ばっかじゃねえか！　……うわっ、でも本当に札さつ幌ぽろとか桜島って書いてやがる」

「砂箱は時期じゃないですけど、お土産屋で買えました」

「……そうか」

　ただ、魔力のアシストで速く移動出来たのは良いものの、アシストが快適すぎて、全然疲れなかった。やはりいつもみたいに三時間掛けて、魔力で負荷を掛けながら全速力で走るのが一番良い。

「で、皆さんはまだ走り終わらないんですか？」

「ああ、まあそうだな」

　……自衛隊の人たちが、ちゃんと強くなる道のりはまだまだ長そうだ。
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「佐島くん、昨日、自衛隊から報酬振り込まれていたと思うけど確認した？」

「へ？　報酬？」

　週に一～二回。土日のどちらかと気が向いた平日の放課後に自衛隊の所に遊びに行くようになった以外は、いつも通り小林さんと下校したりデートしたりダンジョンに行ったり、小林さんとの予定が合わない時はカナヘビと遊んだり。

　そんなこんなでいつものように過ごしていたら、あっという間に一か月の時が流れた。

　その間、割と遊び惚ほうけていた俺は、報酬云々の話なんてすっかり忘れてしまっていた。

「えっと、結局いくらくらい貰もらったの？」

「……私は三百万円。佐島くんはしょっちゅう自衛隊に顔出ししてるから、もうちょっと多いんじゃない？」

「ささ、三百万!?」

　それ、前の人生の俺の手取り年収とほぼイコールなんですけど!?

「凄すごい。三百万円もあれば……ね、ねえ、小林さん。報酬もらった記念に、なんか高いお店にご飯食べに行かない？　今度の土曜日とか！」

「今度の土曜日？　今度の土曜日は、自衛隊の人たちと共同探索の予定でしょ？」

「あ、そうだった」

　自衛隊の人たちの魔力量の平均が20くらいになって、それなりに強くなったから、試しに潜ってみようって話になったんだった！

「で、でも、ほら、帰りがけとかに。俺の足なら割とどこでも行けるしさ！」

「……そうね。だったら私、満漢全席とか食べてみたいかも」

「良いね！」

　満漢全席。中華料理のフルコース。前の人生でも終ついぞ食べたことないので、興味があったのだ。……もしかして、心読まれた？

　流石さすが小林さん。気遣いも出来る天使ないい子だ。
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　そんなこんなで数日が経ち、訪れた土曜日。今日は、二度目の自衛隊との共同探索の約束があるので、小林さんを負ぶってこの前のダンジョンに到着する。

　一か月ぶりに負ぶった小林さんは流石成長期の中学生と言った具合か、彼女の成長を体感した。小林さんは俺の心を読める。故にどことは明言しないが、役得だったとだけは言っておこう。

「……佐島くん？」

　ど、どことは言ってないじゃないか。

　俺の心内セクハラを聡さとく見抜き、目を細める小林さんから目を逸そらした俺は、もう既に自衛隊の人たちが整列している姿を見つけた。

「すみません、君島さん。遅かったですか？」

「いや、佐島くんたちはちゃんと集合時間前に来てくれてる。ただ、俺たちが早く整列していただけだ」

「みんな気が急せいてるんすよ。佐島さんのおかげで全員、格段に強くなりましたからね」

「次郎丸。今回ばかりはお前に同感だ」

　……そうか？　鑑定で見る限り、魔力が20ちょっとに増えて、その他のステータスが３ずつ増えた程度の微々たる差だし、そんな劇的な変化はないと思うけど……。

「佐島くん。佐島くんにとっては誤差でも、普通の人にとってステータスの３は、その辺の運動部員と、アスリートくらいの差になる大きな数値なんだよ？」

「ああ、そう言えば」

　俺も、ステータスを伸ばし始めた当初、そんな計算をしていた気がする。

　つまり、初心忘れるべからず。ステータスが大きくなったばかりに驕おごり、初心者だった頃の自分を忘れていた俺に、小林さんは大事なことを気づかせてくれる。

　流石小林さんだ。それでこそ俺の女神である。

「では、佐島くんたちも来たので、本日の探索のマニュアルをおさらいする！」

「「「「はい！」」」」

「まず、五人一組に散会し、敵への対処はローテーションで適時行う。また、敵が多かった場合は臨機応変に協力し、柔軟な陣形を取る。

　佐島くんと小林さんは、我々のフォローをしてくれると助かる」

「解わかりました」

「了解です」

「では、探索開始だ！」

　前回よりも遥はるかに綺き麗れいなフォーメーションで、二度目の共同探索が始まった。




「化け物が出たぞ！」

「敵は二匹。第一小隊が対応しろ！」

「「「はい！」」」

　第一小隊と呼ばれる自衛隊の人たちが返事をして動き出す。

　第一小隊は、自衛隊の中で最も魔力の伸びが良かった次郎丸などが配属されている部隊だ。あいつ、あんななのに、一人だけ魔力が30もあるのだ。意外である。

　閑話休題。戦闘が始まった。

　まずは二人の盾部隊がゴブリンの攻撃を弾く。その盾には非常に薄いが、魔力が張られている。そしてその隙間から二人が銃弾を放つ。その銃弾にもやはり微弱な魔力が込められている。

　そして、ゴブリンに銃弾が着弾したところで、ナイフを持った人が確実にとどめを刺しに行く。銃を撃つ二人は、援護射撃のために構えている。

　二匹のゴブリンはあっという間に始末され、霧のようになって消えた。

「おお、凄すごいですね」

「だろう。全ては佐島くんが教えてくれたおかげだ」

「いえいえ」

　いや、本当に凄い。何が凄いって、あんなオブラートみたいなうっすい魔力のコーティングがちゃんと機能しているのが何よりも凄く見えた。

「じゃあ、どんどん進むぞ！」

「「「「「はい！」」」」」

　自衛隊の人たちはどんどんどんどん下へ下へと歩みを進めて行った。
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「四階層からはゴブリンよりも少し背の高い化け物、オークが出ます。──が、みなさんの実力なら、安全に戦えると思われます」

　ダンジョンに潜り始めて三時間。前回は、一階層を踏破するのがやっとだったこの時間で彼らはあっという間に四階層まで辿たどり着いた。

　勿もち論ろん、次の階層に進む際に小林さんが隠し通路を教えたりなど、多少のサポートはしたが、戦闘に関しては一切手を出していない。

「化け物が出たぞ！」

「初出の個体、小林さんの説明によるとあれがオークか……」

「二匹いる。だが、確かに見た感じ勝てそうだ」

　特に自衛隊の凄い点は、その強きよう靭じんな精神力である。

　見ただけで吐き気と殺意を催す、不快な見た目の二足歩行の豚畜生。あれを目の前に、先走る奴やつが一人もいないのが、俺的には信じられないくらいだ。

　俺は小林さんのかわいすぎる横顔を眺めていなければ、耐えられず一も二もなく潰したくなるほどだと言うのに……。

「シールド部隊！」

「「はいっ！」」

　シールド部隊の二人が二匹のオークの攻撃を弾く。やはりびくともしない。そこをすかさず二人の自衛官が銃撃し、

「次郎丸！」

「任せてくださいっす！」

　自衛隊の中では現状一番魔力の多い次郎丸が、二匹のオークの首を切り落とし、霧に変えた。

「楽勝っすね！」

「調子に乗るな次郎丸。だが、よくやったな」

「そうだな。オーク相手でも余裕のようだし、時間にも余裕がある。引き続き探索を続けよう」

「「「「「「はいっ！」」」」」」

　そんなこんなで更に四時間。自衛隊の人たちはとうとう、最終回層である七階層に到着した。そこはボス部屋であった。

「諸君、この調子で攻略用意！　敵が強力だった場合は即時撤退だ！」

「「「「「「「はい！」」」」」」」

　そう言って自衛隊の人たちは、最終回層へ入っていく。そんな彼らに小林さんは何も言わない。だが、俺は少し頭の中に引っかかっていた。

　──最終回層って、足を踏み入れたが最後、ボスを倒さなければ脱出不可能になるはずなのでは？
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　そこには、どこかの漫画で見たような蛇の尻尾を持つライオンの化け物がいた。

『キマイラ』──鑑定にはそう表示されるこの化け物が、このダンジョンのボスと言うわけか。……こいつ、カナヘビと違って不愉快極まりないオーラを発しているな。うっかり潰したくなる。だが──

「怯ひるむな！　全隊のシールド部隊、前へ！」

「「「「「はい！」」」」」

　七部隊に分かれていた小隊のシールド要員、全十四人が前に出てキマイラの攻撃を受けつつ、足止めをする。

「銃撃部隊、撃て！」

「「「「「はい！」」」」」

　十六人の銃撃部隊が薄い魔力を込めた銃弾をキマイラにぶち込む。

「近接部隊！」

「「「「「はい！」」」」」

　そして、七人の──その小隊で最も単体性能が高いと認められた自衛官が、任命される最後のとどめ役がキマイラに思い思いの攻撃をぶつけた。

　まさに流れるような連携。統率の取れた熟練度の高いその動きに、俺は一つの感動すら覚える。だが、そんな自衛隊員をキマイラはその腕の一振りで、弾はじき飛ばした。

「「「「「「「うわぁぁあああああ」」」」」」」

　次郎丸などが所属している近接部隊を始めとして、足止めをしていた盾部隊の人たちがキマイラにおもちゃのように転がされる。

　だが、その程度で取り乱す柔な人間は自衛隊には一人もいなかった。

　なにせ、自衛隊の面々はみんな、魔力を見えるようにするために最低でも一度は、人によっては何度も俺の大質量の魔力の塊に転がされてきた人たちなのだから。

「陣形を保て！　近接部隊は、暫しばらくヒットアンドアウェーに専念しろ！」

「「「「「「「「「了解！」」」」」」」」」

　転がされていた自衛隊の人たちが、その瞳に闘志を宿して立ち上がった。

　盾部隊の人たちが、二手に分かれる。

　キマイラにタックルをするなりして、注意を引き付け、足止めをする七人と、絶対に銃撃部隊にキマイラの攻撃を通さないための七人に。

　これは、俺が聞き流していた対強力個体に対するマニュアルの一つなのだろうか？

「集中的に目を狙うぞ！」

「「「「「了解！」」」」」

　銃撃部隊が、先ほどのようにただ当てるだけではなく、全員が的確に目を狙って弾を撃つ。

「ＧＹＵＲＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ」

　キマイラが苦しそうな悲鳴を上げた。

「今だ、近接部隊！」

「「「「「はい！」」」」」

　近接部隊の人たちが、目つぶしをされ、もだえ苦しむキマイラにナイフでの攻撃を仕掛ける。キマイラの肉体がどんどんどんどん切り刻まれていく。

「これは、自衛隊の人たちだけでボスまでも倒しちゃうか？」

「佐島くん、それフラグ……」

「いやいや……」

　どう見てもキマイラは弱っているし、それにここは現実なのだ。フラグなんてものがあるわけないじゃないか、小林さん──そう思っていた刹那、キマイラは突如赤い光に包まれた。

『ＧＹＵＲＵ……ＧＹＵＲＵＯＯＯＯＯＯ!!』

　この世のものとは思えない悲鳴、断末魔のような声を上げるキマイラは、突如繭のようなものに包まれる。

「何か起こるぞ！　撃て！　阻止しろ！」

　君島さんの指示に従って銃弾が放たれる。だがしかし、キマイラを包む繭は一切傷つく気配はなかった。

　そして、数十秒とも数分とも思えるほどの時が流れた。俺は暇だったので、小林さんに内心でかわいいかわいいと電波を送り続けていた。小林さんは俺に「静かにしなさい」とチョップした。凄く幸せだった。

　そんな折だった。

「繭が、割れるぞ！」

　自衛隊に警戒と緊張感が広がる。

　そして、赤く光る繭は破け、そこから炎があふれ出る。

「なんだこれ！」

「このままだと焼け死ぬぞ！　退避！　退避ー!!」

　繭から漏れ出た炎、その中に見える影は三匹の蛇と増えた尻尾が生えたライオンに、蝙蝠こうもりの皮膜が背中についた化け物で──鑑定ではやはり『キマイラ』と表されるその化け物は、しかし、先ほどまでの『キマイラ』より格段に強そうで……特にそれを象徴するように、口からは灼しやく熱ねつの炎があふれ出ていた。

「ど、どういうことだ!?　逃げ道がないぞ！　出られないぞ！」

「お、おい！　炎がこっちまで迫ってる！　死ぬ！」

　自衛隊の人たちが、閉まりきり逃げられなくなった最下層と言う状況と迫ってくる炎の波に、軽いパニック状態に陥っていた。

「……小林さん、この状況ならもう、我慢しなくて良いよね？」

「うん。やっちゃって良いよ」

　俺は自衛隊の人たちに迫りくる炎を魔力の壁を作ってせき止める。そしてその壁をそのままキマイラの方へ向けて、キマイラを壁と魔力のサンドイッチにした。

　キマイラは、消え去った。




「……はっ、た、助かったのか？」

「し、死ぬかと思った……」

　自衛隊の人たちが口々に安あん堵どの息を漏らしていく。小林さんはそんな彼らを見向きもせずに、明後日の方向を見ていた。

　しかし、その方向に俺は何も見えない。──フェレンゲルシュターゲン現象的なあれなのだろうか？　いや、あれはデマだけど。いや、この時代だとこのデマもないのか。

　それは兎とも角かく、何を見ているのか聞こうと思ったところで──

「佐島さん、あざました！　なんすか今の、俺ら全員が死を覚悟したような化け物を一瞬で消し炭にして」

「今回も次郎丸に同感だ。マジで、俺たちが強くなればなるほど、佐島との差が見えなくなっていくようだ」

「……だが、佐島くん。本当に助かった。君が助けてくれなかったら、俺もこいつらも全員焼け死んでいた」

「小林さんもありがとうね。ここまでの案内もそうだけど、忠告もね」

「忠告？」

「ほら、小林さんの能力なら──前回ダンジョン攻略の経験がある彼女たちなら、ダンジョンの最終回層が脱出不可能だって知ってたはずでしょ？」

「じゃ、じゃあなんで教えてくれなかったんすか？」

「馬鹿か次郎丸。俺たちも、ダンジョン探索のためにずっと二人を頼り続けるわけにはいかないだろう」

「あ！」

「そうだ。いくら強くなっても、決して油断せず慎重にしなければ死に得るほどダンジョンが危険だと、忠告してくれたんだ」

「本当、良い年した大人が中学生にそれを教えられるなんて情けないけどね」

「だが、そこ含めて沢山勉強させてもらった。佐島くん、小林さん、改めて礼を言わせてくれ。ありがとう」

　──流石さすが小林さん。なんで最終回層のこと言わないんだろうって思ってたけど、彼らが俺らなしで潜った時に少しでも死なないように忠告するためだったんだ！

「それもあるけど、佐島くん、ちょっと戦いたそうだったから」

　……俺のために!?

　小林さんの気遣いに、俺は凄すごく嬉しくなるが、それ以上に、こういう危ない状況でも俺ならちゃんと対処出来ると思ってくれた小林さんからの信頼が何よりも嬉しかった。

「佐島くん、小林さん。また機会があれば、我々の探索を手伝ってほしい」

「それは勿もち論ろん喜んで。それと、訓練ももうちょっと付き合いますよ」

　自衛隊の人たちも何だかんだ俺たちを受け入れてくれるから居心地がいいし、彼らもステータスをもうちょっと伸ばしておいた方が、ボス戦とかを考えると安心だろう。
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「ああ、そうしてくれるとありがたい」

　君島さんと俺は握手を交わす。その瞬間に、あの日、初めてダンジョンに招かれた時のような浮遊感を覚えた。

　ああ、そう言えば。ボスを倒しても外に出られるんだったっけ？




　そんなことを思いながら、俺たちはあっという間に、最初の集合場所に戻っていた。




　　　　◇




「それじゃ、今日は解散だ！」

　君島さんがそう宣言すると、誰一人欠けることなく外に出た自衛隊の人たちは俺たちに敬礼をした。俺も、小林さんも、敬礼を返す。

「じゃ、小林さん。帰ろうか」

「何言っているの？　今日は、これから一緒に満漢全席を食べに行く約束じゃない。予約も一緒にしたでしょ？」

「あ、そうだった！」

「ま、佐島くんが気乗りしないなら、別に帰っても良いけど」

「いや、今忘れていたのは一仕事終えてつい口に出たと言うか何というか……その、お食事、行きたいです。超気乗りします。ごめんなさい。一緒に行かせてください」

「……ま、別に良いけどね。佐島くんが心底楽しみにしてたのは伝わってきてたし」

　……それは、恥ずかしいな。色々な意味で。

「じゃあ、背中にお乗りください。お姫様」

「……佐島くんって、人見知りだけど偶たまに気障きざだよね」

「そ、それを言われると我に返って恥ずかしくなるんだけど……」

　さっきからずっと、俺、顔真っ赤だ。照らされる夕日でも隠れているか不安なくらいに。

「……私も、いつも恥ずかしい思いしてるし、ちょっとお返し」

　お返し？　いつものって……？

　ただ、口を尖とがらせてそう言う小林さんはどこか凄すごく魅惑的で、俺の心臓はバクバクだった。あたりを見渡すと、自衛隊の人たちはあっという間に設営を片付けて、もうみんな大きな車に乗って下山している。

　誰もいない山の中、夕日が見えるいい景色。あの日──俺が告白しようとして、ダンジョンに飛ばされた、あの時に似た絶好のシチュエーションに、俺は勇気を振り絞る。

「小林さん！」

「佐島くん……私、佐島くんに、打ち明けたいことがあるの」

「……え!?」

　な、なに!?　こ、告白？　告白だったら、今、俺がしようとしてるんだけど。こ、小林さん、告白は、俺の方からしたいんですけど……!?

　でも、小林さんからされるならそれはそれでいい気がする。

「私、実は──佐島くんと同じ、人生二周目なの！」

「はい、もちろ──ん？　小林さんが、二周目？」

　って言うか、告白ではあったけど、思ってたのとは別方向の告白だった。

「うん。何だかんだで言うタイミング逃しちゃって、打ち明けられなくてごめん」

「い、いや、それに関しては、俺も特に打ち明けなかったし、お互い様なんだけど」

　なんというか、小林さんが俺と同じく二周目の人生を歩んでいると聞いて、俺は意外とか驚いたというよりも、

「やっぱり、小林さんって、二周目だったんだ」

　その告白は、俺の中でかちりと嵌はまるほど納得感の強いものだった。




　ダンジョンに誘われたあの日から薄々そうなんじゃないかなぁとは思っていたけど、俺もその話題を振るタイミングを逃していた。

　しかし、小林さんが二周目の人生を歩んでいると言うのなら、俺はやはり気になることがある。

「小林さん。言いたくないなら、それでも良いんだけど……小林さんの前の人生って、どんな感じだったの？」

「うん、そうだね。佐島くんになら打ち明けても良いと思うから、是非とも聞いてほしいかな」

　小林さんにそう言ってもらえることがたまらなく嬉しくて。俺は、通算二十九年の人生で一番なんじゃないかって言うくらいに集中して耳を傾ける。

「そ、そこまで集中されると逆に恥ずかしいんだけど──私の前の人生はね──」

　小林さんはぽつりぽつりと、彼女の過去を話し始めた。




　　　　◇




小林いちかＳＩＤＥ




　佐島くん以上に、真っすぐでひたむきで頑張り屋さんな人を私は知らない。

　私が前の人生で佐島靖って男の子がいることを知ったのは、初めて同じクラスになった中学二年生の時だった。

　私が初めて、佐島くんに対して抱いた印象は「気持ちが悪いほどの、頑張り屋さん」で、どちらかと言えば嫌い寄りの印象を抱いていた。




　私は、私の固有スキル『慧けい眼がん』にもあるように、他人の心の動きや思考に人より聡さとい自信があった。そんな私でも、初めて見た佐島くんは何を考えているのか解わからなくて、なのに、常人じゃ出来ないような馬鹿げた努力をする佐島くんのことが気持ち悪いと思っていた。

　そして、そんな印象を抱いていたのは私だけじゃなかったのだろう。




　前の人生、中学二年生当時の佐島くんはクラスで軽いいじめを受けていた。

　正直、かわいそうだなぁとかは思いもしなかった。

　それは純粋に他者とのコミュニケーションを取らず、ただ努力する姿が気持ち悪いのが悪いと思ってたし、それ以上に、佐島くん本人は無視されたり、一人だけメールアドレスを誰とも交換されなかったりといじめられているにも拘かかわらず、特になんとも思ってなさそうだったからだ。

　人の心に聡いが故に、感情が読めてしまうが故に、人に嫌われるのが怖くて、他人に合わせて愛想笑いを浮かべ続けていた私は、みんなにハブられても特に何とも思わない佐島くんに少しだけ興味を持っていた。




　別に、佐島くんは人と関わるのが嫌と言うわけではないんだと思う。

　偶に話し掛けてみると、ちょっと嬉しそうな表情を見せるし。また話し掛けられるとでも思っているのか、時折私を目で追ってきたりするようにもなった。

　そんな佐島くんが、ちょっとかわいいな、と思っていた自分もいた。

　でも、佐島くんは私と違って凄すごい人だった。

　それは、夏休み明けの九月のこと。佐島くんが県総体を勝ち抜いた結果、佐島くんは、このパッとしない公立中学校から唯ただ一人だけ、全国大会に出場することが発表されたのだ。

　朝、誰よりも早く来て、放課後、誰よりも遅くまで走り続けている。

　そんな佐島くんが、努力がものを言う陸上競技で結果を出すのは当然だと思うし、そんな佐島くんが報われて嬉しいと思う自分もいた。

　でも、前の人生の佐島くんは『威圧』なんて足かせはない。

　そんな佐島くんは『全国大会出場』の切符を手に入れてから、今まで全員でハブっていたクラスメートたちは露骨な掌てのひら返しを見せて、佐島くんに群がるようになった。




　色んな人に話し掛けられるようになって、色んな人に遊びに誘われるようになって、佐島くんは本当に嬉しそうで、楽しそうだった。

　私も、佐島くんが報われて嬉しいはずなのに──みんなに囲まれる佐島くんに話し掛けることが出来なくなっていって、佐島くんも次第に私のことを全然目で追わなくなって。

　そのことが寂しかったのか、私は、胸が締め付けられるように苦しい思いをした。

　こんな思いをするくらいなら、佐島くんなんて人気者にならないで欲しかった、と思ってしまった。

　そんなことを思ってしまった私に天罰が下ったのだろうか。




　次の年、私と佐島くんはクラスが離れ離れになり、高校は学力の差の問題で、違う進路に進んでから、二度と関わることはなかった。

　佐島くんが進んだ高校は、県で一番の公立の進学校。私は家から一番近い、並み偏差値の高校。別に、高校のレベルに不満があったわけじゃない。

　中学でも、ずっと中の上程度だった私にはちょうど良いレベルだとも思う。

　でも、思い返せば、その高校生活はとてもつまらなかった。

　人の心を読みながら、嫌われないように作り笑いを浮かべるのが馬鹿らしくて、だんだんと辛くなっていった。
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　その度に、私は度々思い出すのだ。

　ハブられていじめられても意にも介さず、ひたすらに自分のために頑張り続けたあの真っすぐな男の子を。

　何度も何度も思い出して、無理やり勇気を奮い立たせた。




　ただ、そんな私は高校二年生の頃、どうしようもない絶望と対面した。

　この県で一番の進学校の制服に身を包んだ佐島くんと、私の知らない女の子が歩いていたのだ。

　今にして思えば、同じ部活の人だったとか、そんな感じだったんだと思う。

　でも、私はひどく動揺して、更に不幸なことに、この時初めて、私は佐島くんのことが、

「好きだったのかも」

　って、気づいてしまったのだ。




　そう気づいた時には、もうすべてが遅かった。

　学校は違うし、接点はないし。好きだと気づいていくら焦がれても、この恋が実ることは絶対にない。

　そう悩むと、どうしても心が満たされなくて、落ち着かなくて。

　不注意もあったのだろう。

　精神的に弱っていたこともあったのだろう。

　そんな私の生涯は、高校三年生に上がるちょっと前に、歩道に乗り上げてきた飲酒運転の車に轢ひかれて死んだ。

　いつもの私だったなら事前に察知してよけられるのに、恋とは恐ろしいもので、あの時ばかりは本当に、佐島くんのこと以外頭になかったのだ。

　だが、その死は必ずしも不幸と言うわけではなかった。




　車に轢かれ、死体となったはずの私に、奇妙な存在が話し掛けてきた。

　その存在は、私にこう語り掛けるのだ。

　──やり直したいか？　小林いちかよ。貴様は人生をやり直したいと希こいねがうか？

「……なんで？」

　私は、純粋に疑問に思った。

　失恋が確定して、不注意で死んでしまった私に、態わざ々わざやり直しの機会なんて与えてくるその存在の意図が。

　そしたら、その存在はこう告げた。

　──なぜ貴様であるか、とな？　それは単純明快な理由がある。

　貴様が、この世界で最もあの努力の化け物、佐島靖を愛することが出来る人間であるからだ。

　私が佐島くんのことを誰よりも好きだったから？

　……あの時、佐島くんと歩いていた子は彼女じゃないのかな？

　って言うか、

「私が佐島くんを好きなことと、やり直しに関係はあるの？」

　──大いにある。今から十年後、佐島靖は死す。その時、世界一努力が出来るあの男に二度目の生を与えるつもりだが、あの男は間違いなく規格外。

　そのくせ、人格的には色々と欠如している。故に彼が暴走せぬよう、小林いちか、貴様にはあの男のストッパーになってもらうことを期待する。




　それがどういう意味なのか、私は深く考えない。

　ただ、その存在は私に「佐島くんの側に居ろ」と言っているのだ。




　佐島くんのいない二度目の人生に興味なんてない。もうこんなにも空虚で苦しい思いはしたくない。でも、それでも、今度こそ、

　──佐島くんと結ばれる未来があるなら、チャンスが与えられると言うのなら、

　私はたとえこれが悪魔の契約であろうとも、その存在に願った。




「私はやり直したいです」

　──であれば結構。小林いちか。貴様には『来きたるべき日』が来た際に、佐島靖の側にいてその役割を全うすることを期待している。

　そうして、気が付けば私は中学一年生の四月の入学式に戻っていた。




　　　　◇




「──と、まあ、こんな感じかな？」

　照れくさそうにはにかむ小林さんに、しかし、俺は驚きと口のパクパクが止まらない。だって、だって、こんなの、殆ほとんど告白みたいなもんじゃん！

　っていうか、小林さん、俺のことめっちゃ好きじゃん！

　マジかよマジかよマジかよ。

　ここに来て、こんな展開になるだなんて思ってもみなかった。




　まさか、本当に小林さんが俺のことを好きだったなんて。それも、一周目から。

　なんだよこれ、こんなに俺に都合の良い話があって良いのか？

　だだ、だって俺だよ？　俺だぞ？

　顔だってどちらかと言えば余裕で不細工寄りだし、コミュ障だし、性格もあんまり良くないし、鈍感だし、元社畜だし。

　自分で言うのもなんだけど、惚ほれる要素なんて一切なくない？

　でも、それでも、小林さんはこんな俺のことを好きだと言ってくれた。




　俺はどうだ？

　小林さんのこと。

　……勿もち論ろん、大好きに決まっている。

　見た目が好きだ。俺は小林さんほどの美少女をテレビ含めても、人生でお目にかかったことがない。

　雪の様に透き通った肌、なんでも見通すような綺き麗れいで大きいヘーゼルの瞳、艶つややかでいい匂いがする髪、妖精のような完璧とも言える体形。

　まさに無む謬びゆう、粗の探しようなんてない完璧な美少女。

　そのやさしさが好きだ。

　或あるいはやさしさじゃなくて、好意からだとしても、小林さんが俺に話し掛けてくれたおかげで、俺は今度の人生で独りぼっちにならずに済んだ。

　百万人の友達よりも価値があると思える、大事な人が側にいてくれることが何よりも嬉うれしかった。

　寄り添ってくれるところが好きだ。

　最初は心を読まれていると知った時に、流石さすがに恥ずかしい！　と思ったりもしたけれど、それでも小林さんは俺の心の内を覗のぞいても俺から離れて行かなかったし、それに、小林さんが俺の心を読んでくれたおかげで、俺の貧相なコミュニケーション能力じゃ伝えられないような意図も汲くみ取ってくれるのが本当にありがたかった。

　小林さん相手だからこそ、心の中を全部さらけ出しても良いと思えるのだ。

　かわいいところが好きだ。

　俺が何かを言うたびに表情をころころ変化させてくれる反応が好きだ。

　そのぬくもりが好きだ。

　声が好きだ。




　小林さんがいたから、俺はダンジョンに誘われても、怯おびえずに済んだ。餓死せずに済んだ。辛い思いをせずに済んだ。

　……小林さんがいたから、空虚で灰色だった俺の人生は鮮やかに染まって、楽しいものになった。




　二度目の人生、やり直して本当に良かったと思った。




　だからこそ、俺はこの気持ちを伝えたい。

　あの存在の意図や『来きたるべき日』云うん々ぬんなんてどうでもいい。

　俺は伝えたい。本当の気持ちを。

　ずっと言えなかった。

　関係が壊れるのが、フラれるのが怖くて言い出せなかった本当の気持ち。

　でも、小林さんはあそこまで言ってくれたのだ。

　俺が、フラれる心配は多分、ない。




　後は勇気を振り絞るだけだ。

　ここで日ひ和よったら男じゃない！　一生の後悔になるぞ！　二度目の人生なのに、後悔なんてしちゃだめだろ！

　言え、頑張れ、佐島靖!!

「小林さん」

「はい」

「俺と……」

　小林さんは期待するように、俺の言葉を待つように、ヘーゼルの瞳を真っすぐと俺に向けてくる。俺はその声に、その真っすぐな視線に、安心感を覚える。

　大丈夫。小林さんなら、きっと受け入れてくれる。




「……好きです。大好きです。小林さん。俺と……付き合ってください」

　俺は、前の人生からずっとため込んできた想おもいを吐き出すように、差し出すように、小林さんに告白をした。

「はい。喜んで」

　小林さんは目じりに小粒の涙を浮かべながら、答えてくれた。

　誰もいない、攻略したダンジョンが目の前にある山の上。夕日に照らされながらした告白は、あの日、ダンジョンの出現によって出来なかった告白を取り戻しているように思えた。

　この後、俺と小林さんは一緒に高いご飯を食べに行く。

　大好きで大好きな小林さんと恋人になって初めて食べるご飯が、二人っきりと言うのは、何とも言えないほど嬉しくて、楽しみで。




　確かに、俺の前の人生はバッドエンドを迎えて終わりを告げた。




　だが、二度目の人生と言う俺の人生の第二章は、まだまだ終わりは見えないけれど、それでも今は確かに幸せであることだけは疑いようもなかった。
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あとがき




　拙作をご購読くださった読者の皆様、本当にありがとうございます！

　作者の破は滅めつです。

　とりあえず、初めましての方も多いと思われますので自己紹介からしていこうと思います。そうですね。では……。




「ただの人間には興味ありません。この中に宇宙人、未来人、異世界人、超能力者がいたらあたしの所に来なさい。以上」




　……調子に乗ってすみません。いや、その……スニーカー文庫からデビュー出来たの本ッ当に嬉しいんですよ!!

　何を隠そう破滅は、スニーカーキッズでしたからね！

　中学生の頃マジで「ただの人間には興味ありません」って自己紹介した黒歴史もありますし、僕がなろうで活動するきっかけになったのは『このすば』でした。

　我が家の本棚のラノベは半分くらいがスニーカー文庫です。

　そんな破滅も成長し、スニーカーアダルトへとなったわけですが……気が付けば拙作があのスニーカー文庫の末席に並ぶことに。最も早はや嬉しさとか感慨深さを通り越して、戦々恐々としております。「奴やつはスニーカー文庫の恥晒さらし」とか思われてないでしょうか？　←なんかこれ、ざまぁの冒頭みたいじゃないですか？　とか思ってる僕は色々と末期かもしれません。




　何はともあれここでデビュー出来たことが嬉しいですし、感慨深いです。ひゃっほうっ！

　あとはパパッと関係者各位への感謝を述べて、久々に読み返したいモードになりつつあるんですけど、なんでもあとがきは四ページ書かなきゃだそうで……って、まだ二ページ目の半分までしか埋まってない！

　結構イタめの黒歴史も紹介したのに！




　もう自棄やけです。ついでにこの中二病が抜けきってない黒歴史ｉｎｇペンネームの『破滅』になった由来を紹介しましょう！




　と言っても由来自体に大したエピソードはなくて、純粋に小六の頃にネトゲとかで使ってたハンドルネームが破滅だったからそれを未いまだに使ってるってだけです。

　久々に卒業文集を読み返してみた所、好きな漢字『蕾つぼみ（←頑張って辞書で調べて書いたから好きな漢字じゃない）』自分を漢字一文字で表すなら？　→『邪』とか書くような結構イタいやつだったので、ペンネームのセンスもお察しの所。

　多分、当時の覚えたての言葉で一番字面が格かつ好こいいと思ったんでしょうね。

　因ちなみに、中学生の頃にはこれに苗みよう字じがついて『破滅ルイン・ベルフェゴール』とか名乗ってました。

　流石さすがにダサかったので使ってたのは中二の時だけでしたけど、その名残か、私用メルアドとかパスワードにはやたらとベルフェゴールやらスロースやらが頻出してます。

　黒歴史が詰まった汚物のようなメルアド見られるのが恥ずかしくて、リアルの知り合いとの交換が躊躇ためらわれるのが悩みです。




　尤もつとも、このあとがきが一番の黒歴史なのかもしれませんが。




　と、これだけ黒歴史を公開したにも拘かかわらず全然ページが埋まりません。あと一ページもあります。

　なんの話をすればいいのでしょうか？

　中学二年生の頃、宿題が嫌すぎて家出をしたらいつの間にか大分まで行ってて別府警察に保護された話でもすればいいのでしょうか？

　それともその三か月後の夏休みに自転車で錦江湾を一周して熱中症になりかけてぶっ倒れた話でもすればいいんでしょうか？

　もしくは「叙述トリックがないことが一番の叙述トリックでぇ～す」ってタグを巡ってレスバに明け暮れた話をすればいいのでしょうか？




　こうして思い返してみると、我ながら結構クソみたいな人生を歩んでいますね笑。

　と、長々と自分語りをしていたらいつの間にかページが埋まりそうです。




　と言うわけで、本を出してくださったスニーカー文庫に関わる方々。沢山迷惑をかけても根気強く協力してくださった編集者の中田さん。大量の誤字を訂正してくださった校閲さん。その他関係者各位の皆様。

　何より、この本を手に取り買ってくださった読者の皆々様に精一杯の感謝を述べさせていただくことで、あとがきの締めとさせていただこうと思います。




　（o_ _）o ありがとうございましたッッ!!
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